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5・ オ ン グ ル 海 峡 定 着 氷 下 の 流 向 流 速 長 期 連 続 測 定
福 地 光 男 極 地 研
谷 村 篤 〃
大 塚 英 明 〃











オ ング ル 海 峡 定 着 氷 下 の 流 向 流 速 長 期 連 続 測 定
福 地 光 男 ・谷 村 篤 ・大 塚 英 明
(国 立 極 地 研 究 所)
オ ン グ ル 海 峡 定 着 氷 下 の 流 向 流 速 長 期 連 続 測 定
福 地 光 男 ・谷 村 篤 ・大 塚 英 明 ・
(国 立 極 地 研 究 所)
福 島 繁 樹
(海 上 保 安 庁 水 路 部
右18行 目 「調 和 分 」'よ り20行 目 ま で
1月9日(水)
挨 拶 国立極地研所長
開会挨拶 星 合 孝 男 極地研
根 本 敬 久 東大(海 洋研)
1大 気と海洋環境
座 長 和 田 英太郎




三菱 生 命 研
東 大(海 洋研)
1.太 平洋の海上大気中の85kr濃 度
鈴 木 款 気象研
井 上 久 幸 〃
葛 城 幸 雄 〃
杉 村 行 勇 〃
(10:00～10:20)
2.南 大洋表面海水 と大気中の二酸化炭素の分圧及び δ13C
(10:20～10:40)
井 上 久 幸
杉 村 行 勇
気象研
〃
座 長 角 皆 静 男 北大(水 産)
山 口 征 矢 埼玉大(教 養)
3.1984年 夏季 に お け る南 大 洋Australasianセ ク タ ーの海 況
一 海 鷹 丸 に よ る観 測結 果 か ら 一(10:40～11:00)
松 浦 昇 北 大(水 産)
稲 掛 伝 三 水 産 庁(東 海 水 研)
福 岡 二 郎 北 大(水 産)
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4.南 極 海 発 散 域 付近(61° ～65°S)の 栄 養 塩 分 布
(11:00～11:20)
前 田 勝 東 水 大
渡 辺 康 憲 電 力 中研
5.1983か ら1984年 に か け て オ ース トラ リア 南方 海 域 の 海 況
(11:20～11:40)
中 井 俊 介 東大(海 洋 研)
蓮 本 浩 志 〃
根 本 敬 久 〃
昼 食(11:40～12:40)
fi　 植物 プ ラ ン ク トンと基 礎 生 産(12:40～17:10)
座 長 高 橋 正 毎 筑 波 大(生 物)
高 橋 永 治 神 戸 大(理)
1.南 大 洋 の ナ ンノ プ ラ ンク トン相
一 と くに150°E断 面 に つ い て 一(12:40～13:00)
西 田 史 朗 奈 良教 育大
2.南 極海 にお け る 小形 お よび 微 小 プ ラ ンク トンの分 類 と分 布
(13:00～13:20)
原 成 光 神 戸 大(理)
田 上 英 一 郎 〃
高 橋 永 治 〃
銭 本 三 千 雄 広 大(生 物 生 産)
小 牧 勇 蔵 水 産 庁(遠 洋 水研)
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?
南極 海 氷 縁 域 及 び グ ソネ ル スバ ンク域 に お け る プラ ン ク トン
調査
谷 口 旭
岩 波 佳 祐
ニ ツ町 悟
浜 田 悦 之
内 藤 靖 彦
(13:20～13:40)
東 北 大(農)




座 長 角 皆 静 男 北大(水 産)








高 橋 正 征
山 口 征 矢
有 賀 祐 勝
(13:40～14:00)
筑 波 大(生 物)
〃(生 物)
埼 玉 大(教 養)
東水 大
オ ー ス トラ リア南方 海 域 か ら南極 海 に お け る植 物 プ ラ ン ク トン
のサイズ組成
保 坂 信 仁
根 本 敬 久
(14:00～14:20)




山 本 民 次 東北大(農)
昭和基地周辺の海氷下における植物 プランク トン現存量 と光合
成活性について
佐 藤 博 雄
渡 辺 研太郎






8.オ ー ス トラ リア南方 の 南極 海 に お け る夏季 の 基 礎 生 産 力
山 口 征 矢
小 崎 茂
有 賀 祐 勝
(15:00～15:20)
埼 玉 大(教 養)
筑 波 大(生 物)
東 水 大
休 憩(15:20～15:50)
座 長 谷 口 旭 東北大(農)
福 代 康 夫 東大(農)
9.南 極 海 の75°E線 に そ った 有 殻 渦 鞭 毛 藻 類 の分 布
岡 本 恒 美
高 橋 永 治
(15:50～16:10)
神 戸 大(自 然 科 学)
〃(理)
10.東 オ ン グル 島 北 の瀬 戸 産原 生生 物(16:10～16:30)
高 橋 永 治
渡 辺 研太郎




11.昭 和 基 地 周辺 のIce　 Algae現 存 量 の 季節 変 化
渡 辺 研太郎
佐 藤 博 雄
神 田 啓 史






12.夏 季の昭和基地沿岸定着氷域における浮遊性植物 プランク トン
とアイスアルジーの動態
佐 々木 洋






皿 ナ ンキ ョ クオ キ ア ミの生 態 と現存 量(10:00～11:20)
座 長 根 本 敬 久 東 大(海 洋 研)
村 野 正 昭 東 水 大
1.南 大 洋(オ ー ス トラ リア 南 方 海 域)の オ キ ア ミ類
(10:00～10:20)
寺 崎 誠 東大(海 洋研)
和 田 昌 子 〃
2.ナ ンキ ョク オ キ ア ミの 摂 餌 行 動






3.魚 群 探 知 機 に よ る ナ ンキ ョクオ キ ア ミ及 び他 生 物 の 計 測
稲 垣 王
手 国 添
青 山 恒 雄
(10:40～11:00)
東 大(海 洋 研)
〃
!ノ
4,開 洋 丸SIBEX-1魚 探 調 査 に よる オ キ ア ミ現 存量 推 定
白木原 国 雄
中 山 覚 介
小 牧 勇 蔵
(11:00～11:20)
水 大 枝
水 産 庁(開 洋 丸)
水 産 庁(遠 洋 水研)
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N動 物 プ ラ ン ク トン とマイ ク ロネ ク トン(11:20～15:50)
座 長 蒲 生 重 男 横 浜 国 大(教 育)
大 森 信 東 水 大
1.オ ース トラ リア南 方 海 域 に お け る遊 泳 惟 えび 類 の分 布
(11:20～11:40)
岩 崎 望 東 大(海 洋 研)
根 本 敬 久 〃
2.1983～1984白 鳳 丸 航 海(BIOMASS-SIBEX)によ り採 集 さ
れ た南 極 海 表 層 の端 脚類(11:40～12:00)
永 田 樹 三
3.南 極 海 の表 層 域 に分 布 す る カ ニ類 幼生 と端 脚 類
(12:00～12:20)
村 岡 健 作 神奈川県立博物館
昼 食(12:20～13:20)
座 長 箕 田 嵩 北 大(水 差)
寺 崎 誠 東 大(海 洋 研)
　 4.　 The　 Salps　 of　 the　Southern　 Ocean　 (Australasian　 Sector)
during　 s㎜er　 1983-84,　 with　 special　 reference　 to　 the
　 　 　 　species　 Salpa　 thompsoni,　 Foxton　 1961.
(13:20～13:40)
B.　 E.　 CASARETO　東 大(海 洋 研)
根 本 敬 久 〃
5.デ ィ ス カ バ リ ーN70V型 ネ ッ トに よ る 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 鉛
直 分 布(13:40～14:00)
河 村 章 人 北 大(水 産)
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座 長 河 村 章 人 北大(水 産)
福 地 光 男 極地研
7.南 大 洋 ・南極 海 域 に お け る浮 遊 性 頭 足 類
一　 SIBEX-1に お け る 白鳳 丸 ・開 洋 丸採 集 結果 一
(14:20～14:40)
沖 山 宗 雄 東 大(海 洋研)
根 本 敬 久 〃
多 部 田 修 水 大 枝
&開 洋 丸 第3次 南 極 海 調 査(BIOMASS;SIBEX-1)にお い て 採
集された魚類について
多部 田 修
小 牧 勇 蔵
(14:40～15:00)
水 大 枝
水 産 庁(遠 洋 水研)
9.オ ー ス トラ リア南 方 南大 洋 お よび 南極 海 にお け る中 層 性 魚類
宮 正 樹
沖 山 宗 雄
根 本 敬 久
(15:00～15:20)





V有 機 粒状 物 とそ の鉛 直 輸 送(15:50～17:10)
座 長 半 田 暢 彦 名大(水 圏)
角 皆 静 男 北 大(水 産)
1.南 極 海 太 平 洋 海 域 に お け る懸 濁 態 有 機物 の分 布 と組 成
(15:50～16:10)
田 上 英 一 郎 神 戸 大(自 然 科 学)
2.南 極 洋 に お い て セ デ ィ メ ン ト ・ トラ ップに よ り採集 され た 粒状
物 の性 状(16:10～16:30)
根 本 敬 久 東大(海 洋 研)
古 谷 研 〃
寺 崎 誠 〃
角 皆 静 男 北大(水 産)
永 沢 祥 子 東 大(海 洋 研)
3.南 極 海 にお け る各 種 生物 の炭素 ・窒 素 同 位体 組 成
一 食物 連 鎖 の解 析 に関 連 して 一(16:30～16:50)
和 田 英 太 郎 三菱 生 命 研
蒲 谷 裕 子 〃
寺 崎 誠 東 大(海 洋 研)
根 本 敬 久 〃
4.南 極 海 に お け る沈 降 粒 子 有機物 の 化 学 的 特 徴 とそ の起 源
(16:50～17:10)
松 枝 秀 和 名大(水 圏)
半 田 暢 彦 〃




V有 機 粒 状物 とそ の鉛 直 輸 送(10:00～10:40)
座 長 西 沢 敏 東 北 大(農)
田 上 英 一 郎 神 戸 大(自 然 科 学)
5.セ ジ メ ン ト トラ ッ プ実 験 か らみ た 南極 海 で の生 物 生 産 性 と物 質
除 去(10:00～10:20)
原 田:晃 北 大(水 産)
乗 木 新 一 郎 〃
角 皆 静 男 ・
6.南 極 海 に お け る有 機物 の 鉛 直 輸送 の特 徴(10:20～10:40)
半 田 暢 彦 名大(水 圏)
松 枝 秀 和 〃
M底 生 生 物(10:40～11:40)
座 長 沖 山 宗 雄 東大(海 洋研)
大 田 秀 〃
1.第25次 観 測 隊 に よ って ビー ム トロール で採 集 され た 底棲 軟 体
動物について(予 報)
奥 谷 喬 司
2.ブ ライ ド湾で採集 された魚類
岩 見 哲 夫




筑 波 大(生 物 科 学)
極 地 研
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賀 信 夫 東大(海 洋 研)
藤 博 雄 東 水 大
1.南 極 海 に お け る低 栄 養 細 菌 の生 態 に関 す る研 究
一 南極 海 に偏 性 低 栄 養 細 菌 は存 在 す るか?一
(11:40～12:00)
江 口 充 京 大(農)
















4南 極海の細菌に よるオキア ミのキチ ンの分解
深 見 公 雄
清 水 潮
(13:40～14:00)
東 大(海 洋 研)
〃
WW　 微 量 元 素 の 蓄 積(14:00～15:50)
座 長 森 田 昌 敏 公 害 研
星 合 孝 男 極 地 研
1.　 Euphausia　 Superba中 の 微 量 元 素 と放 射 性 核 種 濃 度
(14:00～14:20)
上 田 泰 司 放 医 研 ・海 洋(那 珂 湊)
石 井 紀 明 〃
鈴 木 譲 〃
中 原 元 和 〃
中 村 良 一"
小 牧 勇 蔵 水 産 庁(遠 洋 水 研)
　 2.　 Distribution　 and　 Transfer　 of　Organochlorines　 in　 Adelie
　　　　 Penguins　 (Pygoscelis　 adeliae)in　 a　 Breeding　 Season.
(14:20～14:40)
A.　N.　Subramanian　 　 愛 媛 大(農)
田 辺 信 介 〃
日 高 秀 夫 〃
立 川 涼 ・
3.太 平洋南北亜寒帯域に生息す る海鳥類による有機塩素化合物 の
濃縮特性
田 辺 信 介
田 中 博 之






立 川 涼 愛 媛 大(農)
岡 奈理 子 山 階 鳥 研
4,南 極 ア デ リーペ ンギ ンの 重 金属 蓄積 とそ の繁 殖 過程 に お け る蓄
積 変 動(15:00～15:20)
立 川 涼 愛 媛 大(農)
本 田 克 久 〃
山 本 義 志 〃
日 高 秀 夫 〃
休 憩(15:20～15:50)
lXI　海 鳥 ・海 獣 類 と生 態 系 モデ ル(15:50～17:10)
座 長 大 隅 清 治 水産 庁(遠 洋 水研)
中 村 一 恵 神 奈 川 県 立 博物 館
1.南 極 海 イ ン ド洋 海 域 にお け る1983～1984年 夏季 の海 鳥分 布
(15:50～16:10)
内 藤 靖 彦 極 地 研
大 山 佳 邦 〃
小 牧 勇 蔵 水 産 庁(遠 洋 水研)
2.南 極 海 域 に お け る ミン クク ジ ラの 生物 学 的 パ ラメ タの経 年 変 動
か らみ た ヒゲ ク ジ ラ類 の種 間 関 係(16:10～16:30)
加 藤 秀 弘 鯨 研
3.1983年 に昭 和基 地 付 近 で 観 察 され た アデ リーペ ンギ ンの
個 体数(16:30～16:50)
神 田 啓 史 極地 研
佐 藤 博 雄 東 水 大
渡 辺 研 太 郎 極 地 研
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4,生 態 系 モ デ ル の設 計 に 関す る考 察(16:50～17:10)
嶋 津 靖 彦 水産 庁(遠 洋 水研)
一 井 太 郎 〃
閉 会 挨 拶 内 藤 靖 彦 極地研
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展 示 発 表
1.南 大洋 ・75°E線 沿いにおける海洋構造の特徴
永 延 幹 男 東大(海 洋研)
2.HAMPTON(1983)に対 照 して の環 境 指数Q200に よ るオ キ ア ミ
資 源 量 見積 り案
永 延 幹 男 東 大(海 洋研)
3.南 極 海 ・65°E-75°Eに お け るPACK　 ICE融 氷 期 の 表 層 海 況 ・
E.　Superba分 布 の変 化
永 延 幹 男
小 牧 勇 蔵
東大(海 洋研)
水産庁(遠 洋水研)
4.南 大洋の亜熱帯収束域 ・オース トラリア亜南極前線域 ・南極収束
域における表面水温の連続変化
永 延 幹 男




福 地 光 男 極地研
谷 村 篤 〃
大 塚 英 明 〃
6.南 極 海 表 面 水 の栄 養 塩 分 布
















1983/1984年 夏 期 オ ー ス トラ リア 南方 南 大洋収 束 域 に お け る植
物 プ ラ ンク トン群集
古 谷 研 東大(海 洋研)
蓮 本 浩 志 〃
中 井 俊 介 〃
根 本 敬 久 〃
「しらせ 」 航 跡(1983-84)に 沿 っ た表 層 クPロ フィ ル 量 の分 布
谷 口 旭 東 北 大(農)
浜 田 悦 之 東 水 大
内 藤 靖 彦 極 地 研
1984年1月 に観 察 された 北 の 浦一 定 点 に お ける微 細 プ ラ ンク トン
群 集 の経 時変 化
谷 口 旭 東 北 大(曲辰)
岩 波 佳 祐 海 上 保 安 庁(水 路 部)
ニ ツ町 悟 〃
浜 田 悦 之 東 水大
内 藤 靖 彦 極地 研
海 氷 中部 に見 られ た 中心 目珪 藻 を主 体 と したIce　 Algae群 集
渡 辺 研 太 郎 極 地 研
1982年 冬期 の 昭和 基 地 にお け るice　 algaeの 増 加
星 合 孝 男 極 地 研
Preliminary　 observations　 on　 the　development　 of　the
larvae　 of　Euphausia　 crystallorophias　 Holt　 and　 Tattersall
in　the　laboratory
　　 　 　 　 　 　 T.Ikeda　 Antarctic　 Division,　 Department
　　　　　　　　　　　　　　　　　 of　Science　 and　 Technology,
　　　　　　　　　　　　　　　　 Australia
－15一
13.　 Euphausiid　 larvae　 collected　 from　 the　 Prydz　 Bay　 region
　　　during　 the　 Nella　 Dan　 cruise(SIBEX-1)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 G.W.Hosie　 AntarcticDivision,Department
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　 Science　 and　 Technology,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Australia
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・ご漏 →(セ採 り,ミ リポ㌧アフ メ}レクーで'汐産1
・鍬 統 ・乾 燥之せz為 帰づた.屋内てi寸珪1面
癩 ヒ初 ム し,ALLつ ご擁 し縫 ・吃手職 午
で国史 ・計 数⊥セ.
8Tじ1λ北 で時壷辮 嫉 、で)綺徽 づけウ礼,△ 殉,1白 頭丸k壮 言3-4の紘 跡
霊 鑓 露盤L6罐 慧 蕊 ㌫ 勲'_と 辺,吐 廊 甑1輌 鵬 減 ≧b靖
Sl/・mu・9ir・Wheha?a!cAnt'Sy・nnn・・>!lA・ra齋6彊 弩纈 躇 戯
の鶴 絵 解
q下1021ち0。E断 面の緬 。k温 と翻 二臨k↓ 火南でr姥 細 ろ,8Ptじ 分也 の繍 栃 は,
麦三鷹.上 列 の 円ぱ姦シ弓,|くやの30～90Ml二 極 メ(∠ちノづ躍 めめ 九,'00肌 以」緊ゼ













































&TC-8AF〃 ワ殻 フ瀦集 でld,輸 蘇 、老
わ巧ン〕'ヒ窮 し宿厚 り,誓,丑 α々yL嚇 力ろ
毒 ろ での 慮度」意,ST(拗 直 し比 六ノ∫7奪ウ:A/Pt
5ろ 万,亜 癬!}友 ↓ ウ吋メ⊂乏、1,
ア戸bん南 で ぱ ω 伽 ∠itAor/)ん だ4∫ 吋盈
滅 し,Z三 伽/iegLし ノ1＼見り,↓L7」・)こ しぴ 名
、}.し.ち＼し・ノ万g.∠7ヒ.糸t≠ 二2,ミク¥コン∀日夕}＼
の大 うう 七赤 ・ろsLZt(!eDtZ-s　mannbpZanBfon
の直 会ノデ始碗 勺・ごろ う.ごtiフ ・グ1し//プ 吋翻
で'1了う 、奪じ巨〕セ 右 づダ,1DOん12ζrm源'乞 遂 広 〆フ
M!こ_セ示 し,δ そ.∠1〃フ/00m/う 乙rl寸2Z)0!6)o(ク
准〕・体/2,以Lピ 産,6ろ.〔 二の グ'1レ/プ ばA〃 ∫.
〃/{効 ∠/go9)kン まりALe吐 乙anma乙,&)o－
丁みイ2亡o.と,乙ノ990)ヒ ま り6{乙μ6!/〕 ムコgl3`x-,
s!∠VE7.eta1.(/99D)1i寸りLJ)edaeZ　 8ea




毛の 協動)勝 えうノずら,糊4塵 者 としてhN▽
た}ワの鹸 也 占めろ 二L腸 裡 二≧、」・し,盛 海
鼠 の4二甕、赤 塚 診畿づろ上て呈協 約う2Lろ べ老
寿のであろク.





南極 海 におけ3ノ小形 お雄'微 ・トフ゜ランクトンの分 類 ヒ分布 。
原 、戌 光)ノ田」:英一郎,高橋 永)台(ネ輕大 自㈱ 学)ノ残'本 三千宏佳(広島大,働 蟻),'、教 勇歳 渡洋柵1
㌶;ζ㌫駕論議警鷲品品驚1
層のオ和 ♪く、 昔F南 部ほと'よ')少くな3傾
向ク、見 られF(A)。 動物 プラ ンク トンの細胞r、,
体積 はノ表 面よ1)5pn,4層の方が多 く,表 面の
細胞体覇 ぱ,働 プラン外 ンの紬 と、逆
綱 の増戦 時 ⑧.物 存め 、総 細胞体
積 ド占め3動 物 プランク トンめ割合 はノ表面
よ')5bWt層 桝高くノま1E表 面め億 はノ植 物プ
ラン 外 ン糊 包体痴 遜 調 酢 あ・軒 ご)。
　 Table　 l
　 Total　 number　 of　 micro-　 and　 nano-・plankton　taxaむ
　 along　 the　 transect　 of　 75　 E・
　 　 PHYTOPLANKTON
　　 　 　Bacillariophyceae　:　17　 genera,　 38　 taxa
　　 　 　Dinophyceae　 3　 9　genera,　 15　 taxa
　 　 　 Chrysophyceae　 :　 3genera,　 3taxa
　 　　 　Prymnesiophyceae　 :　 4genera,　 4taxa
　　 ZOOPLANKTON
　 　 　 Choanoflagellida　 :　 6　genera,　 7　 taxa
　 　　 　Arnoebida
鋳ひ}〈域以叱 の 南稜 海 の,小 形 お δぴ'微小 フ゜
ラン ク トンの,分ftl・iびPt布 に関t3光 学
並/メ"に電子顕微 鏡 学的 鰍 につ い1報 告寸30
吉瑞件は,海 鷹 丸 及び 南洋 丸 のBIOMAS∫-S'匪X
航海 によ って得 られ た 。75"Eに 三省っ荘,46ps
-62'1Sの8Stnsの
ノ0・ ξb/h{層の'6書式粁 ヒ,
69°S-62°Sの η蜘SのO・ ・deの7試"lt:つ い
一(撰 寸{#
=。 試 着千ぱ:條杉 後 直ちに⊇束綿 保存{
た 。融 解 後 面・引二固定 し,遠 ぺ」分・離 法 によ り
三農縮{仁 。電子 顕 然 ゆ 金蔵 」法に よフTt。
各分類 群の纏 穎 敏 を,表1に 示 す 。 プ りA
ネ シ才 藻綱 で は,南 フ陸海 よりは じめて,円 石
藻(3属3種)を 鼠分 け三。6属7種 のネ禁鞭
毛 虫類 のうち,4属5種:が'南 極噺 産 一じあっ
仁 俵2)。 特F,南 本ら海 にお け3、 骨 報 の
種 あ存在 芝明 らか に{た 。ま1三本 綱 の形態 学
的特徴 と じ(,流 氷域 以 南で は,報 前 端 仁疎
き持 つ種 が'多く 見盆さ小1い3め ドi≒「{,以
づしτ は,棘9NT三 布 い鍾 の割合 クv高t、った 。
環 境uw/負e..と め対 応が示 噴 され3。
〉欠に細 君包体蹟8り み?4ト 布 の特徴 を,図'
1二示 一す。オ直物 フ'う)・ク トンー1一ば主翼藻菱毛ノ動彩ク
"「dbl
e　2





A A O　 F→
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① 一イ → しAo で
甲{^ E^ A ^Hc コ
.→ ① 一 ・H 賦1H 可rつ ・・ 喝 山
OL 〇二 o　oo ooo　 σ】← 9}
℃ で 工 口} の ひ の ひ'
<c 1雨 H 一 ・◎" o
電 3エ: Fイ^ H^・ c
〇一 o司 o工 Φ』o電 o
Lq日 Nぶ でo 1コo頃t・ 切
LO o雨 で コ ℃ づo碍 ω
oo コ← o:コ o唄 い= L











antennlgera o O O
Calliacanthanatans o O
C. multispina o o O
C. simplex o o
Diaphanoeca　 pedice1.13ta o O
D. multiannulata O o o
Crinolinaisefiordensis o
C. aperta o o o o
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南極海ラ}く編く城 お手び ク・ツわレスベ ンクタ或1ミおけ・るフ・ランクトン言周査
谷 口 旭 ・岩 波 イ毛布 ・ニツ町 ・惰'・ 蕨 旧 り丸之/・内 藤 靖'カ
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70
3◎554045°E
図 工.観 、測 亘・の位 置.Sts,67～ ワ1がフk縁 戯
ワ3ワ佃 麟 氷 峨(クk縁 飢 の対 麗 の働)
94へ97'が'7'ン ラ←ノし/ス、ノ＼'ンフ協ミ1くネ目当'す乙).
働11A.海 氷縁 戚 のオ(温鉛直断面
11





図 皿A-c.7・ ソネル スベ ソク域 の ㈹ フk温,(β)燐 酸 塩 お よび クロ ロ74ル の沿 直 断面.・K
源 スケール 時200mで 史 更に な フて、、る.手 六花 下の音P分拝 バ'ン7き 示 レてい る,
12
南極海 におけ ゐ植物 プ ランクトン、群集のサイス分布構 造の鞭 に ついて
・ 高 橋 正 征○小 崎
(筑 波 た 駒 組 掌)(筑 ラ皮人 ・生物 科!字)
(目 的 〕
海1牲 態 糸に お・、て、 こ鳩 で'し㌻ 雄 産
着 に関 ずろ研 ・究が 乏まで'ε|な方向 か らな つμ
て き た,タ ト」4一でしご./♪ 欠、生ノ豊ノ脅 としてし」植 牛勿
フ゜ ラン クトンカ＼きを白9レて最 も三菱[要て"ある こヒ々x"
指 摘 でレぽ い ゐ.本 研 究で ぼ 南・極海 丘対 象
と し、を こでの植 物 プ ラン クトン群,集 の横 薙
工 の特徴 を、 フ口 口7イ ル を 指標 に し㌧ 駕ll
幸うムに よ ノ(植 穿勿プ ラン ク トン をナ＼{さ8りtで
区分Lて 解 孝行を_言訳老ナ/て。
(方 幻
1観測 ば/483年 ρ月ユユ日 がら/984#3S/4日
レ・びり て.束 叙/歓 学 囑 鷹 丸.の 碗 轍
海 時 に行 な 。 た.調GtenANし 姻1t2fi-・V」 う
に ノ評 洋 南 シ プ海 イ ン ド洋 南 大 潮 ミ
わ1'cリ.t5"2の 測 点 で 採 ・K及 が そ の他 の観 測
を行/:∫ノ た 。
オ直物7ラ ン ク ト ン の現 、(y;9z-一し9,クor⊃7/,ル(エ
で魁 引 に 植 物 フ・ラ ン ク ト ン群 集 の構 造 」、
榔 勿プ ラ ン外 ン のkさ の違 ・・t・・tSciLて
分 け る こ ヒ を目指L、 炉 別 法 を採 用{た,用
い た 予価Q、 　n8CO3被 覆 の い/加†ln`V・t　GF/C　 ,
/ノaWt　,　3　/x　'tvk　の 又 ク レポ アラ戸紙,20ノ ・wN,
/o。/ひ 　へ の っ ラ゜ ン ク ト ン キ ッ トt也・て あ ろ 。
〔結 果 フ
調 査 海 域 しよ 図!に 示 す よ うに.熟 苗 亜
無 精 亜南極 蒋 囑 の4つ の激 成 し扮 布[て
い ろ.
表 面 米 中 でo)ク 口口乃 ル従量 ぽ 、o・D38/k81-t
(ノ～＼乎J羊 ξ煕昂)か ら2、.B3/Pt、 ヲ㌧4-1(南 シナメ勇一)
の範 凶(立 動 し九 谷海 域 こ叱 の 表通 上 中で
の7fコ07Wレ 仇量 の分/Pの 」 うす をL表l　 t:示
す,案{痢 紅 血 値 す る 南 シプ 海 で イ重め て高 ・・
イ直 が潅見落 さシ(て1つ リ 、気イ夷格 別 の解 析 てtJ/e
・山 口 征 矢、 ・ 有 賀 柘 勝 一
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図1,舟 デL路 及・ひご芸周査r海 手駅














4巴の海 ∫戎 ヒに べ て/%の 有 意」差 で 異な る こと
が明 らか ヒ/」っ
昂,南 極 海域 ヒ、正熱 帯.亜 南極 海 域 の ユっ
n.,　 Nvmber　 of　 ■empl■ ■　:　 SO.,　 Stend●rd　 d■vl●tion
の熱練 成U捌 働 ・権 ナU・.南 シ博{1ゴ ぼ 卸 調 て穂 麦 ・昭 ら賄 ガ ・た・
植 物 プランクトン群 集は 、各孔後 の炉紙 工一
た.そ の 他 の 輔 域 で`ゴ.熱c・ 捕#.でKkクQ・7・ ル 瞳 を も ヒ`・Lて5
つ ↓ctナ イ スこ正≡≡二分 を した 。(o・2～//4λ ρめへ1
の ク 、レ フ・、冷 が 八 両 物 間 し,/%で 硫1-3、 ・A・L,3・v・ ・ハ.2・ ～/t7・1>/t.atYYt./・・/・Pt〈)
差 か 認 あ ら 八 た 。 ユ つaグ ル ー フ゜aそ れ ぞ 放 す ぺ て の 海 風 で す へ て の 分 画 か ら クo　 o　7fノ レ
13
が49Vta・芝・if'〈たが'三 身少弐 に よりい くっ カ＼の特 徴
的 な相 異 が観 察 され た(図2)。
0.2-v/.・Uwtの 分 画 て は.南 極 海 が α003ノ 管〃
で嘉 しく低 ぐ っ つ い て 亜南 極 海 が ・.・ユ脚 炮 ・・
鎮 蝉 請 鳴 で しa4h・ 〈そva・.・5εa・9・ ノ3必
で あ,た 。校 是 の 結 果、,南 極 亜 南 極 昧 外 ぽ、
そ れ ぞれ隣接 し∫で海 域 間 で 有 落 差 が認 められ
た 。1～3メ ルwtの 分画 ズ は 、i南極,亜 南極
正 長冬串,委 棊局 で そ ・八 それ0,029,0、049,0、094
0、。ろ6と な り 、 いず 仏 の間 に も肩 息 差Lコ検 知
豊 頃 か 仁3-・ ・パ 総 画で しコ.南 力・1
らtkへ 祉 時 爪 ・・122,0、/34,0.B!,・.・S8
乃 史 曲 り禧 婦 ヒそ のイ伽 遊 戯 間 で のけ
有 起 差 が みら れ た 。20・v/avノ 鍬 及 び/。0ノ械く
の 両 分適 て しa.い ず れ もO.04/S・2サ 火玉 ⑦低
濃 度 で 、石 亀 差 し」検 知 で1μ な ガ 。た 。
各 之の サ イ ズ 分 画 が 全 ・体 の癖 中 に 占 あ ろ
割 合 乞示 した も の が 図3で あ ろ,熱 帯 ヒ亜熱
帯 嚇 こでt9.。.・ ～!,!・v3,ろ ～2。,a・ 一一/o-D,
/・一・/e・Wt〈 の 各 マの相 対 に が.43.9-32、3"/・,
23.9-23.3%,2!t,0-28㌧ 乎゜/o,637-9・78%,
3、47-6、69・/。 で一 ・ずWtの 分 画 で も両 海 域 で
しCP、有}絶 美とが言、忍(f)らfrktx　b、フ7て.も う 一つ特$B
す ぺ き、ξ、ぼ 濃 度 で し曙 い ・ヰ目窪 を斤へ 「こ南
三,ナ海 は 、相 対 組 成/て ぽ 熱 帯 海 域 とほ とん ピ
同 一 て あ,仁 尽 で あ ろ.亜 南 極 海tゴ 小 さ ・・
∠分画 か らそシ(そ"才UtB・9,19・9,5-1・6,ア 、65,S●2/%
ヒな ソ、0.2～/./A・・L,3・vユ。ノメ杁 の分重 て の み 、
亜熱 学 海 域 ヒ肩 亀 差 を示 した.南 ・睡ラ傷口、小
さ い 分画 か ら/.4う,ノ3.4,5ま タ,/98,//タ 。/・
とな ソ 、　Olユ ～/ノ ーNの 分画 で の み 亜 南極 海
と宿 患 差 も 示Lた 。
微 的 に指摘 で さ る こ ヒは,//μ 帆 以 下の
超 午襲・1・ヰ食牛勿フ。ラ ン ク ト ン のヰ目貢すじしカv亜 南極
南 極.＼ ヒ急 三紋1:」織'レ し、反～オ甘し:3・～ユo/tA'r・Nの
分 画o)相 対 比 が 増加 す る 蔦,そ の他0)分 画 で
は 、 こ似 だ け広 範 囲 な海 域 間 で 府 葱 差 が み ら
をtな カ＼った点、で あ ろ 。
South　 Chlna







■ 圏 □ 函
0.2～1,1～3,3～20,20～100,>100(μm)




線゜ 坂 信 仁 ・ 線 本 敬 久
(東 大 海 洋 研)
レ目的 ぐ 植 物7・ランクトンのサAズ 組 成ぱ 同海域 で全ク口口フAiレ 量 が多 い場 合.躍
食棚 重鎖 におげる餌 料 としての曜 到及び環境 面分が20μ 碗以上に`鵠 〔に移 身ヨオることを示
変動 ヒ対 オる植 物 プランワ}一ンの生理 特性を －ai。
把 握 オる上 で重要である。近 年の研 究にAれ 亜南極畜 ♂ぱ,3画 分 ど七ll隠相関き示 し巳
ば,　NanOP|ank七 〇rし規落量 の地理的変動 ば が,　lj,w,・vJ)K千め、直線 の勾蕨1ぱ小之〈(図2),
il、さいのに対 しノMicrて)(　Ne℃)　plank七〇nZ・・醐 分が他 の面分よ リ地 理的変化 拭,1、也いこ
とま意味 誹る 。2bμw以 よ 仁あ、いzぱ,南 極ば大きく,全 植物 フ゜ランク トン規 イ3量は.
MTct・pl&nkt・nの 変動 ヒ大きく3KUtegnる 海よ リ全 ク・ロフィ}レ量 に対 昂る割合1訓 ・さ
こどが日月らカ＼とンな ってきたoい 。両海 域 と杉 ぢμm以上グ)2画 分ぱ嫌 が'ノ
本初 魔 では.画1鰍 法を用いて.オ ース 男凪以 下は{珪藻,鞭 毛藻,モ ナ ドが主要醐
トラリア南方南六翻 直物 プランク トン現務 群 であ っ乞 。
量 のう「イズ分布 にっいて調 査し,併 せて各サ 日本南方馬溜海 域で同様 の プロシト ち行 ば
イズ沈 鵬 願 力'ら同海域 磁 礎蛙 のサ うU(囲 う),全 ク・ロフ・1レ量のK小1ゴ,20
イズ尿落性 を朗 らかにオるJbを 目的 とした。　JLne・以上の西施)変 動 に最毛齢 しZい るニ
レ方法,醐 発ぱ,東大繍 舶嚥(aひ編 藥 聾 者難 露 盤 奢冒煕躍 讐
MASS-5旧EX縦})に:..k'リ1(招3年12月 大命ら19セ ン。
例 年1月 ヌkヒか けζ,オ ース トラリア南方牝)吃 の取 込速 度は,平 二内 方る と南極海,壷 南
鴛よリ65鴛 ヒ至る海域 じおlEzzasっ た。バ 極海 ども1ヲ・∨22Pt〃ruヒtP－クがあ リノ 走れ ぞ
ンドン及びニスキン鰯 で試 糖 得,動 れ全体量 のe,blogび4t,5・/。18tlfi,p,同 面分
にナイ ロンメ シシコ.ヒニよ リ翻 を行9い 、 の植 物 フ・ラン ク十ンが主要灯基礎擁 老 であ
5、脚 以下と20.,um以下の済疲{動享、これC?Lrkっ 修払いえる。〉ヒ合成指数形,両 海域 乙名 ぢ
糖 凱 どれo弘 励 方 ズ フ74バ ーフィ ー卿mで 翫 高力＼。叡 それ 馴4跳916
1レタ ーさ濯 し,ワ ロロフ ィルaを 螢光法b　 mg　C　/m9　(hl.a　/hr.)　。　全種 物 争ランクhン
よ リ測 呈 しro。一方.鋤 くをク句レタールア1レ の〉ヒ合 成指数 ぱ,歯 髄 よりわ亜南極 藩 で高
テ ヒ ド(19も ラ濃度)で[錠 しノ数 時局 内仁 ガ'フ乞 。
丁ちuji&'治nag「七a(1981)の が法 にンよリ処 理 し 南大洋 ヒお・ける植 物7・ランク トン働 直速度
た酬 をメ≧凍保存(-80t))後 ノ画像鰍 法 に の指標1としてノ炭 察の繊 度 どオ直物 フ1ラン
よ リ植 物フ。ランクトンの㈱ を求め炭素量に!フ トン炭素量のtl(△%)を とろ と,南 櫨2
換 算 レP-・ ヌSサ 欣 の1乞鵬 速 度競 場 は糊 して1,01Xl6z/hrノ 麟 髄2は391
k面 水泓 び光量 の条1牛侵 測Eしte。 幻 δ%ぼ あ リ、亜 南極 授 よ リ高t・聯 が
鼻 汚れ修 。軌 は温 度薦び縫 と相 関 してお・
b結 果1まび考察d表 面海Kで は,全 ク口口 り,ラk温 及び)ヒ量が南大洋の植物 フ ランクト
フ ィル量に対 オる各 サイヌド面分の ク口口フィ ンの生長 宏支配 オる要因と#っZい ると二者諄し
1レ勧 調 教 知 ット乙 海 域 ゴじに直線関係hれ る(Pt4,S)。
1二あ っ七二(図1,2)。
南極 発散線 以北 の轍 海 では,　5pmＬXXの
2西 分が全 クローロフィル量 と1慨相庚1髪示すが1
ち、岬以 下Z・は逆椙 関とζ〔り(図1),ニ ル廿さノ
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　　　　　　　TOTAL　 CHLOROPHYLL　 a　 (　pg/1　 )































　　　　　　 TOTAL　 CHLOROPHYLL　 a　 (}1g/1　 )






















図」う.黒瀬 流域 仁お ける全).chl.a1Eヒ対 才る塀 ズ遡dda量
図5.△()/cと 氷 温 の 関 係
1234(・io20)







南極収束綱 駅逓 綿 妹 細 ・お1怜 植物フ・ランクトンの
現 存 量 ヒ あ 合 成 冶 性
山 本 臨 沢
(ネ1七 大 ・豊)
Iti;9〈 の辮 フ ロ ン トマし',S植U%)フ゜う ンク ト 用 はT'3t}O、 つ τ二が"どA/久 ・ は フnン ト'?
ン の嚇 量 競 い 戯 繍 馳 バ 高 跳 ・中 蜘 ・…!8搦 」 →櫨 焼 け 瞬 ・t:e
,}・・…5・V・ ・'(Y・Wt…t。 ・t・・O.178t,協 ・rわ 鯛 唾 越 劃 ユ繍 ・τ 胴 拘 ・フ1)ン
.cxac.,99'),南 キ球 あ 必 洋 フ リ ン トじ1萄 す ト中 央 静 でcA(久 量 り最 高値(o・307Me・1つ
る鮭 鱒 ヒ ん 濾 ・・.ε/一 秒 ・a…d　 W・b・r　Ese6Sし 、 糠 蝦 も!・669A2e・ ノ」・A"とh
(/ア8・)は ス ・ シ ア 函 南 櫛 轡f・ お い て ・b・t・・ しか し,　 A…　'nd!Ati・・　n・MSer・ 地1・
お 史恵 の梓 拘 フ。う ン フ ト ン見 存 環11ぴ 高 ・、光 フ12ン トヰ 央 紳 τや や@く な る傾 向E示 し 「二・
舗;舌 艇 測 定 ・f、功t¥&XレZ・ う がン 麟 温蜘 嫡 鱗 解 脱,リ ン敵 の三鯵 ・ お
;Q・.b断 欄 ・順 報 τ・・カ・t}4、 ラ鰍 の椀 ・・てC〃 ・・貯 統 麟 イ麹 酬 い 詮 く通
い う て砿 フDγ ト1功 威 迫 毛 ち7儲 酬 のパ7ー ン 、 っ 剖 ミ ラー イメ ー ジ'し しマあ
、‡今・のt}う な2叫 ～zい τハ ・。本 報 告,3南 キ4わQし τ二.
球 じお"代 表 的 嫡 ラ手7ロ ン ト τ あ 捕)}'z[DFコ の 亜 熱 帯 輯 録1・ お い1ば ・(乳!へ
枷 味 細 び 蟻 劃 味 解 馴 しτ・齢 ・・13嫌 秘 狭い 棘 の 妾 酬 輪 峻 別 ・tか
植 物 フ・う ンク ト ・の 麟 量 磁 餓 拗1が ビ 。tz.7eじ 南榊 新 繰 れ 鯛 の亜 轡 取
の様 峙 イbわ のか ち 徽 椰1調 楠 τ1サンプ 軒 わ 綱 悔 躬 ト 麟 しら,フ1)・ ・ 岬 央ep
リンク・す るエヒに よっ て明 らか に しようヒす τの レム/久ソ ん倉 式 量 の ビ ーフは存在 し匂 か
5V。,で あ る.,t・.し か し,)の 測 線 γは興 味あ み現 曾・・
渤 μ 約5畔 卿 ・ら連続 鰍 ・汲 み上ザ,い,硝 碗 ・鋤 簾,リ ン醸,ケ 価 短 ぴ'
Sノ,剖 叶 レ 汐 γ フ{・噸t・ 識 神 砿/・ ・碑 鯛 すr・r・位 枷 ・同 調 い ・・τ・・
き,7mン 日 柄,て ユ・ケン7・1し峙r・.　 L・ALめ"・(・,フ 。 γ ト端 切 祀 酬 ・躬
、幅 の試,k1鳩 分、　eeコE・G.K,4/・ftU・ ・ 抽 櫛 γ ラ γ7i・ ・ 噂 布屋,妹 成越,
総 鵡 働 測 定 廉 しt・.ま た,一 ↓韓 フ禧 の他 の魂 醜1鵡 碑 重力の・ぐター ン競 い
,レ刈 ン嘲 え し硝 醜 しり、 柚 ∂乃 シ リ齢 があ ソ,継 鼎 螂 鉢 つつ語 種 組
7ト.噸 の回 読 碕 艇1了 ・ た・剛 畔 成 禧 イtts　t-　vte　 (・よ 憎 い 鰍 録 偵
め氷晶1ま船 上の 館 乙き嚇 計 じ訳繍 寸 車 馬 こ 崎 ㍗あ う う.
水9の ～重饒 漉じ則t才南tsq?車 券Ptz・'!1司(s6'3ρ,!'
』,/Sz)・'o,4'E・ ～S6°08,7冨,!49°sg、3/E、),〈 うい君ヌ・南£♪
亜熱 帯単 味絆r21Dぐ46°sg・6'!S'!Sb'00・4/YO」,.ata。 も/「Ct"`(1?8けM`'じ κ・plah.hfOh
ε ～ 与6°20,0'$,!4ア ゜48.2'E/$び'43°
zい's,ili・F'S;tt-,1'E～q3°Ol・R'rs,叫 ゜
s2.'・ 自 行 わ れf・.サ ン プ リ ン フハ1調 う・楠
禅 取 泳 絡1更 ぴ'才z回Nの 亜 春冬帯 付2辛 享客z－ 締/
マ カ レ、)i'い 鍼 の 亜 愈 剃 尋 特1・ 幻Zマ イ
'レ て・'あ っ τ:.
南 極 中 衆 線 に お い て は 水 温 ・癌 分 の 受 化(
3、6.し →7、{ド じ ノ33、7S-'"!a.→39,16%o)'ヒ
しbに ノ 硝 破 垣 ・ ケ イ 館 塩 譲 唐`・ 顧 系tJ曳 イb
(嚇 簸z9・/→2・ ・8アa・ ・c・t・1一㌧ ア イ 酔 益
!7・6→710/AS-at・1-')カN"舞彫迫りさkし 「二・ こ の
測 線 で は 荒 天 め 仁 め ア イ ソ}一 プ ピ ℃)の イま
OlistV,'b"hbn　 aオ4M　 e(z!a.hノしilro・vrんrMρ 〆
{Vt　Whぷ 酬h・ 　 pmtWs　 4　 m・rt{e・ ・†
JTaクAn・ 　　βμ〃・rl4hktOh・ ∫・ 。1諏 戸h
28ノ'"一!ユo.
Yoder,　 」、　!A,　 .a7raノ 、(1?8')Rote46q!♂
5tr…ne・ …Pt・・Q
.£dal・s1:・fb・ ・…6晦 お －
P!飢 左軸P久f・Kes　 Oltプ ん クんfe・"ぶDれ 就 －
u・f・kh　 8ん/ヂ ・ ム煽 〃・!・Oau7h26・
ltoき －i`lo.
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脚 瓢 司吻 姻 〈秤 町 纐 物フ'ランクト鴻 縫 眺 舳
シ多・卜隻Fつ い!z
旗 藤 庫 雄 ・ 痩 砂 研 ナ＼ 即 ・ 高 欄 水 痘
(東 永 大)(仲 働 矛η)(神 戸 大 ・理)
の ば じbe)　t:　　　　　　　 　　　　　　　 餅 の ・k鍛 鋼,一 ・/'/タ～一み89勧 範 副で あ
B工OMAsSプ ロ グ ラム の一礪 と して・ フ声v")1983年 の永場 砲 一〇・94～-z・/〆乙の
辮 域1二香¢γる調庫 ボ/98K年(　 (rARE範 囲ず あ り・ と ぐに前 年f・ioagM5・}N-」b'・
K3)わ ・∫昭和 墓 地 閤旭 ド むいつ 実施 要れてt2過 冷 却 力 ・kの存 在 ザ7月 下 旬 の義膚 付 迦 マ
レ・5・19?34(,ＴAR1≡Z4)でi9,前年度 菖も胡5麻 た。 その週メi>XJbe7kの 修狂1才亀 分ザ
碗 承 継 調査 縦 隔 しっフ,と 〈に・t'1>ft弗 峰 則?Wt,醜1・ 翻 娩 層 ず認 めSWtF:・
妻鷺鷲羅;妄孟1儒轟㌶総謹蕊騙 オ黒謬 禦讐巖1響ゆ
駒 下賄 プ纐 駒 ランク トン継 々 馳(ク 師 ブイ,L-Ag,1,71i-eiP的競U－ 般 的
含繁誉膿 壕馨嬰聯 ので本1㌔㍗ア9霧?冒高1灘 鷺鯖 雲
驕 綴1綴 蓋1鯨 確訓 点醜 綴麟ケ1識綴 認1
のクち一9934・ 周 」観蝋 をs掠.ユ.s七Wh.　ez'㌧ …1一 婦 嗜 み ・の釦 靹"か た・そ
㍊ 弩5の3鰍 ラて観嫡 きつしそ蠕 蠕 群 ㍍1篇 穀薯
遥Lでtさア しs栖1/as3AJ・tlr違ノ1たo.いP'}も ザ"
6,酪3・ 靹 畔 旬 の7ロ ロ カ レa確 勘 タ
・。w・ 含積 算 値 い生顔lf三 場ふ,igB4・i4i-1肩 中旬
⑦積 算1直の 秀tfY6v'フ1佐 。'4Uttgl?83轍
.剛.れo肩 ル朗)t199乙 牟紬 の 日照 時間 の差違
1・起 晒す3と 房 乏5也3・ 一ゐ,鰯 永手
av{]5as7'ラ 〉'7Fン 規 饅1綱 蜘}纐 の
配 襯 緬|直(E・r'～ 桝 εrzff・t973)と 献 燗 畔
㈱ 頑 鯛 ・爆 鳴 輸,繍 粥 鰺,フ ・ 釦 調 査 印 画 細 鱗)確 な('9`9ソ 綱
ロフィ1レa柑 蜴 合 輌 測 敏13c鉱1・ 賎)様 嶋 ・・二と潮,た 。
であ り'eln4x4ケc姻 の ツイ ンネ ・ント(冒 〔舩 緋 蜘 巧 い－z7軸 醜 の翻1・下
冷・2Sノひ ヒ/ooノ 人)t:よ リ植 物 プラ ン クトン の繊 知プ ラ>7ト ン の♪し会商 塗'}11:っ い マば
の楳 本 麻 劇 御 釧 網1刹983射B・ ・,・tい964)・ ・".7クマ ー ド入ラェィ翔 観
月下旬 わ'ら19BA・-Ell弓't・lx旬3z"ag1ケ 月 報 告tて いii3イヂ,そ の他(ハ剃 定例i9少 脅い ・
間 隔 ゼ裏施 した・ 微 々1才ホ・毛にst・n・1t:z5・ いて,麟1と 鈴 飯
(3)結 果 あ・♂暢 孫 弟1}雛 菊庭tた.と く1:tO肩 ガ5周kで の
1守 宮3ヰ の糊(R可 ～5肩)にst・rt・5　 捺 辮 梅 ・っ ぼ,岡 下旬1・・♂a鞠%4
SINfレば開 ・k面ず静 粛 さぷ1お ツ・鶴 翼屹 衆知 か であ)密 毛 のば 帽 中旬1二'引 ・6噌%・ γ絆
す5ゴ 研 碗 で'あ.右 ・ 一 力,　sq・ig鳴 畑 靹 耗 その齢 商 の酬 笠ヒ ・て,
t・オ ンカ レ島 周i&の 海 参1・ザ岬 ・Apuメt・Skす3状　gec何 也 の温 度z"fiXの 兆bPtrk,性 をも ち,
詣1濯鴛:騙 購雑 贈 鐙 鴛芸孟篇 難 識 語 書大の光
甑仁.
(ホ 魂 あ・」ゼ鹸 コ19Bz年 仁あプ3
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オーズトラリア南力の南極海Kお ける夏{の基礎生産力
山゜ 口 征 矢 ・ 小 崎 茂 ・ 石 畳 祐 勝
(埼 玉大 ・教 養)(筑 波大 生物科学)(東 水大 ・増 殖)
1.緒 言3.結 果 と考察
南極勘 基礎 蛙 力Kつ いては1%0年 代 生産層 内のpnu76)レ 嫌 度 は0054～
末から縦 ヵ桁 なわれ τ かな りのデータが ・・992Pts/2,0-200mの 積 算灘 」ま ぽ68
集積 されてき尺が 現 時点 でばまだまだ解明 ～6ワ.9ワm8痂2で あ り.150°E線 よ りll6°E
されなければな らな い多くの課題 が残 されて 線及び61㌃651S,1昭 二i22°E間 のヴリッド観
レ1る.1賭 らは.海 鷹丸によるBIOMASS-　 1則域 の方 が高搬 でめ った。
SlBEX、 航5捌 く際 し 植物 プランク トンの光 植物 フ'ラン トンの光合 成特 産 生産量
合成 特性(特K氷 ラ量ヒの関係)の 」興1是,お よ 光比 誠 曲線 の測定結果 ばIOOo/o光 下 ては
び現場≡去による生産 量 の測定 き行 なレ、,若干 軽い強光1且害ヵミ見 られ 、相 対貝邑度60・/,前後 て"
の知 見 を得たのて報 告 する。 最ス光合取茄性が潮 足 ざれK。 理場法 にお け
ても表ノ膏て独 走阻害幻R'き君め られ 斥。ヨ足場7k温
2,方 法 に追い湿 度条件 下で最 大光合繊 を求め 尺
植 物 プラ刀 トンの現窓量 の指 標 としての 繰 南働 螺 線 よ・月 防 の潮足,ee(stB)の 値
ク口口76」レ(λ量 および又」「7utiン量 は、命磁3.552囎(/囎Che/んに対 し 収 束線 以南
ゲラ]」〈.Z・37R'一一74JL9-'(海k{00m睦 魂 の南脇!:お レ1てt9・・887-1.446ng(掬(κ
/ん と値 い値 ごあ フた(表.リ.ラ 顕 蔓～光合滅し、90%ア セ トンd由 出イ麦 クーナーデサイ
ンのフー1レド蛍光光渡 計lO-OO5Rを 用し1て 曲線 を測足 しkと こう7.5～{0°Cに 最大光合
う則定 しk。 光合放 はB(ン 法 レくよ った。預|1定は 双三刷圭が認 め られ,現 場 の*茄 条件下 ごは低
デ ッキ上 に設 置 し1〈インキュベーヲーおよび 逼 により光合成 が限定 ざれZP昌 峯が明 らが
鑛 制御能主持 っ蛍光灯t光 源 とす る、眠射水 ヒな っ尺。戻アう南極 海に行いて光合波 を律 」皇
槽 の中で行 ない.2つ の測 点 で1晒 場う去歯 す}最 大 の」靹 ゆ 髄 であ る と9え うれ る。
用1て 行IJっT〈 。G'irikll!}Fi-」全 て命F/C73iL7-2測 点 にお レて現 場i法によ り彊1促しτく7κ面
お 施 して符 ろ・廟 議 榊 の,2C,t3Cの1梢 りの基礎 蛙 量 は.5.64,29.22mg.C
存在比 の測定ほ 日本分光,E×-130,i3Cア ナラ/ん であ り. 過去 の知 見 ヒ比較 すれ ば今'回の
イサLに よ・て行 な っ尺。 調 査水域 は生産力の食 しし、・k域であ るtgk
られ る。
St.　 Date　 Tr　 Sampljng　Ch1.a
　　　　　　　　　　　(m)　 depth(m)　 No.　 (pg/1)





















































(神 た・白翻1孕)(神 長 ・ 懸 子†学)
今 回報 告35っ は 、∫/ε βEXI・ マ閣 三羊t前 回 同様1-"vpの 調 査・気 で極 く・ケ是 見 タdy
丸 に ょ り採集 さ木 た試岸†り内,7ヂ ε緯,に て っ み だ け で あ った ・C,　 pattapaし に っ ・・て 乙
勝 胞 鴎 尻 の であ う,謀 判－td　.　ノ ル・㌧ 緬 の い`d憂 斑 ポ 印 本.q・"一 の
ク テv,ト(VXX/3)ぞ 、よ0州 三原aび/000P調 査 、ξ,で ケイ ソ ウが¥憂 五Lて りた.二 のタヨ由
ラ齢 か 麺 炬 で干縫 ぽ も ので,守 緯 後 か つ い ・ 、 ボ 顕 前 轍 弓 嘲 新 緑
;J'.,L-・.ソンで 敵 い 繊 保 創 たtの で あEl.・ 〈{ir.Lt(て タ 刷 調aＬLP(!v・4s・で唖6'靖
う掠 量 はラデ精 測 建 ・ 仁.試 料t・4-.L・π べ 咽 俘 ・てい る ・で'9か ・ム・ヒ7・'tS・iX-
/8,碑 π/s-・ 計33試 梛 ・弄い た.る ・両 調 認 ほ.乙 　 k・ford・r・ ζ・fi・・'・i--
d・."q,　 C　 2ek・sriの3種'び.今回 確 認 で
出現 、た肩 凝 涌 拳硬毛.藻 嵜、c¢ 鴎 で腕4績 ラみ ♂ つ疋.
Peridl刀7〃 ℃3漣,　 DIMephysis　 /穣,
Proroce.qtrtCη ∠種 で あ った.
イ分 串 の傾 向 て して は 、ゴ上す の 編.!λ ～
∫{n./8に 種 類数.!l到 併数 芙多 く出 チ更 し、
∫ム39上1哺 でtEF　.　椥4隔 〃・欝 … てa輪
で 頸 δ 璋 。た 自 、今 【ヨ ・調 査 の 最献 『
り調 査 ξ、七'あ う ∫お./94で!>ebid7n「軌3
種,Rr。 ・・c・・渉・姻1種,P7・ η 々/rlE!
ネ更バ 出三更」 た.
.,
司1戸退 り よ う}(∫{n、/9孕 の 北.り ∫tn./9i、
∫七η./タ 十 ぞ1!!有,殻 渦 鞭 毛 藻1ユ 鵬 認 でsか
つた.こ の 特 異 刀 有 布 の 一 露 国t(て 、 フK温
右"x,∫bm./9yノ ご`ナ ノ ゜(メf7後 あ ツ 、イ{しtaラk、ξ二つ
下 で あ ・ た い 、 う ごtが あ ザ5　 Ptる ム・＼ こ り
∫1島,/タ タ 」 一ビ.ご の よ う に{てitv迄 ノζ 亀デ た
のb＼ 博 ・}明 で あ}.又 、 ∫tn./9孫 で はB!酬
ダ 罷 生{てN^た¥い う こt－ で(あ56"㌧ イ起 り穫
・li7gく な ろ
ビ う の ・Ek.β あL毒 ・ 紅 紙
↓3'妥 涼3t匙 わ ト る.
c2r　 a.　tl　ann－ の ・秀(・klて つ い て述 ぐ3.
Cor4tiC`O.Vでlt、 　 乙!cWhvk,£`th'v2・v,乙 み8蟹
c.ノe>¢atranfl.,　 c.　 ,Pt.ivett`tha.バ 誼 誕 土 ト え.
こUNSの 種te.　 ilべ ・一て、 ゴしオ つSton.12_～
∫十n./8・r-6昂 じ 前 回 著 者 ボ 敦 苦k若 こt
セeCk-at〈1・ 、3.し ムー し 劔 ラ1し{よ 大更
少1な く.ヰ 寺K、C・ イgScLS,　 C・ 減 価 は.
ヤヨ
前 回 の 鞍遣 でt手,一 締 ・)言周 亙 、氣 でた 亙K・ 勧 生
し た り あ".今 回 は.ノ 喜『σ)調 査一、長 で極 く・ク量
見 ≦幅 陣 ぎみ ・・。c.efu.碗h・ 、て
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.東 フヤ ン ブ1レ 島 止 の 瀬 戸 産 原 生 生 物
o高 橋 永 治 ・ 渡 辺 研 太 郎 ・ 佐 藤 博 雄
(神戸大 ・狸 ・生)(オ 繊 砕 生m)(東7Kk)
798(3年1月 がウ1984一 年1月 まで 〇九 らのシス トは,現 生i重との関連が不
の昭縫 地`・おける越 冬観 測1こお しe1,翻 岬 極 りつ 繊 勧 捌 丈のシ スF・x.黄 金藻
魚3点 左室 κ上に設 置 し 海フKど林 中`・生 ソスト2・C-tEx扱 われ てし・k.最 近、ノ1鴫の
怠す る原 生生物群の種 組成 と消長1こついて調V群 のンストが、」極地域 で)己戯 れ.占 生物
査 比.駒{、 づ κ鋤 指醗 と胡 て崎.黄 鐘
これ註1・ 得 醐r・ 結 果の う ち、黄 金藻 では.シ 対 師 長戯 乞ド耐Zる.腕 しit6k
シス け よび現 生廟 ・つ ・,て 北 の1頼タ'・設 生殖1調 醐 姓 湯 豊川 相 乙・ヤれuる.
置 されtこ定点1の 結果 乞中～、tして報告 守る。 得 られRシ ス トとi見世、種.との関連 は ∫見
左封 ヲ不明 ぞある。"の)同 趣 の解決 日 極 地





賦 ネ明瞭 与ものが あ る。 シ ス ト表 面 は.乎 う骨 と拭a月 らわ'{こさ1れた。
力・、 六 扇網 目状 、イ ボ状 蠕 虫 状.刺 状構 造
で飾 られ る。 一 一一 一ー ー 一13種 .
シスト　 ll群 ダ円体シスト群
上輸 繍 巖,搬・巖認 榴
ラー は頓着 で厭い。 シス ト表面 は、 六角網 目
構 造鰯 く発達 守る.一 ー 一2種.
シスト 皿群 遊球体シ又ト群
径の第 謝 ㍑纒 議 厭
その 手直)吉β{こ大 、う、11多しを{ノつ。赤 道 直1E1
剛 る翠構 造 で櫛 枷 る.長 ・痢 友も つtの
8種.ヨしあ ゐ。
シスト ▽群3面 体 一4面 体シスト鮮
つ適㍊ ノ『言二2繍円灘鍔篇よ
シ 社 バ ある.多 数 嘩 破 起 嵐 つもの,
創 姐 醸 し痢 鼠 つ毛 の1細 み・ひ イボ髄
で斯 うれ るも卿&シ 得 の膚 造 は翻 ぞ
あ る。 一 一 一一一 一一一ー 一一一 一 ・7、種.
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飛 躍 ボ 師 ・ 佐 臨博雄 ・神 〔B啓史 ・ 高橘 永治
((ijtZBi)　 (車.*:た)〔 オ壷1地1研)(ネ や戸た)
南極 猷 着 氷1こ{矯 藻 臨 休 ヒ し白 ・Lα駆{iりDDフK・vexの穫 敵 ぴ手紬 豊 幡:焔
ヒ呼 ばh請 版細藻類 群 集 が 生 喬す》$1主 よ(
知5ト'南 極福薄 氷t羨 の生熊系 ず の 矛一次 生
産、涼 し・てケ な か 錯 聴 戊 果 して い牝 ち
訪 い い}.し 介 し肋 増 蜘 っフ・・も 托
量の ・レ領 い 表 書 ε直 し毛 長期商 の宅艦 を
行 おつ 仁1～「}は少 な い(Hesh、dl　Cq69.　Igonノ(qgじ
Bqh†&Lee　 19りO).オ 処勿 あ極 地域糎 側 で/ラ扇
売 ～はθ縣n墓 地 周ユ.の包着水 上 に4卓 と包め,工 結 果 み よが考1察〕 名・点 ヒも4日 下 句il－で
lg?3年3日 か5{q24年1日 圭ず ひ「由ヒ献1橡{二 あ}君 麿 のつDD　I〈)しOlが検 出忠h喜 よづ にな
集 碕 なN副 ゆ 吋 ・。ス脇 も指 標 乞して 。 て・靖 ぺ 勃 ザ,ドr、tfdirt;めS　 fl　39　 b
τ… 躰 の現asiの 李 勧 憂化Eagsし 左.紅 潮 び 瀧 来 し,肋 乏k確 身棚 屹 橡 算 すSkt
ラ翻(及 噌(沽3光 の癖 衰 饅 悔 し,　i4till-r紅 ふ た.d(創 錦4囲1撮 札 納,4・-
h3蕩 米 中ぬ 丸量 ヒTCも叫ae現 有号 ヒめ南俵 モ120c靹 程イ6・ †i,ナしn誠 奄 も大 乱C左 右 可3
調 べ た.毒 鱈 じ ・いz　itSt・〉.エ,X6に景 も少 与(,2。^30、M
(力 三去'〕 ⑫1ヒ 示 寸地豊、にSbeユ,通,V.Xの4の 雲 低 あったStn.1の{Orv{λ同友除 けば|まヒNU
点・も譲1†,～1Pkε σ、酎 杢約 ワ5t軸 電 動式1〈ス 抵 か・ た.遣 も多か・吃 φ は5tm.皿ζ.ら 月 」:
才ーガ㌧ ヒ より夷}う1し全 層 も採 集 した.嫁1集 し セ 摘 か5つ を確 めlo日 ↓乳隆60」10CMで ありセ.5tUマ
つア疎1纏 由 細 り・肘 冷徹 偽、GFICフ 仙 酬 手抄 劉 キ上記2っ の 輔 でパ ーt　l　H　(t3Duftt,
午 ぞ～暗 し て強 精 編 ヒ 目 つ・吻 峨 程島 た の 斜 脚 に国 手ヒ砿 曇(払 ち
灘 砺 鰍 悔 しピ こ舗 獅 ゆ ユ本 の・ア 樋 観 馳 晒 瞼 畑 徽 ・‡,り・朔 レ胴
追駆 碑 均 値 も抽 仁 知 識竜 華 岬1直 垂齢 布/・°9一ンか53つ に大9怜 も3.刻
に1‡L1-C・k輌 乳量 み セ外(am・ ワoo雨 もm。 ・・1:iill>・1し手鞠Pが 薦 包す3、　"b・tt・Mtype"い も
nre煮付 返 時 点イ 漫・腐 し仁.thε もヒ 仁,吋,叙 ハ飯1瓜 、X騒 動%.エ,マ.xiptN{
織 酬 磯 馴tg燵 も・5・・e・1}…〆創 駒{v　lＬaL6h2　 va　tt　・ 吋hキ 糖 が'!'ts・ 、
3ゼ あ3ラ 乳量 と計 軍 じ よ り荒 め克・4昆 点 俗家下 部 では差i　 lz示 す極d～ て 高い寧 魔力ぐ記
qiちS… 　V　〈t　・a　l・Mel・ が遅(,48P#EMua録t輔.糎中 尉 ・輔 陣 活 餌3理 詰
しf…　 6S'qnMeler}・ た 依,　Sth.エ,nt,X甜 　 etで 雪の8熾 梱 ご冬 か 噸 綱 曵5人,k
叉hぢ 本3同3β,ケB.Z～6か ～キ余算 を始 め'鳶 鶏40　ng　chkq・　vvLBめ値 が測 定.とれた13審e
糠 ・鴻 化 お 岬 蜥 轄t観 た・　 taisa・(・fr」固 化 し 晴 曇部 が 耗 弱 型 τ,
銑舳 鳩 蝿 馳 かt2最 劇8噌 ・h咬頭 の
68059°S
⑨1.掩 う燥 集 塊}簑,.
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僅 拭記 録 古 人 ち,薦 包聾A塩 分1ま!1訓 釦 に比 べ
で高 く.!1、 天嫌 仁ボ5　 'tskrイ久ce　ち〆?{"に 分類L
人5ヒ 考 え ～ ト$.
次 臓 金 面 簸 あ 倒 の り。。ス1弘 純 葺イ餉 増
蔵 につ ハ て報蔵 司 喜 と.執 ヒ春 今2庵lzめTz
って)k生 な増 加 ボ 澆 ・め ～h吃(図2).調 査 印
招 暗 し はSbO.工.1Kl、Xで10　rv,pte　chC.a`ttvx-1以下 観 た
本本1毎 本丁丸生肴1にls　iEgi仁 示 呼 値 ヘ ヤ増 た し
t・　5sdi喩 ワDD7s、V久蟻 蜂 値 ぱ4主 ヒ 毛 り月 下
句 ～9自 止 句 ヒ 楓'ト ヒ幅#一.汽^1k嗣 φ 勤Xが 劇 媚 上 旬{・　」9uEil¥　br　t9一り 鰭 醐 、し た
{-tん ビ蕪、6・・rzStn・1,Xで しキ現 有 篭 氷 蝕激 に 猿,現 場 表 量thSXbDに ヒt与 。 て現 有 量 は 著
増h・　Lz　 8肝 句1・　・ii"{P・・1・　'F　ge　lz;re,　{iL　di　」II,　e 6し 仁CM2-a.d).以上 よ り,・c碗 ・嗜 食 の
尾 が え貼落毛4へE、 一 え 積 雪 の 多6・ っ 毛Stn.Nで 弛1激 ‡稀 書 ・ハ ち 少'二 大e(左 ち也 本3事tKθq
t"i・t7…　 Slしい 織 量 繍 靴^・ 邸 岬 緯 ら 砺 鞠.　K・S　PP　de　tしzlつ(・1抗e躯
で ヒヒ聯 嬌 喉 ボ 競 いE、 　St細Lkり1一 で のh。 ・ 鴫1+}乳 色 識 哀 銚 詰 め,2つtirtlPigの
・Slし麟 壕 値di　*E・Kへ 甥 臓 相 輪 雪 α1レ い 動 τ 乗 艇 陣 し下 げ ら 水z,τ 融 中 の 毛細
酋lv　tX　♀(,遊 仇1艶e群 集 ぺ増 殖1℃ 現 場1乳 量1か月 播 も還 来 紙 上 黒 しや 古Cな3たM,ヒい う2
ピ 囎 ～囎 鵠 え1い 碑 硫 唆hの}(互 碕U塒.尚1田 以 降Ub。 ††・Mtyp,"の
@2-a・d'd)・ 雪 ・靹dは る 光軌5碗 憤 恨 τ・(嚇 ぼ 貼 桂 揚 戸属 ウ・。青 い 纈 値 κ 匙
φ6繰,隷 書 本 間づ 観 噂 電 仇 φ 点 で の現 場 良 ヒ減 少 し も こ)lv　llS　ll・12　nの ユ 直 領 翻 ししz
精1ちigs・ ・*v'?Eエ ・tし ち95,マ 断 て襯 紅 厩 よ う ヒ,主 ヒ しz.i8・il(下 部
工一 ・・7?YI・ ・e"(° ・Bqtxt+°i°25Xz)礪鰍 ヒ 競 ・ て・・2a(S・び 碗1し 塒 漉 朗
ie.4)主 ト た.9射 手 ヒ この 式 ヒ か ら箪 出t3に め ヒ 考 え 弓 ト3、,
相 麟 縫 ヒ り・陣 し覗 縫 ヒ録 しセ^鍬 ・酬p鱗 葉 の鐵 跡 に つ ・・て調 査 も 渡
fU"(図2で あ3.〔OR以 麟 、雪 のM・ セ9tn.li　 め,・垂(互 令 孫"。 今一ン内 童,い ヒ垂死 ヒしtふ が ら掩
{翻 囎 蝿 が 汽 の緩 識 レ し,・)DO761・al蟻 墨 計 琶加 工 て行(kbl　 ib5、
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▽(c),X(6)仁 お け3
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藩 米 中 の クDn-　7s　lレ6し
現 有量 と潮 く中 マ》1°
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霧 め昭砥 彫 締 鯖 ラk痢 ・み け詔 齢 植 物 つ゜うン7kン ヒ
アィス ア1げ 一 の動 態
・帳 禾 三イー 星合 縄






備 果 と考 壕)
75λ ア'・ナ の2・e?・iし覆 劇{ラ 月 ・'5/21・A1"・)
il・t";E5い 躍 如 傾 向1・sソ.8xKz"3'・v!tw,31;
豹3が11bl下 旬1・I」 拗 微・」YF1・ 激 職33(19
!)・ 蜘 し下・に中・糠1・/z筋 切 ・回 ㌘
ん1取 下 の価 値 ・・あ3が1!z・hl下 旬1・/lz個 層
哨 伽"躍 ソー 肝 旬{・19上 ・禰'話 叱 蚤
穴励3甥 ん ・{珪 楓7z・ λz,・.i:Ntのvesg;tn
が'劒 乙物 搬 わブう)?ん よ1・綱 開 恥 二tt{s
し7,,3。 ウtzv7n　iしの三£階屋'1ζiOlz)/'2月 初 旬手Z"
猛1婚 齋,㌣編綴 鑑 ㌃』習擁 嵩 綴 憩謡 ㌻
課 層 に至。τll3の'芝 掬 べるのわ・"添る祓 の
1ヨ的1・・th3。
(方 三五〉
鵯 勧/9麟 ラ恥5!ア8z匂/Zl・!ge?"の 夏日
闇 じeGX・9.」el:1辺,確 執 乙・輪 光 樋 ア
め 庖 ξ(北 三夜2-/・ …sl(厚//9-!・7伝>t=
和 て行 丸 し 璋 が:/タ酬1貯 訓 噛 の
S(纐 止 の勧 に 贔 後 滴 賜 、1'錨/、Sk.
南の
エ6魂 でや硝C醜 ・つ ・吻 レ山 鵯 鴻3。
ωU2師 恥 繍 鵬 物 価 弓1しが鳴 物 祁
噺 。フ。フ色程11射 岬 最 描(、 脚 ・入3し
クリ。恥 ヒ引 引 調 宣 しrd,z、13。
誠 河 課 か57・1λ ア'・ジ し三継 惇 危 物 プ
ラ)7レ 癒 琵 襖 ・してdy3ヒ.ア ・λ17,しラユ 農
騨 殖 後{・ 舌llτ1!刷 く魎 ヵ・s、hZ」1〈tUl;
高鰍,唾 藻 類 粥 」ゴ.途 †γ額1三 楕 鮎 ずに
舷 、(欄 、f抽。_うk厚/与9epm)`・ 変 醐 嚇'・ 臼3+の し思 わJ・3.一 大 玉髄 性 裂
更 しr。.鋤 ω 概 取 β が ⑳,+匙 うの ・'・」3魏 復 ぼk・vese9醐 中通 寝 φ後 飢 酸
ラ晴xt3の 才k,夏I」 聞 方・s/月 ヲグ1・咽
行 ・11L.糊 剤 禍 纐 又 は アイ又1一 力'L酬u.
ヲi・1・s$IE)Vで1・ 「剛 〒ttt　V?つ 損1役 料 の
匠 の・う3・vS'e-9下 観'融 かした!灸 レ1和 活 。
晒 が5/卵 」・瞬 肉 で 三触 知 つつ緬 匠







南 大)羊 一(オ スー トラリア 南 方 》毎 ナ或)の ンオ キ ア ミ 突戻
OAdi　 ル奇 言戒 ・ 系日 田 昌 手
(東 大)岳 》羊 石膏)
騨議ミ贔嘉釜敷の露㌶呈課琵 鑛 至聯t震q驚1
』讐疑騙1膿 擁騙皮霜」懸 緒m欝 ・A、ut;fma　I.ag
多キ警艶麗論惣灘 讐 窒酷 弊害;(摯鷲 誌辮 壽謡歌燈
と しfミ。 き謝H白 鳳 衣5工BEX航 海 でイ寄よ幸し1に。 しT=c)博 玉 髄,互.堕,　 E,　tLPtgsgPtbg.
り3種 で,微 こ噛 酬 蝦 帥 あ ・た 工
言蓄請緻1為㍊品濃語 嬬 」織 詰 フL・ 臼単 は採
ツ}・t・+-gl?`o。0-30・・th,tワイ弁繰 蜘 酬專礫
を価 フた.鰍 肺q-S、5blS3)紅 群 鯛 の融
では科学魚探 ヒキ34マ イ1レ田 方のグツ ンド 浮上群 集団t;6z°StA南 で'角ユワo侶,視 認 ざ
y-一ベイ蝉 施 した後 瓢 駒 確 認 て緑 柾.辮 臥 麦 脚)の 出現 囲1賄 後
see.　tLl　k　M　Tネ ン 口 口 群 の鞭 を試み 鞠 幌 日晒 岬 く、 日中に は見よ礼なガ フ
た。　sth.P工 一3でlt浮 上群 集団ガ)視認 でぎたT_。1群 像 団の大?fは20等20M　 LA下 のtの が'
のでORL6ラ ネ外}評 議 願 採榛鮪 易く,顧 ガ'1・酬 雄 禧 煙 の=EのIEPワ
な噸 数 り君 ア ミと醜 した.採 鰭 式湘 枷 こ駐 な、2.sti.Fエー3ト山王臥 隔 上鎌
綴 輕編 ㍑纈 鶴 彊遽 寡額 号1瓢鱒誌織6欝
血、E・ 鳳 曄1こ つ、・zIx名 個体 の偉 勲佃 侮 仁 才 フて形成 ざれZり た(図2)・
を言禍 し、 繍 麟,雌 雄1こ 四重、イ本
L,　ual・っb　'-z.　ll卵 駒 競 鰭1・ 抄 の未4)氾 聯 の榊
熟 ②鰍,③ 椥Pl・ 価 し,　tS-　lt!ftiegし・3…M767一綱 し エkMTわ 順 針喫採嬢 一ビはgth
,9,3B,3',肛 一2,∫,66'∫ 」巨。b於け 了精 乞 の右 擦 を雇見繁 し在。
練,辮 醗 鰭雛礪磐語聾等
D、 才 子 アミ・住 物 量(図1)κMTネ ッFで'採 集 した ガ)5{禰 ξ ξせ 一ビは広
く1固惚蠕 錨芸31離藷耀禮2.螢 鵠呈畿 癒～
-b,鯉 劉5扁 か 碑/1…Wh3で 一9t・ 柾.蝿 の嚇 醐 での麟 団 で醜 く,E
鋒篇1鷲器騙 鵠゜ 」響ζ1)書蠕;蠕1語 驚 モ膿 塾s螂 の細 関イ脚 つた・:竺 桂1灘麟 瓢 蹴 綴
付着てセ 乙ー吉 り,似 ～|月が粟殖 期にあた 畜た2)出現 種
今 回の調 査で吋 一7(IFラ リア稲 の南太 めとIXS"A3(図3).工・幅(rurへ で1‡
酬 ∫腺 の隔 罐 ノ雄 棚 絶 した.蜷 の納 経 醜 籾 姑 く, 薦 包 靹 着 さ
椥 。甑h酬 、,τ 伽側 、禮 てbg蜘 麟 椥 擁 収 舛 オ'フた(表層種 二
旦趣 準 拠已 塾 二亟 ・酔)・
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図1,IOfee± 工}くMTネ ッ ト,3000側 ワ・f'i,一









図 ユ・鍬R-3に 出現 した 聾 迦 座 興









ナニキョクオキ9ミ の摂餌行動 一 餌〉目(n大きさど濃度
が曇餌速度に与える影響
匝゜1ヰ晴 人・大森信 づ時野 正}1ill,
(東京水 産大学)
ナ)キ ・材 キ了ミ(巨 細 脚 た礪 餌 速度は ・ビ こ帥 綱 綿 縮 熱
D湘)は 南 櫨1議 し、てP.tg9!6Rい きバ4勺 八酌 こ/9-一い20bm7ti,)つ ・Nス)
る動軸プ ラニクトンの一つで 、南極海の建徳 、こよ 。マ計測L、 ま一た17口[〕つ イiL量 の変化
系 内で唾暮な位置 とヒ|める縫 とLて 知うれ と螢光.三法にホ,て 計測Lて 生 めた ・
ている。その摂宙行動は 、南極黄にお ける枷 ぐ結 果〉ナ こキ ョOA:キ9三 のつイズ群 ご ヒ
質種瑠 や集群行 動と考 える上て重薯な研究-課 の霞網 速度 と比鼓Lて み る と、粒子体積濃 度
駅 酌 今 日計 いくつかの舗 がマ抽 れ　IF晰 礁 藩畑 糠)にe{is　N、て一隅 ・中
マい る・　Lts'し ま杯 中 の細 沙 悉 く6しt型 個緑 川 嚇/i・d/d・/・ 畑 個 体 でZX
ナ)キ ョクオ キ7ミ の:擾餌 速度 は 、圭に寝10㍗ ㎡/ind/do・7、また 勺口Dフ ・へ α叢 劇M9
餌 にホる ク口口 ワ ィIL量(ハ 蔓イしと基 に到 史一さ/2に ホ い て 、1い型 ・中型個 ・魚 体(○・ワ5㎏/hJ
事葛芸巖 響辮7曇謀贔縞巖♂踪竺雛芸1鴎雛窪論急雷
を全ての粒子 につい一(の測 定が又専である。 と用いた覇合は 、↓1＼型 ・中型値}体の漫 餌速 度
鱈 曽蠣 戯 霧濾蠕 響 ダ鵡 鷺認蹴ハ岩盤上繰罫
'実験 、こホ る解析 は あま りな され てお うず、天 しか し、大型個 体 で は餌 料る傾1向 き示L下 二.
然 遍水 に ホ、†る粒子 の選 択性1こ∩ いてm疏 狂 叢雲 の増 加 ととも に#餌 速 度 がt[}に 主著L
は ほ とん ど無い 。今 回 の廟 栖 本 天然菊水 起 た 。こ(ハ ことは つ'こ お ∩ オ キマ ミ の大 き
陣llて 摂 領σ)量的 ・質的 知 見 左同時 に得 る こ さによる 摂鶴 速度 の差 が、餌 の 濃度 が高 ま る
と&目 的 とLて 結 し、、摂飼 によ る粒 子 量 と粒1:'つれて 、(kり 騰落 ヒな るこζ を示す 毛σ)と
径 の変イヒと甚 に 、餌 梱 の太 きミ三とラ震度 ヵぐ壕餌 愚才)れる。づ'こキ ョつオ キ了 三σ)予フ}(速度は、
速 度に与 ≡しる!影響 き串 らひに しふう て じに・ ・値γ体1こ(ドる差tsK大 きか っ1ミぴ 、・平土S∈b、こはth
〈力芝 〉実験 に開い た試料 は ・南緯6ギb噛 型 ・中型 個体 て1000耐 んd渇 α苦 大型個 体 で
婁藝1蕊警識 語讐驕鵬 瓢 話1鍵鵠縞認禮麟慧
曳 で採集L、 直 ちに.天 然 競 κと講 寸ミした甲 た餌潤(h趙 ヰ分布 は 、粒 そまの 大き い側A寄 る
ホ&上(ハ円型オ噛(5(フO叉)1こ づf多Lマ領 有 した,・f真 向 き示L17:。 ま1ミ.亨 ミ験 前後(n餌 料 力2ko)
実験 ヒ薩L-(は 、す ンキ ョク7「キ了 ミをd,型 粒子分 布 にあ1守る平 均粒・径 の比 藪 か5も ・異
(乾 燥 重量10へ20h9)、 中型(薗30～?Ong)、 餌 が 大き 辱)時径 の佃1てよ り強(行 われ るこ と
大型(囹loo～360,ns)の3つ に類 別 して用 い が昧15カ ・一で肪 ・1こ・ この こと1ま、ナ こヰ ヨ ノ7
た 。霞 網 に用い た菰 水 は 一水課 約2　 bo　VNSプ オ キ?ミ 賦 、よ じ大1きな粒 食 の働 き二選 択動 に
ラ ニク トニポ こプ1こよ ・て織 し、(科P,回 合 摂食 、ぐき る俸 力 と⇒嵜,て い る こ と さ示 唆 して
の網 で大 型重h蜘 と除 し、†三色 一文 専 に応 じて 、 い る・
30M・t)Gの 網 て懸濁 植子 とう豊縮 すー る ことによ
,で 得1ミ。裏 餌 実 験 噂2!の ‡鞠 ビン と用い
て行,主 。4本 に餌 樹海太 の ∂ナ、8本 にナこン
キ ョノ7オキ了 ミと飼 粕萢2kと 入 れ 、これ 芝水一
1惜中のホ イー1Lに 取 り有Hて 回眩 させ 、暗条
件 て系団2時 鳳壌 餌 させゴミ。ミ温責 は 、コk槽内 に



















:O　 or　 IO　 dB
:0.2n.Mlle
:　10　 1ayers(20　 m　 ・nterソal}
(表 、)FG-5つ 繰 孝設 定
一 でIliろ 蠣,蛸 ・て うり 綱 な テ段 であ ろ・2・
痩 勧 店}好 に 詞 ・鯛 舳 的 ピし 耐
量 型 魚 群 探知補 ま1幻 日 て調 査 を・行 。たい本 調
査 ・才凍 大 麟 廊 励 祈 励 間 駒 ・んゲ一瞬 ・・
次.角しヲ毎毎({ヲエoル7/95㌦/9dづ・/∂.22～/タ ノ)4.2.24)
に})NLIマ 行 な、わ れE診di　 z"あip。
1.広 」毎域 仁1)、しアヲ κkノ,翅 の劣 あ 40
2,妖 海角'1;ぢ1ず うkい 麗m分 布
3.　 kri遡及 グ勉 鮭ヂ勿の渤裸線 北較'分 類
4.kh汲 友グ継 生物 の周波 数 皮鯨特 権
50
(、樵 荊 及〃"方払)
魚 群 探知磁 、σ、計量 型 魚ン群探 知腐 ノ:μル 〃ク
Fa－ ナ0(消 毒!魚、探)差'刃 いた。ノ$シ ステム
呼、 リアル タイ ムぞ設定 しに塚 廠層 及が堀有
躍 翻 の平均ltb&tレ 動 斐(∫vdP/m・)z算60
広 し出 力 すb。 出 力 でth　ksV　 ・値'」,θ ・好
劇 ・舵 碗 ・舵 〕産 乞茨 に デ ー タ収録 髪琶 ル 勧 〃θ
16k--S701二 転 送 さ虹 、　CkT表 示 ・ず リ ンメ マ
外 ぽ,。 ミニ フ ・ 。ピ ー デ 。 ス ク躍 録 さ
尋th。4ト 調 査 ヒ6・,1ろ シス テ ム の標 準 殼庭 左
表1に 不 可 。周 波 数 〔3200Ait〈Pt'・tU!を権 力渡 房
で そ,2〃 〃ktigZメ イ ン周波 養女 乞{/て 履 用 し(X魁1)
?_。5τ)κ〃ぞ仁/吏]し21{9、)あ{旨 ラ"一 タ し コー ダ'
ー ヒ収 録 しF-。
19い 才,!卜 調 蚕 の 魚 探 調 査 蕨 でhS。 太 線
吼 繊 海 砕 礪 で加 欄 宣 うイ ンZ示 し,妖
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魚稼調査域
一 雇、琢 －iSラAン
;二1妖 域 調 査域
28
妖 棟 調 査1」,差 手 角 にtU.　 コー ス 妥4マ イ 計 測 メ支{・・行 ・1:clkMTネ リ ト(:Ps採 集 物
,L,釦 材'レ 碑 看 グ リ ッ ド4泌1ヰ 。マ　 t'IF.tれ ん2・'　kFlne　 z"hワ,4・9A'/=ゐ173
祈 。?。 、到21・.そ の 一イ多・}を永1。 鱗4鮭 峰 生物t7・　kb;-ee　 z"あstls　 kらWh
ミ匂、 魚,椥 集峯ん確 認 の 彩 め,　 JK?L・ITえ ㌧み 珍。
いo舌 わ 自信 夕_)ヒ}7ifン プ リ ン プ 差遣 強 、1反応 呼,永 塚3〃 ～9・Ont政'k乗 ヂ レ7
1勧 循 。E。 ゐり.　 zSp－ 吻a・7kA'z"tet友 ん'2堆 く グ 。在
。ヌ,タ グρ例 玖珠 填 ・'2,ζ斎'r2jヒ 系 グ 増 加 し,
・5°・ 反応 評 龍 座 で1あ,F-.但 レ 、 ・〃〃 御 禾翠 鴫l
で＼rll.　蹄状 葉群 の 字'こ嶋 ノ隔 巌 々 の 雲 集B等bx・
妥表 レ て し峰 。
(図2)　 ntANグ リゥド探 査
(茄 果 一…4列)
データ量 がち く、未 整理 ㌧ま解析 ケ存 分 が'
多 ・・が',整 理 できeい3pxら 稜若 す3。
広域 調査 にろ・ワ つ全級 的 伽1彰ん吼 κ〃4
磧 鵬 鰻 群 砂 似.侮2^5・ °以瓢 で遭 遇
レ移 に ε瞬 乖 。大棚 碗 震度 碑
択 象涛卍 幅30・ η以下の密 集縛 才ゐ,β 。 ヌ,
小型k醜 の妥創 癖 が'目視 て'羅認 舗 ちが'
海ラ兄1・}り 魚孫 雁 認 げ'困難 け こbザ 多力・。E。
攻 に、施 業物 とズ え ら汕3魚 探イ慶多99イ塀
らph.,　,il外 サ ・プ1レと比較 し醜 郷 酸苦
可 ラ。
図2{9.前 記 レ仁妖鼻 鍛 での鳶 果7"あ3。
・嘲 戯q擁 傾 斜 ボ短 くz・ ・一・St・P・ぞ"
あ
あ つ毛(もses.」40　 eE逓Lノ 虜 ・i%'・{E)一$ノ)。
魚14案イ象 乞 レて と らえ,ら 心しに 診 の'∂tl/ク 励 ル
吻 魂1・ 翻 しレZ2,現 ヲ 沸 隷 群 縫 之'
あ 。た.航 跡 上1・h9レF槍 法/・ ～/・ … 塘




a木 原 国 雄 ・中 山 覚4τ ・ ・'卜 紋 勇 、蔵
(水 ナこ校)(蘭 洋 式)(遠 洋 木 材卜)
7k産 庁調 齢 倉蘭洋 丸 はB工OMASS計 画 トス ト レシ グ ヌ、ぞ一66,0dB(中 山 他,ネ シ
の 第2*国 翻 査(SエBEX-一 工)/9・P3/シ ポミジウ ム)ど あ る。
84に 参加 し,南 極 海 イ くンド)1!一匡の定離 単イ立海 差 置1面積当 ノノの 才:トア㊦重量 密度び
嬢 地 脈 。ミの航 海 中 に行 な わ れ た料 学食(S/碍)は 次式 によ'ノ手錠 され た。
キ果Qg査{〈 よる,オ キ ア・ミ(E　 h　 s'(x　 　 　 ぴ 三=120・ ∫涛
脚)の 現 縫 齪 にっ い 漁 者 する ・ 但 し,%・ 癩 分 齢 纏 魂 伽 闇 のんゼ'あ
る。 上式 におい て,オ キ アミの碑 水深〔オ,去 〕
(1)調 査蓑}姦 ど調 査 コース、 拭120伽 以 浅 ざあるこ と,Pw'と 識 別値の才尋
91°Sユ 文亀 ノ65° ～7s°Eo)海 域 力く2ノ隻言周 らtし甘L、　Orn　～才菱協＼開ぞ台→く深 ・ク)九!とPぐ 等 し
査 さ れ た(図 ⊥,2)。 な お・孝。ユ次彦 連 城 い ミ と夕M滋 ヒさ才し?い る。
,96z°s)Xtbの7s°E線 確 む バ,ぶ ゼ'吉 備 果 と房察 〕
ケ調 査海 域 とは后麻 き除 外 した もの ぞある。(⊥)科 学 魚探1くよ る密度推 定イ直のイ言鰻 陸
第 ユ次,第2次 調 査 は各 々1タ」{3ヰ12月㌧Zタ2客 密度才佳定 に あ7ミり,上 記 σ)2つ の仮 定の妥
4ユ ・-2月 ・婿 なわ れた.調 査 コー スt・st経度 当,1生を検 討 す る.120-2・ … の塞渡 釦1&
2.5°の 南メヒ方 向を基 本1ぐ設 定.・さ`i't"クその南 予艮i20　 en以 浅 の そ牡 よ りも極 φ5てイk<)オ キ ア
は パ ック ラィ こ/の出 現 等 によ り夫 定 され た。 ミの分年 水深 左120徹 以 浅 とす るこ と1こほ ぽ'
(2)外 積後 者徹 話 頭(5▽)の 測 定 と整理 離 蔚 い.纈 碑 の時 融 イい ら,夜 間
聞 洋 丸箸載 の科 学徳操 佑 購 気製FQ-(日 没 一・舩),計 測 働 得 躰 ない⊥・rn
5-i。)9航 走 中ほぼ 常時,以 下0)設 定 ざイ鰯 さ 以 濁 オ キアミ群 醜 噸'ノ の部 鋼 輝 上 す る
せ てS▽(単 位dB)を,則 定 した。 可 能 ・}生バ示唆 され る。夜 間 の恵度(久1ま渥噺 の
周 波数:200kHz,記 録 細:0^2・0"n,そkより も極 めz小Nt〈,夜 間 の嶺渡 ・」過小
積 み 周期:ユ マ イ ・レ,パ ル ス幅:Z.8m、eら 才髄 され ると紅 られ る.
アワ テネ 一夕:10^20・(B,ヌ レヅシ ョ`し ド':(2)オ キ アミ の→〈平bYP
・・-300fB,↑ ▽6:2・2・sR,較 正値&:飢渇 第2乏 嫌 麟{ミ 甜 確 度邨
92.8aB,噺 輝:ω 一20,20-3・,30・v407よ る・1〈平 〃怖1韮 ぶ 々1図⊥,2・Cdrす.試
40へ80,80!～120,工20^200および'榔 ＼開老台・フ゜口・ワ}・、点9)時!杢3闇 ≦}ウ連 続1'生きづ采つ7てめ'ぐ夜
li〈深^ユ2伽 。積 欄 冶 水深1鋳 況 ・こよ ・ノ,闇 の推 定 値 もイ熱 し?t・ る.調 査嗣1脈 オ
ユ0・～25.(5rn間 隔)∠ ご変イヒ、ヤせ た。 キ ア、ミt9広 くZ舗 うする。大陳 片岩P－足養 老く沈
積 、分＼周期 毎 のSτ7パL82dB未 満 の場 合,根 締 と轟 度 変化の風 連 バ 示唆さ れ る。
オキ アミ と汚 れ ヒの区別 バ実 質 的 に 困難 ぜあ(3)調 査海域 におけ るオ キ アミ蝿 唇音 ρ)
り,一 ◎odB　 (才 ・1"ア、ミ密度 零)と した 。送 手イ第的推 定.
受 渡 器 の戯 謝 生は 野 晒,Z984)1速 き,夜 間 のデ ー タ齢 き榔 凋 朝 毎 の鹸 時
91>k,第2次 調 査の測 定5γ は各 々s.9,廟 榊 均 しz推 定 障 る,調 査洛 勧 輔 禽
5-.601ら 加 駈 れ た。 加 は1578/Wt・z'Ei〈 る.調 査期間 中,調 査
(3)科 学魚探 による 蜜ノ豊本注定.
単位イ杢積 当 りのオキアミ重i童密度 ∫↓v(
8/rn3)'δ 次式により抵 定され た。S
▽ 一丁5(})
ん=エ01・
海域(3.4s・ ユcskm2)に 射 るオ干アミ現存
量 詰41メ1。6ト ン と推 定され る.　LobNし,
轍M鵬 碑(図3)は 正 に重 ん2sお り,
適切 な統計解析による現有量推定バ 必要 ぞあ
る。上記 の境唇音 は遷1大権定 の可能性がある
但 し,ＴS(2)`よ ⊥20)才 キ ァiXの 夕ー デッ こ とを餅 点ぞ指摘 しZお く。
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図1科 鞭 探 脈 才子ア"伽 ド物 怖192計 学魚榔 ・硯 材 干アミo)水平ゐ峰
(靹 糊 置)(第2畑 賀)
N=3364
KRIしL　 DENSITY　 (9/m2)
図3　 」ts6xma⊥ マイル毎 のオ干アミS&ka$IEiKhVp.蚕 齢 一夕除 外。
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オ スートラリア南方海域 に釦悩遊辣惟え伽類 の分布
゜岩 崎 望 ・ 根 本 敬 欠
(i棄 丈 ・ 海 洋 石吾)
圏 緒 吉 本・研 賞 で採 集t耽 た遊 う記1唾:しぴ 類 は一 〇属
南醐 では 、1晒 細 群 か ら蹴 に至 るま1晦7蝸 、た 乏の うち 醜 潮 ・出現 しT・・1)
で鯛 砺 酬61こ よ 瑠 査噸 蜘 ・彿 雌laaehnadqs　」幽 ネ,塾 α師 ・z・5,
てり る のに もか かわ らず、一一9Pの 分類 高 邑動　Petα しtdtUWt　4。しlq乙e蝋 、 蠣L
屯除 き遊 ジk惟 え伽類 の61iity報告は極 め －zウな 」魎 ネ,　Hymen・ 　d。　ta　 ra　cl　l"s　i,
く注 蝿 の知 顯t描 無 抽 る,:こ で 旦 過 醐 α・時 ・ns,Rし ・h9"sPlnq
は 、　rt－ ス トラ リア 南内海 〕咳'に呆 け3遊 ジ建立 のワ糧 マhあ3(*は 本所 咲'こよ り初 め て萄 後
えか類 の生物 量 ・分 都'こ一)り7報 告 お 。 潮 よ 、)採算tれ た),他'二 、 旦三9tuaし ヒ,
圏 材料 ヒ力立、 幽 　hda　th　ba　v、qeが18マ トす3こ 乙が`
研 究1こ1ま、東 岸、大学白鳳 気BlOMASS,　価5れ ヱま・ソ、合吉ナ9種 ず 南秘 均 にげ称 す る,
51BEX－ ユ研 究航 海(IKH65-4,け83遊シ寿L惟え伽 類 の分 ネト/、・ターン は∠↓つ の型 に
年 日b)22Hへ19酔 年ZE21t日)で 傅 らthf:試 分け られ3(図 ユ)。 熱 帯 亜 熱帯 海 域1こ分
科 之 用 いた,採 集は 、 オー ス トラリ ア南 方》毎 冷す5種b{ま 、亜 熱 帯坂東線 乙5Tc)に 分
域 の9測 点で 一 〇フ6-"・ 刊 サ'ソ クx・ 酬 阻 靹3勧(八 型)z.甑 を越'這
キツ 脾 劃 ロー/レL　aff　5　・n　lOn　)　のづ頃斜陽 醐 謙蘭(SAF)の 妹 紛 靹3勘(
(平 均到達深 度晋山 夙)左4〒 なっ宅。
国 結 果 と考察
遊ジ四生え松韻 の生 物肇(湿 重量)は 、才ー
ス トラリや陣坤 から極 前線(P戸)まz・ は
β型)と が 砺3,後 巻 の有 為深 度 は 、前者1こ
ttl.4tN)?Rt)。　C型{A、 主1こ亜熱 帯海域 に 分存 す
3纏 であ り,A・B型'こ 比 つ・分 布深 度1♂深{)。
こ噛 は 醸 締 海 域 の深 層 か ら麟i線 南の
1、o～4」#/ゆ ・帽 、橿 前線 よ り馴 萄極 上融 で存 在 す5フk温2～3℃ のフk塊 に'諦
渇)で は0、Oo3今O.g与/!Oooパで あった す5乙 考 え られ5。D型(且 しoγ・烈5ρ 出a)
(図1)。 一齢 に.遊 涯惟 え伽 題 の生 物墨は は・亜 喬樋 蜂 ・falWTに 坊 令 し、亜 南種 前線
栄 麺 類 纏 富で動 植 物 方 ン躰 ン蝪 分 注 には肺 ・しなV.　 >o　 ptう1こ、繍 直
り海 城Z大 きいが＼ 今 回 の調 査Z・は こ の一酸 海域 の遊 逗11生え御報 は、分 都深 度 が探 り種13f




















　 　 　　 　 ANTARCTICA
▲ 図2遊 泳」生え・ひ類 の分布/9ク ー ソ
(括 ζ血「為は種 散)
4図1遊 罰し惟 えぴ 類 の生物 墨
(湿 全量eL/'OP・M5)
32
1983-1984白 鳳 丸航 海(…　MASS-S剛 に 刈
癖ミ・集 さ れ τく南 極 ・海表、層 の 端5舷 ア類 、
永田 樹 三
標 本{」S銘 手駒 鳳 牌4次 航 海 叶、オ ー ス
ト ラ リア か ら南極 六 曜 に ヵ・け てo'海 域 で'9B3
和 恥 ら/98岬Z月 し・わr・ 。 て 才糠 ・τ漬
融'酎 吋 ・ τあ 多・ 同 定 しτ・種 蜘 ヨコ
:〔ビ類、2複 、 フ ラ デ'ノ ミ類8裡 で 科 刑 のtw7a
tま♪契 のと お り で あ う。
G。。m。rid。。 ろkのV＼
th,i.id。,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 言乙録 ガ な
EUsirus　 microps　 Walker,　 1.906　　　　　　　　　　　　　　　ア'tヵ＼ヲ
Param・era　walkeri　 (Stebbing,　 1903)　　　　　　　　　　入 れ てゐ いI
Hyperiidea
　　Vibiliidae　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 Equator





yperiella　 an七arctica　 Bovallius,　 1887




　　　 Primno　 macropa　 Guerin_Meneville,　1836An七arc七ica
　　I・ycaeidae
Brachyscelus　 crusculum　 Ba七e,1861
周 拓 お ・航 海 し諜 秘 し、表 轄'で 担 当 し 上 図:
r(神 奈 川県 立 博 のネゴ'岡健 作 氏o・ 依 頼tて よ るも/分 布 の
ので・あ り 、同 氏 しほ り橦類 別 ・遷 敷 才徳 も
の の うぢ が ら若 干 のイt表 的 η'個 イ本宅1司 是標 本
ヒ ・ て選 びぶ れ 長 後,て 才織 地 鯛 」・痩
湯 、 個 体 散 、 その他 のタ現 し鉤 ・・て副 司舳
講 演 ・方 もお聴 ・ぎ願 い τ・い 。
ヨ プ エ ビ ・ ユ複 恥・i… 懊 ヒP・r・m・er・
幽iほ ヒも ・涌 極 憧 で 大 陸 周 面 こ分 布 し、
これ よt)フヒでは 、 前 方 でB°uve七1・K、 夜 ガ(a
・・u七hG・・rg・・t逮 現 して い る。 フ ラ デ1ミ 類、
の分 炉 こ・い てCg,　 N・w　Z・…　nd・ 　D・E・　Hu「1ey
(/969げ3鮒 禰 ・協 蜘 る檀 ・ ブ',レ 粉
、任 し極 りば 侃 図 示 しτ・刎"ち 欄 の図





4_c:　 Cy11、opus　 magellanicus,　 Para七hemis七 〇
　 　 　 gaudichaudi
5畠 　　Hyperiella　 an七arc七ica
6:　 Para七hemis七 〇　gracilipes
,、.繰で引 い τく種(ζ ヒム){調 度 の鋤 ・(1
.あ うい は 朗8寮 汽ダ分 布Eネ ず 十分 な'
・い τ(δりtて、 こ〇 八。ター ン(く/含 ま れ て


















1　 :　 Tr。 ・pical　 species
2　 :　 Cosmopoli七an　 species
3　 :　 Near_cosmopolitan　 specles
4,5:An七arctic　 species
6　 :　 Sub七ropical　Convergence　 region,




2tく 属 す 》種 は 当 だ 、光 半 球 ↓ても!分＼ズPす 多 ・
す η)わ ち 、　 Vibi・i・ 　・t・bbi・giほ 地 字 毎 、　f〈th
-]羊(3SilN1v30°S)、7XPtラ 葎 都t・ ・i「(…'…
・・・・… ヒB… 　 hysce・uscruscu・ ・mほ 三 大 洋
〔く広 く/分 ズ干 し 、 日 本 立Lラ毎tて も まミ現,すb。
Hyperiella　 an七arc七1£a1(9旦 ・　dilatatar二 才極 め て 近
b火 し、 ほ{iムovSそ 境tて し て 、前 差{よ それ9ワ
ブヒtて、 復%σ 南tて揉 み分 け"(い るが・、 両春望 ボ
秘 ぞ'網 蛙 裡 で 励 ウ・ビ う ・・問 題 のあ る痩
て"、 ヨ コ エ ビ の2檀 とあ わ せ て こ こで詳細 ア〆
スノアッ 命 毛イ寸 してオ鈴 甘して い る。
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南 極 海 の 表 層 域 に 分 布 す る
カ ニ 類 幼 生 と 端 脚 類
は じ め に
BIOMASS計 画 の 一 環 と して,東 京 大 学 海 洋 研 究
所 に よ りオ ー ス トラ リ ア 南 方 の 南 極 海 西 部 太 平 洋
区 を研 究 海 域 とす る 研 究 航 海(KH83-4)が1983
年11月 か ら1984年2月 ま で 実 施 さ れ た.こ の 研 究
航 海 に 乗 船 し,南 極 海 域 の 表 層 域 に 出現 す る 甲 殻
類 の う ち 、 カ ニ 類 の 幼 生 と 端 脚 類 に っ い て 調 査 を
行 な い,そ の 基 礎 的 な 資 料 を得 る こ とが で き た.
力 二 類 の 幼 生 につ い て の 調 査 例 は 、 これ ま で に
な く,種 名 や 分 布 等 の 知 見 は 皆 無 で あ る.こ こで
は,表 層 域 に 分 布 す る幼 生 を 得 る こ と に よ り、 そ
の 種 類 の 確 認 や 分 布 を 明 ら か に す る こ と を 目的 と
した.調 査 の 結 果,今 回1地 点 か らの み で は あ っ
た が,幼 生 を得 る こ と が で き た の で,そ の 幼 生 の
観 察 結 果 に っ い て 報 告 す る.な お,こ れ 以 外 に 、
こ の 航 海 で 寄 港 した ホ バ ー トの 沖 合 い で 得 た 幼 生
に っ い て も ふ れ て み た い.ま た,端 脚 類 にっ い て
は これ ま で に も 報 告 さ れ て い る が、 こ こで は 表 層
域 で 得 られ た 種 類 に つ い て 、 そ の 出 現 種 の 分 布 や
出 現 頻 度 な ど の 調 査 結 果 を 述 べ る.
方 法
調 査 は ほ ぼ 南 緯40度 か ら65度 に か けて の12測 点
で 行 な い,曳 網 回 数 は 合 計16回 実 施 し た.標 本 は
ORI-100ネ ッ トを 用 い て 、 表 層 曳 き に よ っ て 得 た.
な お,ホ バ ー ト沖 合 い の 標 本 は 北 原 式 ネ ッ ト(GG
-54)を 用 い,手 曳 き に よ り 得 た も の で あ る.
結 果 と考 察
力 二 類 の幼 生 は メ ガ ロバ とゾ エ ア で 、 い ず れ も
Sta.1(44㌧59'S,15肝04'E)から得 られ た.こ れ
ま で に,こ の 付 近 の 海 域 か ら採 捕 さ れ た こ と は な
村 岡 健 作
(神奈川県立博物館)
く,こ れが最 も高緯度から得 られた最初の記録 と
考える.個 体数は前者が15,後 者が5個 体で,こ
れらの幼生はいずれも大型で,オ ウギガニ科に属
す る種類である.ま た種名 にっいては現在検討中
であるが,両 幼生とも同 じ種類と思われる.
端脚類は5科10種 出現 し,こ のうちヨコエビ亜
目1科2属2種,ク ラゲノミ亜 目4科6属8種 で
あ っ た.な お,種 の 同 定 は,元 南 西 海 区 水 産 研 究
所 の 永 田 樹 三 博 士 に よ る も の で,こ の 分 類 学 的 な
知 見 に っ い て は 同 博 士 の 本 シ ン ポ ジ ュ ウ ム の ご 報
告 を お 聴 き願 い た い.
こ れ ら10種 の う ち,低 緯 度 か ら高 緯 度 に か け て
の 水 平 分 布 を見 る と,最 も 広 い 範 囲 に 分 布 す る種
しま　Parathemisto　 (Euthemisto)　 幽」　Gue-
rinで あ っ た.次 い で,L(旦)且L魎 　 No-
rmanとg幽 §　 1!!agg.ul　.a!!.sla　i　us　Dana　 で あ っ た.
出 現 頻 度 を見 る と,fL(し)zza.gg_1.1}.p.a!as!jdihaudiGuer-
inが 最 も 高 くso%を 越 し て い た.次 い で 旦(匡.)
WWr　 HisNofman.Vlbllia　幽Behning
で あ っ た.
個 体 数 組 成 をみ る と,上 述 と 同 様 に 旦.但.)
-　 Guerinが 最 も 高 く,87%以 上 を 占 め,
次 い でVibilia　 … 」　Behnlngで あ っ た.特
に 前 種 は,出 現 個 体 数 で は 南 緯60度 か ら61度 に か
け て の 海 域 で 最 も 多 か っ た.
これ ら か ら,調 査 海 域 で の 卓 越 種 と して 巳 但.)
9,1ysdust!a!!g_!1hdlGuerin　並 び に 旦.(旦)9.!rL{1suu.eglll
No　rmanと 　 VibiUa　 §ユ旦魎 ⊥　Behningの 種 を あ




Fig・2　 低 緯 度(39.9'S)か ら高 緯度(65.0°S)に か けて の 測 点
ご と のPu(墜)幽 ⊥　Guerlnの 出 現 量(%)
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The  Salps of the Southern Ocean (Australasian Sector) during summer 1983-84, with special 
reference to the species Salpa thompsoni, Foxton 1961. 
CASARETO Beatriz Estela and Takahisa NEMOTO. Ocean Research Institute, University of Tokyo
         Introduction: 
 The present study is based on plankton samples collected by the R/V Hakuho-Maru during KH- 83-4 
cruise in the Southern Ocean Australasian Sector, as the BIOMASS SIBEX-I operation. 
 The horizontal and vertical distribution of  salps and their abundance were studied. 
Due to the importance of Salpa thompsoni in the Southern Ocean as the most abundant salp, we studied 
the composition of the population comparativelly at different depths and latitudes. 
         Material and Methods: 
29 plankton samples collected in 20 stations by 10 feet IKMT net and MTD net were examined  (Fig.]). 
 The number of aggregate and solitary forms of each species were counted in every samples. In the case 
of Salpa thompsoni the size and developmental stages (based on Foxton 1966) were registered. 
         Results: 
 1- Horizontal distribution and abundance 
One specie, Ihlea racovitzai is restricted to Antarctic water. Its maximum abundance in Stn. 5 decre-
ase towards east in Stn.  PI-2 and Stn. 3. 
 Salpa  thompsoni was found in Antarctic and Subantarctic waters, with a maximum in Stn.2. This specie 
was collected exceptionally in  Stn.l, out of its normal distribution, restricted northernlly by the 
Subtropical Convergence. 
 Iasis zonaria was collected in  Stn.1,1',7 and 8 with a maximum in Stn.l. 
 Salpa  fusiformis was collected in Stn.7 and 8. Salpa aspera  in  SLns.1,1' and 7  appeared in small quan-
tities. Although we found these two species in Stn.7, south of STC, they have been reported by Foxton 
1961, as limited in their southern distribution by this boundary. 
Thalia democratica was the most abundant  salp in Stn.8 and the 2nd. in abundance after Salpa thompsoni  
in IKMT net samples. 
Ihlea magalhanica was collected only in Stn.8 by IKMT net, although it appeared in several stations 
of MTD net samples. 
Both Thetys vagina and Pegea confoederata were present north of STC in small quantities. 
2- Vertical distribution and abundance. 
In Stn.7 Salpa fusiformis and Ihlea  magalhanica were very abundant at night time and during day time 
they were found at low concentrations. I. magalhanica appeared at day time under 300 m depth while at 
night between 0 m and 75 m depth. 
 Salpa  thompsoni in Stn.4 appeared at night time concentrated between 0-75 m depth and at day time 
under 200 m depth. In Stn.2 (nigth series) this salp showed its maximum abundance, in agreement with 
IKMT net data (Fig.2). 
In Stn.5 we found Ihlea racovitzai in a more or less uniform vertical distribution until 600 m depth, 
at night and day time. Vertical displacement is not so evident, although in day time abundance is low 
in comparison with night time (Fig.2). 
3- Composition of the population of Salpa thompsoni. 
   a) Vertical distribution. 
      Solitary form: In shallow waters the population is mixed and all the developmental stages are 
present. In deep waters the population consists of small young animals with predominance of stage 1 
and 2. 
     Aggregate form: In shallow waters small immature aggregate are predominant. In deep waters 
although immature aggregates are present in big quantities, there is an increase of big mature animals. 
   b) Horizontal (latitudinal) distribution.
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     Solitary form: 
At southern stations 
     Aggregate form: 
exist a predominance
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Fig. 1. Horizontal distribution and abundance 
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Table 1 Averaged zooplankton biomass in KH  -83  -4. (gram wet weight per haul)
Geographical               ST 
   zone
Station 















,8 STC-I-C 2,7 
 .93** 6.10 1.18 
.06** 0.37 0.98 
.09 1.70 3.22 
.58 1.05 4.29 
.78 1.04 1.37 
 STC:Subtropical 
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are mainly 
diatoms(*)





    zone
No. of station 
  included





































































  +) Constructed from Foxton(1956, Table  11d) 
  * Mainly diatoms 
 ** Excluded 1 sample composed entirely of Salps(Sulps in Foxton's table) 
  I:  35°15.3'S-63°29.1'S,  114°45'E-115°52.1'E, 30 XII 1938-10 I 1939,  Stns2152-2168 
 II:  53°07.7'S-65°48.1'S,  162°17.61E-168°56.4'E,  22-27  I 1939, Stns 2201,04,06,08,09 
III: 43°45.5'S-64°29.5'S,  152°00.5'E-163°00.8'E, 5-14 II 1936, 8 Stns  between1675-1684
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定着氷下における主零墨ヵ物プランクトンの季節的消・長
谷 符 篤 ・福 地 光 男 ・ 大 塚 英 明 ・ 星 合 孝 男
(オ 藪 ナ也 ♪研 究 所)
昭和 基箆 周辺.の良着氷 下 ヒお ける動 物プ 極 たは 一年 の うちの昆天 個体 教 主示 した(
ラ ンクtン ヒ晒 する情 報 は,こ の教年 来 日本sh.1:4804個 潜/""ti,Srim.2:3232個
南種 肥域 観測隊 の」引 こよ,て しだ、、に蓄積 さ 確/柵 ノstUt,3:2787個 体!解)P－
脈 紅 ・・るも の の周年 に わkb動 物 プラ ン 尤 輌4τ ・は、蜘 ・.い3と 同榛 に初tSに
外 ン群集 の秀節 的消長 に関 して1917t人 ど 猷(M。9個 佐 州)が 自もめ らPt5が ㌧lj
知 られ ていTJ、 、。 窺 者 らはノB)O"・IASS蚕 の個 体数 の1曽加は あ孝 リ顕著 一ビはTjeNっ た.
計画 の－fiヒ して昭和 墓re.9ベ ースtし た通 辞,si。,.5で は,4肺 らPHeで ・しか親
・年越 鰯111二 よ,て 得 られ た プ ラ ンク トン標liltl;行 な われ なが 》 た が)300制 球銭 では ほ
純 碁 鴫 叡 千 の鋤 プラ ン外 ン群薬 の1ぎ 編4胴 峰 髄 柚'ぐ ヂ ン聴 し
秀節 踊 疑 調 べ勧 で報 告8る ・ セ ・ しガ し,3。 。剛 燥 仁 下 、・てie4R
ヒ極 大(1470個 体/㎡1)を 示 し壬 。
∠ お;去>2.動 物群 の香節 的 ラ肖長
調 査 は,わ ア1噛 峡 の1齢k上k言9髄 出現 し聞 物癖 は,,。ram、 。ifera,
就dカ ・ら9th.50t5点(図1)に お 、、て,　R・di・…　 i・,　・Lph・n・ph。ra,　M・d・・ae　・f　。・her
1982拝 絹 か ら198鋒1Rateq,2～3週間 ・・e・en・erat・'　・・en・ph・ra'　chaet・ ・nath・
間隔 で行.Te。 動物 プ ラ ン7ト ン の採集1二はP・lychae七a,Os七rac・d・ ・　C・pep・da'エ ・。P・da'
NOR?AC　 t・)ET　(口 程4S(yWt、 目合Ol酬 の をAmphip°da'　 Mysidacea'　 Euphausiacea'
向 い 、舗 近 くか ら表 面 まτ の鉛 直採 集 左行Decap°da'　 ApPendicula「ia'　 Thaliacea'
活.kk'し,蜘 で513・ 一15-・wt,　 Benth°s'a「vae'F'sh'a「vae'一 ・Se・"Eggs　q
l5。一三。・!・,3。 。-6。 。札 鳩 直 区分繰1幡 丁'あ・?一.こ 蝸 の うち 。。、y。haet。,
玄行.た. ApPendicularia,　 Benth・s　 larvae,　 Eqgs　 (主
ヒして ベ ンtス 卵)需 棘 ・・。P。p。d・の5群
がイ塵古 し、 これ ら1・Aクi.の動 物 プラ ンクkン σ)
出現 個体 数 腔 わめ て帰 か ・ た・
2-1.P。 ・y。haet。
P・ly・hae七 ・N怠,別 書'周 年 に わ た 。 τ 出 現
1る カ、".要 蚕('2s～!々)七 夕タく 出 現 し ノ
秋 か ら 」ζ・1=ガ サ τ は き わ あ て 少 な か,7と 。
　 2-2,　 ApPendicularia
ApPendicu・ari。 も ・。・y。hae,。 ヒ同 様1言 ぼ 周
,ge。t・s　斗 に わた ・ て 鵠 贈 る が',顧(7Brv49)
にカ、け てタタ<出 毘 した 。
ユ ー3.　 Benthos　 larvae
図i.測 点 国 主 ヒ してR襲 類 の べ 、)到 ゑ砿 、棘 霞動 物
(ウ ニ 、 ヒ トデ 類)の 幼 生,1韓 動 伽 ホヤ
〈 結 果 〉 麺)φ ・pPendicu・ari・ 　Sukn生 ヵ、・,璽 馨(!2a
1.動 物 プラ ン7ト ン総 個 体 数 の 書 節 蛮イヒ ～!a)1:タ9く 出現 し,敢 から鬼 に カ・け ては
動 物 プ ラ ン ク トン総 個 体 数9、stin31～ ほ ヒ ん ビ出 現 し㌃か 。 毛 。
3t・・P,'、、てtlT,'as't'ua初 冬(6R)ヒ要(122-4.Egq・
H・'・IH)に2つ の極 大 が 都あ られ 、 初 冬 のq陶 生 ヒし τ ベ ン ト7e卵 ほ ヒ え ば'Utv
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類)か ㌃(部 合 室 占め て下t),春 から 項(fOA　 古しE・
t・V!月)に タクく出 現 し壬.2・ ・6,Kの 他 の動物 プ ラ)7ト ン
2一 ら.　 C・pep・da　 Chaet・qnatha,　 Eupahusiacea、 　 0・七r・c。da
Copepodaは,/全 潰1、首、て'個 体 数 ヒ7Si、・て景 も は主 ヒ し て91t3.斗,!ヲ に あ・い τ7βJ)〈 降 に
侮 出 し,1高 岳50Ptol'kt玉 書cめ た.　 Copepoda.タ9〈 出正見か"砂 ら小kか 一,9走PtS.1～3で は き
(T)う ち τ'1言Cyclopoida、(主 ヒ し て ⊆魎}hあて まれ で あ,'IJZ.の
塾 ノ　Qn⊆脳curVata　 )カ 、"1まとん ビe)書
節 で鼻 もflgE「 し7と。 特 にcyclopoidaは く ミ}と.(め>
Cten・calanu・ 　va・u・,剛ge・lach・i　 初 寒 の 動 物 プ ラ ♪ク ト ン総 個 体 数 の極 大
TJビ のcalanoidaと と も に初 冬(6月)1:Syrは主 にcyclopoidaを中lvt・ヒ し たcopepoda　 』
<出 現 しT。 　 Micr・calanu・ 一は,a)}1;19.i:よ るもe　 Z"aゐ.こ れ ら・C・p・p・d・
春 肪 動 力・1-rて叙 出現 しV,.　 tizの は 繭 潮 繊bも タタ<分 梱 る種 で'鵠 ・
種 ヵv周 年 ヒ わ た,て 出現 すSの にますしノ 一-rtノ 鍍n3.i～3・ で み ら れた 夏 蚕 の 極 大 は」
・n・arC・i・・ 、a6か 頒(9主1・ ベ ン トス 綱P娚 蔦 雛.£ ・　・n・arCti・a
月 ～ ほ ハ ・のみ 出 現 し,sh.1て ・1轟 も優ri　 tatい わ ゆ る三鑓 性 噸 物 プ ラ>7Fン の
出望見ヒ よるも の で あろ.
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南大洋 ・南極海域にあ1†る浮遊性頭足類
－Sl　 'B　EX－ 工 に お け る 白 鳳 死 恥 手丸 才繰 綿 一
沖゜
山 享 雄 ・ 才具 ト 敬 え ・ 多却 両 吟
(」き二天こ〃褒}し手1三可)(匡1t三)(2}(産 大一学i支L)
鶏{繰1魏篇謬11鷺;巖鰯蔓1露騰 鷺
,硅 組 方 も 井 手 に 手 紬 τ 古 る ・ こ0硬 向 山 剤tか か わ らず・,才1き 廟 連 の情 報 † ヵ一極 内 て乏－
tい 要 素 τ み る.　 BtOMA55計 画 α 字1・鷹 島 葺yti213!i物1山 川 て麺 若1-・&う η… こム は 先
師 鉤 裂 イ岬 融 鱒 ・磁 ・t4at・ 幽 よ うに麟 靹 慶 ・・よ ・ て －kt・Z
qこ し こqJつ な 行 量 じtセ つ川7・1る.こ ⑦ 多 之 らkう ・(か し1可 変 不 純 εoフf7'!
{lyr"・-fflAfl-(・ ・eV(勇 ノリ τ⑦ 樋 顛t・ ・て4細 相 知 ・繍 集 抹 ひ ゲ
と1よぬ 域 賄 享 差異q　 ・sる こt乏 エG7う もの日 ぽ み ち 学 診機 会・}利 用(て イカ額 の 生物 学
τ・み ろノ.な ホ 両 舷 住 宅 適'マ ラ す 燦 阜 ゼム的 情 報1収 某 す ろ こヒτ・み7,こ ミ1こ報告 書
tt　丘 蝉 のP{奮 」1護置 放`・(x才暴集!傷qう8tBEX紘1毎 は 蓑 毛期 待akた ネ菱・会 で・6～、
た ヒい え る.i}'"・ 乏ζ同 ず うt捏 ←hう ρ月峻 な差 …認 み9
徊1綱 純 一工瞬 ・味 犬1毎1緬 締 鯖@・ 呼 埣 ぽ ・1ては'4・ 蝉
}軌丸'ぶ ・よ{P・*座 方b向1亨 ラL㍉ こよ って揉 隼n・ ・広 域 賄1㍉A.cde飢Ch'ean　 (St,},び・1司走子徒
沖 肺 勘 甥 懇9碕 類 字 層1・ っ ・1てP・9f7・A禰 麟 継 ・萄1深 川 樋 恥
轍 拮.福 姑 肋"'繊 嘲 ・て 劇q願 ・プ な
け亨1乏㍊ 孝蝦 篇 で,禮」(㌫1品ll㍍ ㍊ ㍑;、驚 ア驚 ㌦ 蕊 嵩 姦』二
た鴎 蘇 射 殺 個 り.騨'‡ 白魔5r徹 ほ 顧 サm9ん ・♂ か一鶴 詮
」彌羅躊鰻灘1漏㌫罵ljl巖篇 灘巖
ユ,.(tZア 星ヒ'60`囲)q碩纐 ・3{t・ †'1・ 俵e)t6,・R…2-・ ・・・…`午 … み ・ 九 ・
属t豪 ・、tes'A,最 尺 動 豊',王 度1ま93～{f・ …1"呂 」'
・,.'iい 写造 …'煕 麺 ⑦ 触 哉'よ ・よ ぴ 醐























































聯 丸 第3}繍 極 毒 言腫(… 　D・IASS、　SエBEXエ)1(挑 、て採 集 さ虹 魚類}(つ し・て
o多 部 田 修
.小 牧 勇 藏
(水 産 大 学校)〔 遠 洋 水 産 研 究 所)
目 的 ・ ・薩 庁 ラ徽 調 査船 齢 微 ・(z,s41t)-lr"zz%、XZ;Ahて ・8%程 度 で 醜.し か し,
19Bエ ・MASS;　 SIBEX　 II(参 カbレ(聞 ラ執 姥3♪ 天 恵 ・K量i,…ta3当 ・ノのdil2個 外 数 は 第1次 抗
南極 髭 噸),19S3Z}lfi・-1?S4'9-znsz,海 のORエ ー2・・カv'0,332て 最 も多 。・。t・(KYMT
南 大 洋 の4ン ドシ枢1・ お い て,ナ ン キ 。 クオ の第1x〈 はo.7・ の.こ れ ら のづ直tye2K¥}47s
キア ミ乏 中 心 乙 し τこプラ ン ク ト ン,寿 輝 ノ魚 ビの 他 海域'に ヒヒベ る と極 め て低 い.
類 な ピの調 査 と鯨 類 他の 目視 養見希 を行 ブナこ.
本研 究 は この調 査 で褐 られ τゴ篤委員の種 組 〕或,
分 布他 を四月うが に するニ ビセ 目的 とす々 。
Kγ1v1丁 資 ラ耕 に よ う 無 妻貢の 分 布 そ 第',z図
に 示 す,第1♪ 期 先海 に 才う'い て は75σEラ イ ン の
北 部 域 に 多 くv・t5・k(一,一 般 に ラ豹k域 で は 少 な
いイ彦負向 ヵベ言認・め ら れ アこρ 茅Z>ヌ 」席庇シ毎に お・い て は
方 法 ・ 魚卵 ・雑 仔 熊 の調 査1‡,%°5以 調 査域 の 北 部 で 多 く み られ,考 ラk域,・6・ い て
南 の7雄 列 ン ヒ,6s・ ・-7s・E・6/御 練 で.t,や ・　di現 け 。が,欄 域 で は全 くみ ら水 な
/993'一「〃 一・z月(繁 い 欠航 海,第1図)ど/9が 。 た.
94等1～z月(第z>欠 舟充ヲ毎㍉ 多z図)1ミ4itiつ
れ アこ.卵,維 仔 の採 集 に は 圭 と してORエ ー20・
ネ ッ トY　 KY卜1丁2用 い,曳 綱 の速 力 ヵN"約3ノ
ツ い 鳴 ろ よラ に加 速 を適 宜 調 整 しな バ ラ 、
纏 類 別 に9t　 lPと.ハ ダ カ イ ワ シ 科(E・ ・c・r・na
antarctica　 ・　40個 体)ヒ ハ ダ 方 正 ソk●(N.・ ・a・ti'
ク個 体)の シ ラ ス 期 稚 魚1‡ ム'e,S　>tl南 の ほ べ 全
域 に み ら 木7t。-」 方.タ"ル マ カ"レ イ 才子Bo七hidae
ネ ッ 十 が ン00倣 〉桀に 達 す る よ う ワ イ ヤ9矛 ク300の 脆ncopsetta　 macula亡aは ク9・Eラ イ ン のSO・3以
倣 に 練 ソ出 し ノ傾 家捜 き 乏 し た 。本 研 究 に は 北 に の サ 認 め ら れ ノ 魚 卵 の 出 現(5個)は ハ
WP-2ネ ッ ト お'よ び'　tvfT　Oネ ッ1一 に ‡ っ て ラ昆 一 ド 島(ク ∫'E/53"P付 至L)の ラ製海 域'に ア艮ら れ
痩 され 仁 イ子魚も 用 い τこ.
採 集 卵Kつ い て種 類 を委 定 行 帥 ヲで飼 育
実酸 を行 フ た 。飼 育 に は12の プ ラズ チ ック
容 器 媚 い,そ の%～ 吸 に 海 フXe?.し,
水 温2-/～0°cに 孫 ろ ノ3～4日lcl回 の
物合 て・全 量 の レSE度 の水?替 え た.
て い アこ.
〃93与 ノ2月 ク 日に4家 集 しアこ大 麦卵(径4.0
77t77t)1ノ ノト型 の戸(3,S-Wtza)2の 計3個 を用
いて飼 育 実 験2行 ・t・ ・郷 表層 浮 鋤 戸て1・.
いずれ{躯 体 の形・成 が進 み,,3・ イヒ直前 であ っ
t:・x型 卵 はlz月1・ 日,ノ トgreC・」Plg13日}cふ 化
し,各 々全 長/7mntど/4㎜.大 型 卵 の 好 漁1ま
結 果 ・ 魚 類 赫 ッ　v　gy　2X#as〈 　g　X　{・示 す－Z肋 目1こほ ぐ 噸 を吸 塚又(全 長 は ・ク7,t,!t)。
魚類 は20鍾 以 上 ノ/す クイ回・体 が才来集 ざ れrc　,こ7]・ 型 卵 のイ子魚 は/4S4与1月 ダHど24Bに#イ 厨
の う ち ・ノ、勘 イ ワ シ科 ・… 。ph・d・・(約 ・・ 腕 競 しt・ ヵ・,い す'れ 初P難 ・・な リ残 しノ
纏 ・/〃・個 体)と ハ ダカ エyi'斗 ・ara・・P・didae体 醜 し 磯 ・鰹 生 鰯 。 仁 趨 卵 の イ3k、
(N・亡。1episc。 ・5亡i'30個 係)の 中浮 屠 ・lsrk,iEev'　ばム レ ノ レピ ズ 類 ヒ考 えGれlz。
約83%ZS6、 南 大 所 諸 看 存コオ リ ウM斗
ch・・ni・h・hy・d・・(ク 個 体)ny/ト 七 二ア斜 ・923Z/Z月7日'…一 ド鯨 側 の満 城1、
N・・。th・・i・dae(6個 体)1ま 極 め て 少 な ヵ'・fO"い て た て縄 ・・詩 浮 魚,腐 魚 の漁 獲 言嬢 壱
アこ。 行 っアこが',魚 の 漁獲 は 全 く み ラれ なφ～フた.
第D欠 航 う毎 と{多Z>欠 ご航 海一を比 較 す 石 ヒ,1
♪Xlてち'い て は/〃9個 体 躊 己録 し,Z次(卿 個
体2の2倍 以Le・ 遷 して い る.ネ 、,k9,Jで ・,よ
KYivl　Tに よ ・5才珠集 が 大 多数 を 占あ(第1>欠 で・
ク3"/oノ;第Z》 ク(て一ータ〃"/e),OR工 一200は 第'次
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表TAXA LEC　 I LEC　 II CRANO
.
;　 FA}・IIしY Ca1US　 OR　SPECIESkYトπ
㎝1-
200




Myct。phldae ρノtofo〃7{ノ(ン己oノ)!1{ノm　SPP・ 37 37
14
4 41
ε己2C」シO,1α απZαんC乏4C{Z10 8 1 1 20 19 1 20 40
ε'2cLt・'tα　SPP・ 7 7 2 2 9
五αrnPCtnucftth　 　sp. 8 8 ` 8
?〃uc・ ρhiim　sp・ 1 1 1
Hycしophldae　 sp.　 (damaged)1 1 1
Paralepidldae N。走。e叩 ξゐc◎ αろLi 8 3 2 13 15 2 17 30
80thidae /ηαncoρ4e亡dα 所ααzZαtα 3 5 8
` 8
Chaenlchthyldae ひ αello㏄ ノ7!1αZμ4　 sp.,　 etc・1 2 3 2 1 1 4 7
110totheniid士1e ルo乏oも自助 εα　SPP. 4 1 5 5
ρε田仇α94㎝ 用α 伽tα八ctiettnt 1 1 1
陶raenolepidae '1μ 妃α¢1!o乙eρ 乙4sp. i 1 2 2
Bathylagldae 8(以 σ2α9以　sp・ 1 1 , 1 1 2
Clupelformes (damaged) 1 1 1
Uniden　 t1　 「⊥ed 1 ,1 ユ
















)欠航 海 こお ける魚類 の出 現




゜、宮 丘橦す .ラ 中山 宗(雄 ・ 手艮奉 ・敬 久(東 大海 洋z汗)
レはじめにく　 Andriyαshev(ig62、19砕)が南大,羊 フた。 ハダカイワシ斜 魚類 壱ほぼ同様 〃り傾 向
に5iけ る中層'性魚類 の出1是程iを明 らか に してE示 したカr,そ の出現 比 は{汐くの場 合 ソコイ
以 来 、本海 域 の中層'住 魚類 に関 す るま とま ・ ワシ耕 魚類 よ リ高ヵ、・た。 ハ ダ刀 工 ソ科 魚類
た報 告は無 い。従,て その米 平 分 布,ま だ水 の分布 ほPF以 南 に限 らt'1て1}た 。 一方 ヨコエ
平 分布 と海 沢 ヒc77聞違1に フ(1て は知 興クr乏し ソ智 恵、類 は上記3科 ヒは逆 に 、SＴ(イ寸近 で圧到
い。」富者 らtt白 鳳 丸SIBEX-1航 海(t〈H83-4)i:的 にその山王ξ!虻が高 く、南 に4テくに従7て 低
よ フて1983/lg94,12-1月lzO・ け て.南大洋 か ら得 〈な っ た。
られ た試 料9毛 ヒ1:、 中層 椎 魚類 の水平分 布2.才 二'1タ ・力属 魚類 〃)フi"平分布:上 記4糾
セ科Lへ ・ル で、 また最 宅句 数 出現 しだ ヨコエ め中 で最 宅個 株数ン)v!gyD、った ヨコエ ソ科 魚類
ソ糾 才ニ ハ ダカ属 魚del:フ 日 てtGt種LA"ル で の79%以 上 が オ二 八ダカ属(幽)魚類Z"
占あ られ た。 その う5の 優 占種3種 、9.1bz]zusnraue・解 析 した。そ の結 果Eこ こに辛皮差 す る。
卜 方法 ぐ 試 料 は圭 に150°EヒlIS°自 こ沿 ・た;e!I　C.p幽 幽 、C曲 の測 点・刷 出環 枢株 数点(図
1)　1"　'Oft　IKMT　(目合∫,OWt)によ るりイヤ ー繰E表2に 示 しt三。 これ ら3種 は他 海域 で明 瞭
リ出 し2000・一夕DOO　m　diyttrijf　y!l　EPき1:,Fフ てま来集 され な鉛 直 的本妻み分 けEZdテ な ってOろ こ ヒDN"roら
た`ネッFの最大至健 深度:670-'oSOm,平 均841m)。 測 れ てあ'リ、表2で は生 息」察度 の」ギい宅のカ、ら
k,itgi9亜 熱 帯収 束系泉ぐ5TCル)北 に、損ε',R、2と晦 に上か ら並 ・N・r?。最 モ 生 息層 の湾}'い⊆.L11llth・
7rt∫TCと 南 極前線(P日 の闇 に 、また測 点3.はPF以 北 にのみ 出現 し島 よ リ深 目層 に生 息
4.s・6、asびPI・21PtPF・],Rlt?そ れ ぞれイ蝿 しa5£.ptwdlldaと ・9聯 あ・1よ南極 鰹 にi'fi
。た最 南 の3測 線 除 くす・v間 違111怠に出瑛て{)5仲#tta.'984饒 」毎酔 夢会秋期夫妻講演要旨集)。
レ系青果 く したDN・.南 にそテ〈に従 フ7、 」?の採 集イ匡准{数
1、 主 な科 の水平 分布 ・本船 海 で1糟1誘 よ は減'少 した.
ぶ 魚類 が株 象され た。 こ こでは いV・れカ、の測 以1:,南 大三羊に5・t75中 層柱 魚類oワ71く平分
点 て・個体 数 利0%以 」睡 占あ た糾 、 すなわ ち 布 は糾 しヘリし7・モ.種 レ・N・1しで 宅輸 こP臼 後
ソ コイ ワシ斜,∋ コエ ソヂ},ハ ダカイ ワシヂ十 に大 きく変化 す3こ とDveAらD・ にな,た 。 な
ハ ゲ カエ ソ科 の以 上4斜 の」訓点現 出ヨ里民E示 方発表 当Bは 種 しベ ルに おけ5フ1(平 分布 パ タ
した(表1)。 ソコ イ ワシ料 魚類 はほ ぼ全ジ111点、に 一こ/にフoて 宅報 告 す る予定 であ 」5.
出 現 しr。　DV.　PF以 南 下袴1:そ の出正則tぴ 高 ま


















、石 上 萸 一 節
(ス斬 頁享大学院 旬蓼 科廓 ラ庭科)
縮 緬 本 手芽海城 の東経//6・Kが ノSz>el(　の本手浮海城 τゴ 裾9れ た・菌ネ種渉 は夏期 に
策 フたヲ観測 点 て薙濁物試料 とイ署k。　ew'jヰ 埠水力y高くノ分布す 参・ ミのよ う15海域 でtg、
蔦 での懸 號 有徽 纈 度 外 瑚 餌 、表層 聯 水以勲 調 ア ミノ蜘 ・,翫 嵯 醐 茄 ぞ
(・一/刎 τ蜘 一・/ク躯 ψ 躍 層腕 働 酬 け 材 ・k訂 び 乏嫉i梁 間 繍1・ 駄 懸
/6./一町Te/ノ ・凝 鯛cあ ・た・ と弼 の 瓢 膀 精 励 にMiflz・,5tり と献
1鶴 丸糊 醐 慶 願1・ 比へて 低 く、zK・(ろ5J4b。
聯7賄 鋤 ぞ縁 近 噸 τあ 活 。 隣 ・k噸 新 室肋 う勧 襯測 点(陽 タクs:
懸濁態 有機炭麦 に彦わ ろ炭 フkAC7ta駅 家 ・η!/5"/6.O'EI)で傅 シれr・懸雛 脂憤 組成1(隠 明 白
夢俸 は、襯 刻 、セ1表雇 の平均 値 τみ 多と、南 な糟微 力y認めShk(下 図参態)・す な わち・ヰ
御 練纐 北 で!R,sL/3/%の 範1幻・e・りX-琳 とi'EF　・tんで綴 ・・/・2…脚 鯛 庭髄
献 、 そ似 卵 綴 鵬 τ減 ナ し9・クク魂 彫 醐 御 ・靴 繍 飛 龍臓 願 力楠 く、R・7・・S－
磯 馴 醐,仁 フミノ碗 、よび月搬 齢 い 似"吻 御 棚 ・仁 この働 稜 翻 臓
茶 棚 勧 、婦 ピ紳 獅 み ヲ九卿 跳 よ のク1へ8/知 湘 拘 参。御 調 働 剛 磁 鍍
、細 水遥 確 利 幅 ∫マ 掬 〃7　t　thdリ劒 筋 酸1・対 川 劇aび.ti.6～33、8%`o範囲 ヒな リ
ドttな り悌 施す う傾 向右下・誕 初うlt　Tc。・最南 は/o-IS-eteη 範囲z誘 ・/--eヒ こラカ畔 茅クκ
伽 纐 熱 願 緬 材 ・k(S・PtPt・)nr・"i7to枷徽 鋤 η麟 蜘 醐 τぼ 綿 織 御 旨
ら`F'・1?-vアミノ酸麟 象 璃 勧 、 この酵 鞭 獅 噛 隔 く2蜘 μヒな リ・創 鯛 酸
水以浅 で40%以 上の商 ・,値ε柔 し、逆 ド肪質 ド封ず る劇 虐{58%き 修め 斥・以Lの 締募18・
徽 孝 確 怜 は、平方クk抑 びそ れ以潔 で労 や埠クκて一認 わ うψ係 懸濁態有機衆知 靖 わ 会
握 趣 殖 ほ ほ 調 物 繰 が潮紅 徽 態 競 物 勧 轍 が糖 月醐 の蜘 邨
(∫・瞭 ・)・P4ン 憐 劾 婦1び ラ雛 九(F工脚 よ・て も鵠 抽 ひ,S亭Sf・(てN)5・ こ
Chl。(,,,。　 opfvaEtRSVIR〈IXrN7viて 榊 砺 ・
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差リミ見 られ る.し て・・る・
3)動 物 体 の平均 的 な'SN/3C含 量 ほ餌 よ ワb 廷ヲ鳳 多しκH-83-4ン ズ調充海一でネ昇られ「ひ毛ト牙重圭才勿
一 定の書捨 で高 く写 る.牛寺1:窒 素 の粉 ユ.さ 癖 斗のδ'℃イ直をま とめ るとンメ下 のよ うに与'る.
纏 生態1干 てン珍物蓮萎黄にラ倉。 て一 定 の客'1合'で'
高 くイd-'ってゆ くこ とっt日月らり・と/ダっ て・・そ).___一
これ に関 してほ冒下坪度 第6回 シ ンポ う/ウム、て"　 t3COz+H"CO3一 二K=〆 ・oo9!(0℃)



























図i.同 位イ本く筋'1に 基 づ いτ:生態 系 の摸 式 同{劃 本 家の有効 †主1:つい て考察 し仁・・
図
⑦ ～⑦ の巻〔字ほ 同位1枇 変 動 要因 ぴ
ら(ンぐiニノ嫡 フ商テfアを示 してし・そ)。
南極 ラ毎0)各 矛重主物11ユラ毎ラ羊て"t)イ医し・δ'3Cf直 を示
しτ:./餌 亥7遊資、{てラ!δ・っτ:δ'ノ3Cイ直の夕曽ヵplJe力石‖乏
でにな い 。 これ ほ若試 料 の脂 質含 量の変 多かρ)
kめ と考 え られ る.本 報1者 でlj[δ!SNの測 定結
果 も・含め.南 極 海 生態 系の研 究{:お σる安定
o
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o脚 気 秀和 ・ij)E7暢 多(忌 嶋 犬幹 圏榊 笏亮戸ケ)
脅 彗 の象層 プ・9翠眉1・お可 乙準 争のSVYva
{・件.z輸 送 さいラ滑機 物1子!鞠 の?f物語
動 を維 持 ア2童 曽 ヴエ字1レヤ'一線8勇 ラ・南
緯 考t砺 光層 餉 光橋脚 吋 栩 酔 擁 彦 忽・'
とd・ 商 擁 砺 か ヒ列 祝 勝・糧1・
わzf層 ・PteP9・帰7裸 踊 珍 へ 申
・琴 屠 牛 ハ才箏発 亨彦吻玲虜クヒそ畝ド伴 ク吻
鷲鷲巖㌶篇議論蕩
薄 舞 ヤ)乏の姦'鱒 送1・関{z!2ごPt手e・17=と
ん ど知 尾 グ好 争倣Z・ しび"'
5ca手 脚 曳3・ぽ 、軍 ラ(哲孝御 台図 式周
一霧一4二吏雛形7φ際S杁 一ヲ(6`6ヲ4'$.|5り'ユう乍)
1・あ・'　ze　ytメ ンy・ け ヅ7噛 験 セ擁 レ、
痛葬 特 売 融 手1・有 ヂPtラ 笈 化・降 城グ9
獅 急行.Z7り 有磯 吻 φ化鞠 タ狩 傷蜷 叩 ウ
7・t・ア 》 ミセセ試 み 戸.手F-、考 唐 唯積 物や
癬 新 粧 タリ紐 或 ヒt比 較1z、 坊 繊 チ/ffll{
吻 ・走蘇 セその輸 送 過程 、・7・2夜 討 しF-一。
勇1聯 鋳 ヒ哲窟表層 堪 稽 汁物 投 化オ秦 毛
一 い イ ダ・癖 瓢 ヲ1・1チ・通 常 み ラい>M－
ア1レカ ン ヒσ要 び 多Pbu-a,し,d,し ・エと－tcp
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鞭61乃 ナ こヒブ ウ・究 騨 ヲ有機 物 の好 雰 　 Hyd「°ca「b°n
毛Eロ 〉)3彦 薯 ワ指碑)物 質 ヒ壱27.
㌘1・・魂 騨 チの細 叙 と政鞍7>戸 〃 労
粁Pド 琴遊 ずラ榔 鋤 数 多の赦 イ畔 季 セ謂 ぺ・戸.
ろ η瀦 〕字解 ラ也 彩力・ヌク ロ マ トク・ラムモ国 一
ヲド矛 ダ.才 探 ヲ0蹴ヒ動 肌の懸 場 粒 多1司7,
レーc2sの ア1レ)アソ麹 ヒ1じ毛{二'膨 しL.A(帆 －
e.・・!:6)η 渋4じ フ仁寿 が軸'tzltlre.一 ・ψu・
Ptv,　 ・FOP　uPO.,tbo伽 婦 鰯 糊Z淳
?bと－A　ng》乏っ偬 の ヲ1レ}アン麹 呼・全乙認 ∂ク9
ψ ダ 燐 勃 械 乗数勿 ・姓 の η一 ハ レ〃
肉書劣 ウψtz"T=.ミt}・Lら の存葬 よ ソ ー α)〃、
」x考 の玄麦ノ9碓 場 粒 チ セ20伽 峡 燦 の採 静 静 揚
粒 ラ11・1チFl7ら〃・1碑機 物 の足 癖 グ要 ヴ2ユ ヒ
が赤 ゴψ{戸、 ヒ乙ド,惚 レAの 幾 夜水 素げ
tWPUラ ン クト ン の鷲 イu老寿 ・ηう91・ 畢 毛1多
禰 喰 φ南1,詑 冶}吻 ♂湯 おtt・u、 表層 懸
掲 粒 短 圭 ヒ・禰 帰 参 の飾 物 ・幻 蛭 藻
麹 ド賜 れ ・1ゆ+り と蠣 解 醐 多.




























同 一4.粒 勧 顕 し誘 層懸 場粒 チP・e.fPt
多授 イし才 系 ¢T"ヌ ク ロ マ レク1ラ ム,
ン類1滋 潮 麟 多辮1ゴ|咋 穆)E・97da乙 ・・
仁 が、葬 層 轡 婦 雅 チ1二12・全く房霧t　 rfP・7　F-。
這 事実 呼.喋 鞠 噺 豹跨 が努 騨 チの境 域
ド蘭 与 しZ　ll多 の2浮 び∠ 、差 脚 搦 雑 多の
神 嘲 物 価 和 物 輸 凶 ・寄!flg";3-"
ヒ老吻 幣.z、1`}一.
差脚 彩 舞 舞 ヲ・の粒 傷 物 画 レ そ似
獅 確 俗"昨 つ11磯 僻 紅 ・S¥ア ほ
纏 セ国 一イ1・ 和 ・1・・rMり(上 の粒 微 吃
・蔵解 繍 糊1・1工 一 吻 減 下 の`t'のに比
A"　br-C2ち の ア1レケン麹 乏グ ヒ乙1二高 ・・割 ノ含8・
秘 勾Z・1お ヒが認 め ら畝 忘 ごの"t&
リ・究 騨 別 才圭1・表・脅半z・)i;rfし 斥犬型1粒
チド由来t2、,多 物 ヒ言 エ 〉.ヒd二 、b,・一・
c・sの 了吻 ・麹 動 物 ・ラ ン クyン の髪 粒
1二も寛1,tt2ざ ψtl>ミ とVNL).福 禄}吻 〃耀躍 び
舞 重輸醒1二)チ髪粒 享 いの二(喫粒 タの形 城館
グ重夢 τメ 〉 ヒ矛 ユ 亨 μ メ.
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o原 、封 望〕 ・ 乗 本 箏「一や平 ・>9q矯 孫)9
(北 天 ・ 永 在 善 考や)
涌洋表層ブ生物 に8.マ イfり弘づレt1三粒 弓 打 エ下 につooo綴 れマい も2層 づぽYし でン
、9、転 頑 駈 歩、π1が ら水柱+U臓 レ 観 ㍗ た.?・ ・=Z、1つ 総 ・句 に鐙 鍬
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喩 丁石蜘rj手 緩 ぞあ る。!ザ白わち 、セ ゾメン・め正瀦t弓 め大都房(勾 翫4)11ケ 年遊 漁 の
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徹 し乃 の量 凶 歳 調 唱 こ脈 ぎlj、　 恥 之力・ら短 噺 綱 に蔀 に 髄 擁 繍
ど 罐 震鵡 酵 が碗 ヵ＼ ど バ ラrl麺 フ1ユしたのゆ 舗 嚇 駄 キで の哲 扉 のづ
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齎 流 しk.宕 ㌘1町 触 パ フ ・・/。 三綱.夫 量に
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確 立歳 釦 駄 歳・噛 瓢 ・:x}-B酬 揮 い お カ＼:Bコ ¢1-S、・翻 〕・」絹 の鐡1・
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X}anXvp..17,9.N1禮Pフ7-(握力 了へ 除 畝1ぺ;i2イ 時 襯 諦 ネ足 しマ け
C・.、礪 に 鮪)t61°33/8,1寵)ワ/Eの 把 っマOコ こ…が飯 らUも.
寵鐵㌧;弩1霊鵠獣藍齋・綴ζ〈論∫嘉欝芝露鶏㌶ご磐亘
)ヨ言で 泌 醐 縮 絹 し1=一.右う1っ 、百P塾 トラ う、イ包毎歳プ見 らγuら傾 向、霊 廟 蚤癌ブ も?ナ
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り湧 の矯 づ 、レ ムー期 洞 徹 マ「"yl.β.苓 酬E弼 献 磁 づ 画 一講 元財 減 産
らに.こ め・貧粒7}未 の蒔楓向五動 のパ9一 ソ 産 め偉 い東部 雰評 茸マ汀.下 ラップニでの働 則
50
00
7b\-i or) n -4-11-dz 
   d) „    -5-1
cq-(Ah 1
Total flux (g  /m2/clay) 




















 25 4 










 37 0  m
24 3 
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ヒめ1二 しへ.tた 観 ラ則 臭











































ツ7咳 駿 の観 剛 戻 を留 目ニネf。 計nS乏9
ig"・Z、2隊 拠 吻・K.La・ 紬'・ ム 値 吻
3,Sl・3備 後 海,〃 σノ4ノ フv./mρ2矧 β,
トラ・ソフ。の4手得夏‖画 こPe〈!,20ノ!ア23--」 為〃.!S//醐
'詩C・AP　 ep鯛':　 ltaSt　 ‥ 御 つノ　/2Sth
ン幻勧 れ 一2セ 倖 遊 ノ て・あ フた 。









(cρ ・・4ハ ・嗣 ユ3'1合 は,南 極
・。9いf・3ノ 賜 金
,タ5・%識 ・勿)、
鵯 鰍,み 俳画2あ 、〃 ・2路 冷
々%)1・ 吻 多.こ れ5の 伽 よ、イ幽
遠 城 のぞ抽 ・昆 しζ教1多v'ら/oイ 多諺 力,
犬1"eipτ ・'巧3.二 η状 泥/xカ ム4y
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手噛 齢 巧 ・zty・1鵜 ・kへ輪 色
上ぷ5肩 抹 物 り多




























































































































プ リ ス タ ン
17
15」7
プ リ ス タ ン
































































数 字 は 炭 素 致 を 示 †.例 え ば 、29ほ 炭 素 盈29の 直 鎖 炭 化 水 素 を 示 †.本 文 中 でt±C,.と 示 † 場 合 も あ る.
L/Hほ 蝶 類 炭 化 水 素(L.Cl.-C..)と 長 煩 炭 化 水 素(H,Cri-C,.)の 窟 量 比.
cprは 炭 素 優 位 指 数(Ctrbefi　 Prefereeee　 lndtX)で 奇 数 の 炭 素 畿 を も っ 炭 化 水 素 と偶 数 の 炭 素 設 を も っ 炭 化 水 責 と の
重 量 比 の こ と・例 え ば ・CPIのL(CP　 IL}ほ ΣC`.十C,,十C`./ΣCl.十Cl.十Cr・ で あ る ・
r.Att...7et.t.(1970,;2.8trbl■r■t■1.(ig73);3.81u■eret■1.(1971):4.B1冒●crGt■1.(1970,;
5.　 81u●tr　 ind　 Tho● 亀s(1985):8.Br■,ntidE■tas(1961):7.SrOtnet.1.(1972};8.C|irltnJBI■"r(;987):
9◎C|■rkett|.(1973}:IO.D■▼is(1988};11.臣.■andC.1■i・{1989):i2.Koeesetol.(1965);13.12t巳nd
Leebl;eti(1971):14.胃tcki.et・1.(1974);1S.Or6■t■1.(1967,;16.PSi1;ppl(1974);17.S■ver■t■1.(197Z)
pe阿H－ 国r間 駒一 … 舳■
図3・黍響 蠣 鰯 炭4嚇 紛 り塗鑓
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億 籟 しrte　 Σ晦1渡 物 ・ラ
ン・クト ンs"一φ木 ラ5イ ソ7ρ レ ノ
・1ト 炭 化 ♪k柔t考2s4・t3rp
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醜 く棚 卯 ラ ン パ ン 楊 蓼
乞受 サ 時 好 は え う・
芦 ゴ/}pvaフ σラ ン ク ト ン1:よ
・て,鋤 ・・ラ ン ク}ン ク・鱗 ・
磧 イ 多 ・ フリノス ク ン(表 ・ノ
σ・蔓嫉tr－ ム現4う.存1肩 書 の熟
利 弊)水 ク・11?しt,多 く 髄1
れ 勧 つt:の ば.図31・ 手4∫
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 /7.;  r,  to  -rj  .4•`t  1(1.3-91 ,, 
               P# out  I--  -4'  it-2  3-, Limopsis, 
Limatula, Thracia, Cuspidaria, Pontiothauma" 
   (6 tif hs- =.. (1 Pt %to  -F 
IV- 4 3  Os. 3  '1 '1  COI') 
       f= 'op 07 ill 3f' 
       3
   a)  2,  --y / g 47 4-,_57 2 
 -61  tt,  c  t  0)  :r-  f7.  of Limopsis 
grandis Smith  Pt  4  t-  •
 4.  % 
 TM la  *_  (1‘?irp  -7  " 6r) VI; 
 4-  t  f  g  Powell 
( /960, /96r)  Nicri  C/966),  Del/  /977)  rd 
.
54
プ'ラ イ ド;弩 で採 集 さ れ た重、類
岩 見哲夫 ・ 内藤靖 彦
(筑 三度大 ・生物)(換 地 フ研)
南 大 洋 蜘1舗 磁 類 の分 布 はANPRi-　 aig,a、　 6紬 礪,2罐 じ政 んでsリ 、 今 回 の 調
AsHEレ θ96ケ),DEWITT(!97/),PE鯛ZTZ〃θ97りEz・'taこ の 内 のkV30e/・ の 種 類 が 確 認 ざれ た 。
うに よ っ て彩終合的 に論 じ うれ てあ・リ、 特 に 、 また,新 記 録 種 は 含 まれ て い な か フた 。
ス コ シ アーmkvロ ス海 ち中心 とす ゐラ毎域 につ い:の 海 城 の種 組 踊 は 明 ら カ＼に 東南」極 タィ フ・
ては 詳 細 に調 査 され て い ゐ 。[>ttじ な が ろ 、 の も の で1あ ヅ.ス コ シ ア;毎 の綾 絹 威 を特 徴 付
一 力 で 臥 ウ ・ ッ デ ル海 や ベ リ ング ス ハ ウゼ＼ プろ様 備 鱒 は 儲 れ て ・・な カ・。 た .
ン三岳,ク イ ー ン マ ウ ド ラ ン ドカ'ろ ウ ィ ル クヌ、 昭 和 基 地 周 辺 で の書眉互 「ネ,ト ラ ッ プ。カラ去に
ラ ンド;中の量瀬 調 査 は極 めてケ なく 、スコ シ よ う もので㌦ 今 回 の調 査 ビば 力核 力"・全 く累 な
ア;毎や〔]ス海 の量表現分 布 正 比重安考察 すろ上 で'う が'、基 地ノ司辺,で圧倒 的 に優 占 レていろ
多 く の「句題 道.を 残 じ てい ろ 。 77remtivfOPt"S　 berハaccん'i(ショ ウ ワ ギ ス)カ"'
1イ 固 体 じ 採 」集 さ れ な カ'ク た こ ど ば 興 味 深 い.
今 回,/984年2一 月/!日 と!9Eヲ(η2度':わ た 採 集探、度 の問 題 と考 乞 う疏tう が'、 ゲ ンデ矛斗角.
っ て、砕 ラk船Lう せ に よ リ、調 査 の遅 来 てい 類 も採 集 ざれ な カ＼・ た 。従 来 の 記 録 で シ ・ 本
ろ卸 加 四 つで あ ろ ク イ ー ン 曾 ド ラ 〉 ド 雛 纈 ど じて は 〃・如 ・訪 望微
由
布 尾#l　 rv.　ラ>7ヒ ノレド コース トラ中,ブ つ が繰 集 されて ・吻 だ ・sで,オ ン ゲ/レ海 峡 ガ ろ
イ ド翫 おい 戊 一ム ト・ 一!瞬 集物 納 レ・朝 税 錬 れ て・・ろ 一
れ た・ 二の3ragi・ 　asい1.計Md固 体(4科6一 け ン キ ・ ク ゲ ンガig　 ii;k
鮎 穐 味 同鰻)聯 繁 れ 観 て・、以 枳 蹟 い な・・.こ のオ紡 こどガ ろ、 轍 、
前 に こ磁 域 で行 飾 れた調 凝 苦果(砺 ∬・,ブ 列 ド三牲 綱 ろ、刈 詳 糸田な ト ・一ル 彦随
1969」P・W17T,・971イ 也)、 目舌綴 紐 周辺 の箆,類t{吾 に 、基 地 周辺 で'Cl/"。 て ・)ろ トラッフ・
相,さ うに,ス コシ ア海 や ロス海 の重美喚相 と 採 集に類 似 じた調 査 力法 空行 な ラ:と にょ づ
比較 璃 顧 た。 て、 この卸 舵 の酵 賄 の 精微 を明 瞭,諄 て
行 く:と カ"'で'きる もの と1思われ ろ.
z5言周 に万1ゐ ・'霞 禾1ノ ス ト
(*は 昭知 差1せ でL採 集 され てい う もの)
Farnity　N・t・theniiPtae
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tas*
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沼 波 秀 樹
(東 海 大)








で 見 るこ と と録 画 が で き る 。 そ の 画 面 を見 な が らビ ー





す る こ と に よ っ て 、 撮 影 され た 生 物 の カ メ ラ に た い す る 位置 や太 き
、 海 底 での 分 布 密 度 な ど を 測 定 で き た 。
 
? ??
?????? 、???? 、?、 、?? ???
??????
御 器 は カ ブ ー ス そ りの 中 に 配 置 し た 。録 画 用 のVTRの 音 声 チ ャ ン
縦 の 諸 デ ー タ(深 度 な ど 位 置 の 情 報 、 シ ャッ ター 信 号 な ど)を デ ィ
あ け て ビ ー ク ル を 海 底 に 降 ろ し た 。 ス チ ー ル 写 真 の 撮 影 は 、 ピ ー


































た た し、録 画 時 間 に つ い て は 、 生 物 な どが 写 って い るの は 、 この 時 間 の うち の お よそ 半 分
で あ り、 また 全 撮 影 枚 数 の うち 、 解 析 可 能 な の は40組 程 で あ った 。
KITANOURA(40m) #20????????????? ?、 ?





???????????っ っ っ?? ? ??? ????? ? ???、?? ? ????? ??? ????? ?????????
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特 漏 雌 栄養細菌力鳴 占し、そム ら1す手tee
羅1鰍欝毒藪撚鞭
高く(約30nM)、 植物プランクトン由来ヒ考
え弘3ケ リシン1こ対、痛 く、低 温仁拘9
ず絶 漁 帯や盈鞠 域1二比 べ遜 色な1、高 話
、棋 示 しト.牡 、椚}画 会と輌 髪に対、




繭 編上釧 る癖 綱 の増ヲ直醸
07FL悪一75棟 別雌 市木潮 が 電信X
c嘩犬海洋研)
電「寺じ め1こ ■
癖 の御尻舳 采鯛堺脚 光餓 によ
t)固定され†こ7旨磯 物 のうち、lo--LL-09(b程度「5
細菌群集の南湖 杁 晦 鹸 嶋 こヒザ目貼
巾＼1二さ～h1き1＼ ＼る。本研 陵 の 鄙 ヨ株.南 極 ン～†三(Hoし しleCtal
薄 に↑お、下る袖 菌っ現 有量㌧生産蓮度竜ボ ン～、
18　 C
ells　 produced　 =　2.4　x　10　 x　Thy　 'd"　 c　rporated
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (moles)
ヌ 細菌数{柵1二1こ て蛍 光醐 に δり求
1977♪ 。
物喰イ鰍 にお1下る細繍 集の役割も明肋・ヒ 爾結異℃毛際負
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? ??????????????? ??? ??。 ????? ?? ?
????????????
???
??? ???? ? ?
????。 ??
方 ラー }.1}'FいAVt,、・.qut　ov、.J　AzaVw　 (/9P)　 1=ド っ
芒,寸 研 わち)Db～2〃)試 ・K)こ,}ヲnM脅 メ
十IV[3H]千 三 ジ)も 一加 え 一し0°Cに て培薬 呵
る 。撒 伶 丁じAc叢 誌 濃度5%)も 添
加 して05に 粉 苦 ＼・肺 ＼ら 川1枷 ¢ 鱗
1蝶蒜鶏1贔壷蟹騙雲㍑ニ
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て い き こ し恥 知 ら 眠 さ5うK写 ・rr。 以後 、 諄 ・相 襟 当 亨 含め求.膚5砂畔 乙・　th生菌数A値 に
ニム群^細 菌O」今離 、菌 の生剛 、拍 ズ塔 じ1・っ 遵い、・一部z・ 行 フ ト 目pu三 三ド 訴3　tll歯抜13・
いLム 鶉 手 が多 く鉱:[似 て"}。L言 て・"寒5tSVAKsXl'一 よY値pt')もt～z新 高
しV・ しr)。・ぷ 醜 ・駄 、t・麻)・ 嫌 趣 く、 醗 麟 弐1評 斑 歯 軸1諏 欄 干^
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L・　dx　iF　>粧 麟 肋 鋼 課 し乙 パ 妹 … 雛1紅 ・卜滴 ・に し朧 足 競1・
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点 が ら得 らor「ミ毒 ・k誉纐 につ いて、 そあ 中O」 よ ・}も1～1獅 多く簸 む9　stc　F-。 一 》・ 南極
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Table　 1.　 Percentage　 of　 chromogenic　 bacterla
　 　　 during　 the　 decompositlon　 of　 chitin
Crude　 Chitln Pure　 Chitin
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Distribution and Transfer of  Organochlorines in Adelie Penguins 
           (Pygoscelis  adeliae) in a Breeding Season
 0 
 A.N.Subramanian,  S.Tanabe,  H.Hidaka and  R.Tatsukawa 
Department of Environment  Conservation  , Ehime  University  , Tarumi  3-  5-  7  , Matsuyama  790  , Japan 
                       Because of the detection of low levels of pollutants in polar organisms like 
 birds, aquatic mammals and bears by many authors in their monitoring surveys and by the pristine 
nature of these areas, it is sure that these organisms can be used to study the transport and 
distribution of xenobiotics in the bodies of animals and in the world environment with comparitive 
accuracy. The present study was carried out on five male and five female specimens and one egg-
of adelie penguins, collected in different stages of their starvation periods in a breeding season 
during JARE 22, reveals many interesting phenomena like variations in concentrations with 
fat utilization, redistribution , possible ways of excretion, metabolism etc. 
                        PCBs and p ,p'-DDE concentrations were analysed in the subcutaneous fat 
(SCF) samples collected from various parts of the body, abdominal fat  (AF)  , muscle, liver, brain 
and bone and an egg sample. Organochlorines were found to be concentrated in the amassed fat 
storage of penguins to the extent that the burdens residued in the  subcutaneou3 fat plus adipose 
fat can be safely considered as the total burden in penguin's body. With the advancement of 
starvation in a breeding season and by the resulting decrease in fat  weight, concentrations of both 
the compounds tended to increase in the remaining portions of fat. Linear relationships were 
observed between the total fat content of the SCF plus AF samples and the concentrations of both 
the compounds in them in male and female specimens in relation to their different starving periods 
in a breeding season. With shrinking of SCF  storage  , redistribution of organochlorines  to other 
tissues and organs was also noticed. Patterens of PCBs analysed by  GC-MS revealed no obvious 
difference either between male and female samples or between SCF and AF  samples, in the specimens 
collected during copulation and egg-laying stages. But in both male and female specimens collected 
during incubation-change  stage  , relative concentrations of tetra- and  penta-chlorobiphenyls were 
higher in AF samples than in SCF. If this can be explained on the basis of redistribution in the 
male specimen which was in the critical stage of starvation at the time of collection (Incubation-
change  stage), a same patteren of distribution in the female specimen collected during the same 
date is rather confusing. Because female adelies go to sea for feeding and replenish their fat 
reserves after egg-laying. The same was observed in the female specimen analysed,by the increase 
in its fat reserves and decrease in the concentrations of PCBs and p ,p'-DDE. So the possible role 
of some other ecological and/or enzymatic factors is suggested. A clear increase in the percentage 
of organochlorine burden was observed in all the body parts analysed with a slight decrease in fat 
burdens, with advancement of starvation indicating a clear redistribution patteren of organochlorines 
from SCF to other body parts and tissues, the bone and muscle being the major receipients of the 
redistributed organochlorines. Percentage of both the compounds to the total body burdens in the 
brain and liver also increased in the starved specimen.  DDE  /PCB ratio in all the body parts 
increased in the starved specimen indicating a faster rate of  metabolism  /excretion of  PCBs than DDE. 
                        Apart from the fact that in many other birds and  mammals, the females 
contain lower body burdens of  organochlorines than males, in all pairs of birds analysed in the 
present  study, females contained slightly higher body burdens than males or at least  more or less 
same burdens. This may be due to the lack of lactational transfer route as in  mammals, prolonged 
starvation of male penguins during a breeding season than females and also due to the negligible 
amounts of excretion via eggs, when compared with the data so far reported for other birds. 
                         Excretion via eggs, of organochlorines, were not significant in adelies 
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(about 4% of the total body burden of the  mother, for both  compounds  , for a clutch of 2  eggs). 
It is of interest to note that the composition of PCBs are strikingly the same in both SCF of the 
mother as well as the egg. No preferential elimination of any particular type of PCB was observed. 
Concentration ratios of egg to mother concentrations of individual biphenyls are more or less the 
same for all isomers and congeners,  in contrast to the observed higher rates of elimination of lower 
chlorinated biphenyls from mother to fetus in striped dolphins, in a study in our laboratory. This 
apparent difference in the patterens of  elimination, suggest a possible role of placental barrier in 
mammals. Concentration ratio between egg to moter of DDE was also in the same range of PCBs, 
proving the fact that the lipophilicity of these compounds doesn't play any role in the elimination 
of  organochlorines via egg. 
                       Assuming that the feeding habits and rates are the same in the non-breeding 
 season, as in the breeding  season  , which was already  reported, the gain and loss rates of both 
the compounds in the penguins' body were calculated. Based on these calculations it was found 
that an adelie penguin accumulates 85 ug and 29 ug of DDE and  PCB  , every  year  ,  respectively, 
via food. Loss rates were found to be 0.11%/day and 0.26%/day for  DDE and  FCB respectively. 
As a result DDE was found to have a higher biological half life (BHL)  in penguins' body (620 days) 
than PCBs (268 days). This suggests a higher rate of elimination of PCBs (at least in lower 
chlorinated ranges) than DDE which is more lipophilic and less biodegradable. 
                        The concentrations and amounts of both PCBs and DDE in penguins are 
toxicologically insignificant, which are now considered very low quantities to cause any effect,if 
mobilized. But the transfer and redistribution patteren observed in the present study in penguins 
is suggestive of the fact  that  , in some other migrating birds and hibernating  animals, which have 
high concentrations and burdens in their bodies, if the  organochlorines are mobilized in the same 
way as in penguins and reach the brain or reproductive organs during  redistribution, may have 
hazardous effects or even lead to death. If the indiscriminate elimination of all PCB isomers and 
congeners from mother to egg, as observed in the present study, takes place in other birds with 
higher body burdens of organochlorines, that may pose an increased threat on chick mortality ratios.
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太平洋南北亜寒帯域に生息する海鳥類による有機塩素化合物の三農縮特性
O田 中 博 之 ・小 城 春 雄 ・田辺 信 介 ・立 川 痔、・岡 奈 理 子
(北 大 ・フk産)(愛 媛 大 ・農)(山 階 鳥 研)
〈目的 〉外 三竿性 薄 鳥 類 は 同 一 海 域 に ヒt息 守 る エ ト ヒ。リカ,・ ソ ノメ ド リ は 冬 期,亜 寒 帯 境
種 ウ、5両 極 闇 主 回遊 す る種 まで 様 々 な 分布 特 昇(SubatrctScら 。・h如γ)を 越 え 亜 熱 帯 北 部 まで 南
性 や渡 っE示 す。{の ため 海 鳥 類1ざ 有機 塩 素 下 守 る 。 一 方 ウ ミガ'ラ ス藝動ま 亜1寒 帯 境 界⊥メ、北
イヒ.令サ勿によ る特 定三戸土成ウいう域ち球 自勺実見榎{こ お1寸 に留 ま る ウR2らs;-fi度IAリ ミカstラス類 よ1)も 工
る;毎 洋 シう染 を 明sり 、に す る 有効 なす旨樽 佳物 と トビ り゜ 力 ー ソ ノメF"t)の カ う鳴 く 、亜 寒帯境
考 え5承 る。 与 し て,異t「8る 渡 りE行rdう 海 界以 北 と比 へ、唖 熱 帯 北 部 の 表 層 永 に残 留 守る
鳥 類 力嘆 詩 三尉 艇 捉 朕 場 ・合 一 目時 に規 模PCB、 力唱1震 度 で あbこ ヒ ε,f.・ltし ㍗ ・る.
の 違 う 海 洋 汚 染 を理 解 一で き1可 能 十生りvあ る。 タ ス マ ニ ア島 で 採 取 した ハ シ ボ ・ノミ ズ ナ ギ
ま たt三 旬鳥 類 は 」度')ヤ 換 羽 に ともC6う 脂肪 量 ド リの 幼 鳥(3fr自 今)b、 弓検 出 で 似 たΣDD「Y,
の変 イL.尾 眼 力・弓の 定 幣的 朝 翻 方のノ》兆 な ど　 PCBsQ,成 鳥 に上ヒペ 侮 震度 で あ ・t=。 と く に
特 異 な 生物 過 程 と持 っ た あ 、有 機 塩 素イし合 物F℃B5◎ 西塔 の 濃 度差 伊 署 し く,ミ で ナ ギ ドt)
の典 型 的ig箱 績v排 泄 と明5か に 呵 る指 樽 生 ピ よ る戌 β」の顕 著 ね 蕎 後 口北 半 痺 滞 在 日和 二集
吻 と毛 考 え5蘇 る.逆 に 、 有 機 塩 新 し金 物 は 胴5こ ヒが推1鰹 似 た。
生 物 蓄 積 性,保 存 性bXl'th.い ためs食 性,渡 り、;毎 鳥 類 で 認 め5屯 た 有機 塩 素 イし合 物IE[北 都
繁egruビ 海 鳥 類 の 生 埋 生態 乙9R5サ1ニ オ る化 北 太 平 洋 に 生 息 宣 るイ シ イ1し カ に比 ヘハ)ず 杁
開 講 ヒ し て使 え る都 ・涯 あZ。 の化 ・合物 じ 震度ti・ts・・。 エ ザ 生物1・ 残 留 弱
本報 樋 南 北 亜 熟 域 よ り撫 ・し搬 粒 嫌 塩 素 化 合 物 の融 に 大 き な勘 吻 ・ ニヒ
の 戴 鳥類 の 生 態 と郁 繊 手イし合 物 の;濃 縮 特性 単 位 体 重 当 た り の擾 餌 量{恥 辱鳥 類 の 初 物 、、
ヒ の 関 連1ト生.につ い て 考 察 し た。 こ ヒE考 慮 す る ヒ,海 鳥 類 は イ シ イILカ よ り
も効 卑 よ く 有榔 縫 イし合 物 ε 沸 但し㍗)る こ
〈方 法>199Z～84年 に北 部 北 太平 拝 み よてベへ・ ヒが`堆 三則 さ払t=。
」1し7悔 で採 取 した リ ミ ザ ラス(c7・・i。、?9,),エ ト ヒ・り力 の 有機塩 素化 創 嫡 装留 濃 度1;・a
ハ シ7"ト ドフミ ナブ:ラス((ノンぬ どOmレta)、 工ニトヒOり カ1拉 長 手隻階 や雌 玄置1二よ る差t)Vち罷め 【う申rJカ 、っ たo
(∠な冠。　cLkrAata),　'ソ ノ/ド'　 1)　(A}atercu?a　c。tnLcu)atα),こ の こ と 噌 店 長段 階 の卑 、、時 期 に、 こ の{重 の
ハ シホ・リ ミズ ナ ギ ド リ(Puffthas亡e就 γ。st'rts　),ハ イしAb物 が 蓄積 平 衝 に 到 達 し て い る ニ ヒ乏示 し
イ イ ロ ミで ナ ギ トt'　1,)　(P。flthusgMi5e。s),誘 よぴ マ あ り,尾 腺 か 弓のR旨 肪 の/力 沌 にtもreう79'
タス マ ニ ア島lv採 耳又したAシ 〔†く'ソミ スい十 ニギ ド'量 ノ)有 機.塩Li.イヒ、合 物 の排 三色力、・推.定 で畝 に。 ま
リ 乏分 析 に焦 し た・ 右 蓄積 平 衡 乙保 つ ため に 毎 日 エ サ ナ 今取
分 祈 法 は 既 決 に従 、、、度 量 は キ ャ ヒ゜ラ リー り込 む 圧勝 上 すつ・マ 尾 腺 か 弓 排 泄 寸 歩 ヒ仮 定
カ ラム 芭備 えたGC-ECD,　GC-hS-SIMに ょっ た。 る ヒ分 泌2れ る脂 肪呈1コLワg/dtyとr6る 。 こ
の 量 は れ ず か9.5回/d・ γの990・ ・〈 ろ いで排v
〈結 果 あ・よぴ 老 恥 外・t表層 海 オくに期 銅 る　 tWts量 に相 当 し,醐 粟力つ の排 泄 ウ噛 鳥類
DDT化 合物Q、 北 半隷 中緯 度 の15染 城 を除 く に あ・け る有 機塩 素化 合 物消 失の 主ru)レ トで
ピ 母班 間 の濃 度 差1訓 ・一(・D.海 島類 う当 検 出,あ5こ ヒ1!irT.・7Ptして い る。
さ 吼 長DDT化 合 物:じ種 間 の濃 度 差ザ 小 さく 海鳥類 に残留する有機塩素化合 物の濃度と
}毎鳥 類 の 主分 布 域 が 北 半 球 中緯 度 の汚 染域 に 組.尻 は,生 息環 境 の 河 梁杖'況 ε よ ぐ 反映 し て
なnこ と ε示 し た 。[)DT化 合 物 組 成 は 南半 球 あ・,1;毎鳥類 サN指 樽陸 物 と し て 有 用 で あ る こ と
ウ、5濃 ・マ く る ミズ ナ ギ ド リ類 で 戸,1)ゆDTの 　 tQaPS力 ・Tあ る。 ま た逆 に 、 有機 塩 素化 合 物
比 率 が'高 く,南 半∫ギおよ て・・熱 帯 域 に あ・け る話 の硫 留 特 性 解 析 が,海 鳥 類 の 土魂.生 態 を 理解
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鵜 騙 灘 羅 縮織 勲 纏ノ;i鷲巖 騙 鷺」膿鍵
刻 字で'の島獅P親 類 の鋸 顯 雌tの 勧 醐 手紬 少Llkn"励 誠 ケノま纏 滅 ケ
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生 熊 系 モ デ ル の 設 計 に 関 す る 考 察
嶋 津 靖 彦 ・一 井 太 郎(遠 洋 水 産 研 究 所)
南 極 収 束 線 以 南 の 海 域 は そ こ に 分 布 す る 生 物 に よ っ て一 つ の 固 有 な 生 態 系 を 形 作 っ て い
て 、 餌 生 物 で あ る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ(　E　uphausia　 superba)を 中 心 と す る サ ブ シ ス テ ム
は さ ら に 内 側 の 、 冬 期 に は バ ッ ク ア イ ス に よ っ て 覆 わ れ る領 域t:展 開 し て い る 。
オ キ ア ミ を 中 心 と す る生 態 系 の 構 造 と機 能 の 特 性 を 見 失 う こ と な く簡 略 化 す る た め に は
モ デ ル の 要 素 と し て 取 り込 む 生 物 種 を 吟 味 す る こ と が 大 切 で あ る 。 主 要 な 生 物 を 欠 落 し
た モ デ ル で は 十 分 な 理 解 が で き な い が 、 か と言 っ て 生 物 学 的 特 性 や 量 的 情 報 に 欠 け る よ う
な 生 物 ま で 取 り込 ん だ モ デ ル で は 、 構 造 の 表 現 は 実 生 態 系 に 近 づ い た よ う 仁 見 え て も シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン等 を 通 した そ の 機 能 の 理 解 を か え っ て 誤 る お そ れ が あ る 。
オ キ ア ミ と その 直 接 捕 食 者 を 扱 っ た モ デJLと し て はY　 amanake(t983)のL　 otke-　 Volte
rra　 型 の モ デ ル が あ る が 、 そ こ で は オ キ ア ミ、 ア ザ ラシ お よ び ヒ ゲ 鯨 の3者 を 構 成 要 素 と
し て 取 り 上 げ て い る 。 こ れ に 対 し て 土 井(1979)の エ ネ ル ギ ー ・フ ロ ー を 扱 っ た 生 態 系 モ
デ ル で は 、 イ カ 、 魚 類 、 ペ ン ギ ン 、 海 鳥 類 も 取 り込 ん で い て 、 特 に イ カ に よ る オ キ ア ミ捕
食 量 が 大 き い こ と が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら二 つ の モ デ ル は 上 記 の 観 点 か ら さ ら に 検 討 を
加 え る 余 地 が あ ろ う。
最 近 のB　engston　 (1984)の レ ビ ュ ー で は 、 直 接 捕 食 者 に よ る オ キ ア ミの 近 年 の 捕 食 量 の
合 計 値 は(魚 類 を 除 い て)年 間4億 ト ン に 近 い と推 定 さ れ て い る 。 か っ て2憶 ト ン もの
オ キ ア ミを 消 費 し て い た ヒ ゲ 鯨 は 、 過 度 の 捕 獲 に よ っ て 近 年 で は バ イ オ マ ス が 開 発 当 初 の
1/5程 度t[ま で 減 少 し て し ま っ た の で 、 過 去 数 十 年 間 に ヒゲ 鯨 の 競 合 種 は ヒ ゲ 鯨 に よ る 捕
食 を免 れ る オ キ ア ミの バ イ オ マ ス(「 余 剰 量 」)の 配 分 に 与 っ て き た は ず で あ る 。 そ こ
で 、　Lotka-Volterr己 型 の モ デ ル を 用 い て オ キ ア ミ の 直 接 捕 食 者 の 挙 動 を 追 跡 す る こ と
に よ り 、 モ デ ル の 設 計 に 関 す る 考 察 を 試 み た 。 ヒ ゲ 鯨 の バ イ オ マ スの 歴 史 的 変 化 を 与 え
た 場 合 に 、 オ キ ア ミ を 捕 食 す る カ ニ ク イ アザ ラ シの 観 測 さ れ た バ イ オ マ ス の 増 大 が 現 出 で
き る か ど う カ'に よ っ て 、 モ デ ル と パ ラ メ タの 妥 当性 を 検 証 で き る で あ ろ う 。
モ デ ル を 作 成 す る に 当 っ て は 、 オ キ ア ミの 直 接 捕 食 者 間 に お け る 生 活 領 域 の 時 空 間 的 な
重 複 の 程 度 が 競 合 の 強 さを 規 定 し(仮t:　 kで 表 す 。0〈k〈1)、 そ れ が 地 種 に 対 す る 影
響 を 決 定 す る 一 因 で あ る と考 え た 。 す な わ ち 生 存 競 争 係 数 を 、k×(捕 食 者 の 単 位 バ イ
オ マ ス 当 り捕 食 量 の 比)と し て モ デ ル 化 した 。 こ の 意 味 で ヒ ゲ 鯨 と ア ザ ラ シ(主 と し て
力 ニ ク イ ア ザ ラ シ)は 強 い 競 合 関 係 に あ る(k=1)と し て よ か ろ う 。
ま つ オ キ ア ミ 、 ヒ ゲ 鯨 、 ア ザ ラ シ に 加 え て イ カ(お よ び そ の 捕 食 者 の マ ッ コ ウ ク ジ ラ)
を 要 素 と して 取 り扱 っ た 。 こ れ ら の 直 接 捕 食 者 に 対 して イ カ が 強 い 競 合 関 係 に あ る(k
ニ1)と 想 定 す る と、 オ キ ア ミ 「余 剰 量 」 は 繁 殖 率 の 大 き な イ カ(こ よ っ て 占 有 さ れ て し ま
っ て ア ザ ラ シ の バ イ オ マ ス の 増 大 が 現 出 さ れ な い 。 反 対 に 、 も しも イ カの 生 息 領 域 が 全
く他 の 捕 食 者 と重 複 し な い(k=0)と 想 定 す る と 、 ア ザ ラ シ の バ イ オ マ ス の 増 大 は 観 測
値 を こ え る 大 き な も の と な る 。 従 っ て 、 イ カの 他2種 に 対 す る 競 合 は 左 程 強 く な い と 推
測 さ れ 、 こ の こ と は イ カ 類 の 分 布 あ る い は 食 性 に 関 す る 従 来 の 生 物 学 的 知 見 と も 合 致 す る
と考 え ら れ る 。
次t:は ペ ン ・SFfンを モ デ ル に 取 り込 み 、 力 ニ ク イ ア ザ ラ シ の バ イ オ マ スの 予 測 値 が 実 測 さ
れ た 点 に よ く合 致 す る よ う に 試 み た 。 ペ ン ギ ン の 中 で オ キ ア ミ と の 関 係 が 最 も 深 い の は
ア デ リ ー ペ ン ギ ン で あ り 、 餌 の60%が オ キ ア ミ 類 で あ っ た と の 報 告 が あ る 。 従 っ て ペ
ン ギ ンの 他 の 捕 食 者 と の 競 合 は 中 程 度 で あ ろ う と した 。 ペ ン ギ ン と イ カ の 種 々 の パ ラ メ
タ の 調 整{こ よ っ て カ ニ ク イ ア ザ ラ シ の 実 測 値 と の 合致 は 可 能 で あ る が 、 そ れ ら 設 定 さ れ た










































オ キ ア ミー ヒ ゲ 鯨 一 ア ザ ラ シ ー
イ カ ー マ ・ソコ ウ 鯨 の シ ス テ ム 。
イ カ が 他 の 直 接 捕 食 者 と強 い 競 合
関 係(こ あ る 場 合 に は 、 ヒ ゲ ク ジ ラ
の 減 少 に よ る オ キ ア ミ 「余 剰 量 」
が繁 殖 率 の 大 き な イ カ に 占 有 さ れ
て し まい 、 ア ザ ラ シ は メ リ ッ トを
受 け ら れ な い 。





同 上 で 、 イ カの 競 合 関 係 が あ ま り
強 くな い 場 合 に は ア ザ ラ シ の 増 加
が 可 能 と な り 、 観 測 値 に 合 っ て く





こ の シ ス テ ム に ペ ンギ ンを 加 え る
と 、 ア ザ ラ シ の バ イ オ マ ス の 増 大
が 若 干 抑 制 さ れ る 。 図 は ア ザ ラ
シ の 増 大 に 合 わ せ る よ うに 、 イ カ
のkニ0.1と し 、 ペ ンギ ン のk
=O.5と した 場 合 。
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南 大 洋 ・75°E線 沿 い に お け る 海 洋 構 造 の
特 程度
永延幹男(東 大海洋研)
今後 の 南大洋 研 究で は,周 極 構造 に着 目 した物 理環 境 と生 物群 集 分布 との 関係 を 統 合 し
た ものが 重要 で ある(Deacon,1982)と い われ る。　E.　 superba　 の 周極 分布 は物 理 環 境 の
周 極構 造 に依存 してい る といえ よ う(図1)。 た だ し,周 極 構造 を 形成す る8子 午 線 ごと
に その南 北 勾配 が異 な る。 マ クロに みれば 大西 洋 区 ・イ ン ド洋 区 ・太平 洋 区で の 相違 がみ
られ る。 そ こで,こ こで は まず イ ン ド洋区75'E線 沿 いに お いて,南 極 収 束域 か ら南極 発
散 域 ・南 極大 陸棚 域 にか けて の海洋 構造 を海 底付 近 まで お さえ つつ,　E.　 superba　 を中 心
と した生 物群 集 の分布 パ ター ンを調 査す る計 画 がた て られ た。
調査 は,1983年12月 ～2月 に開洋 丸(水 産 庁)　 ・SIBEX航 海 によ り,46'S～ パ ッ クア
イス縁 まで の 闇で ナ ンセ ン式 観 測 ・生物採 集 な どがお こな わ れた。 ただ し,本 報で は海 洋
構造 の 発表 に絞 る(生 物群 集 との対 応関係 は共 同研 究 者 といず れ 発表 予定)。
〔64°S付 近 にパ ックア イス線 が あった と きの調 査に よ る水 温鉛 直分 布(図2-1)〕
:STN.33で の極 小水 温(100m・-1.53°C)をもつ南 極表 層 水がSTN.18へ か けて 沈 降 し
,南 極収 束域 がSTN.15～21に かけ て存在 す る。/〔 パ ック ア イス縁 が69°Sま で 南 下 した
とき の大 陸棚水 域 の水 温鉛 直分 布(図2-2)〕:図2-1と 比較 して,50m付 近 に 水 温
躍層 の発達 が み られ る。62～69°Sに か けて,水 温極 小層(-0.25～-1.97'C)が50m
か ら600mへ と深 くな る。64'S域 に南極 発散 域 がみ られ る。/〔 地 衡流 の東 西成 分(図
3-1・2):全 体的 に は東 向流(最 大8.3cm/sec)を 示 す。52°S付 近 のHARD島 周辺






































図1(左)　 :E.　 superba　 分 布 と
環 境指 数di200と の対 応 図(永 延,
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HAMPTON　 (1983)に 対 照 し て の 環
境 指 数 亘200に よ る オ キ ア ミ 資 源 量 見 積 り 案
永延幹男(東 大海洋研)
オキ ア ミ　 (E.　 superba)　 の 資源量 の 見積 りのた めに は,科 学 魚探 が 有力 な装 備 と して
考 え られて い る。 しか し,科 学 魚探で 資源 量 を見 積 ろ うとす るさい には,つ ぎの 二点 の 限
界 を考慮 せ ねば な らない(永 延 ら,lge3:第6回 極 域 生物 シ ンポ ジウム 講演 要 旨)。(1
)科 学魚 探 のみ では生 物 種の 判定 が不 可能 。 した が って,オ キ ア ミ分 布域 の 範囲 が前 も っ
て わ か ってお く必 要 があ る。(2)科 学魚 探測 定値 を オキ ア ミ分布 域 と考 え られ る水域 全
体 に 拡 げ るこ とは,そ の範 囲 の膨 大 さか ら現実 的 に困 難で あ る。 そ こで,オ キア ミ総資 源
量 をつ ぎの手 順で見 積 る こと を永延 らは提案 してい る。 オ キ ア ミ分 布 とよ く対 応 した環 境
指 数亘200の 等値線 で オキ ア ミ分布 の範 囲 を おさえ な が ら,科 学魚 探の 測定 値 か らオキ ア
ミの分 布密 度 をだ し,こ の分 布密 度 を科学 魚 探 の測定 が お こな われ てい ない 水域 へ拡 張す
る。
と ころで　Hampton　 (1983:　 MEMOIRS　 OF　NIPR.　 SPECIAL　 ISSUE　NO.27)　 は,科 学魚 探 の測
定値 を も ちいて,オ キ ア ミと考 え られる平 均密 度 を客 ブnッ ク<block　 >毎 に見積 った
うえで,オ キ ア ミ分 布の想 定 面積<the　 geoSraphic　 ran8e　of　the　krill　 >へ 拡張 し全 体
ス ケー ルで のオ キ ア ミ総資 源量 を見 積 ろ うと試 みて い る。
しか し,　 Hamptonの い う<block　 >お よ び<the　 geographic　 range　of　the　kri11　 >と
も定性 的で 大 まかす ぎる と思え る。 た とえば,イ ン ド洋 区で の<block　 j　>の 緯度 幅 を5
度 間 隔に と って い るが,こ れは オキ ア ミ分布 パ ター ンを あま りに も機 械的 に分 割 ・平 均化
しす ぎ るこ とに な り,資 源 量の推 量幅 を大 き くす る。 ま た,　〈the　8eo8raphic　 range　of
the　krill　 >は,　 Mackintosh　 (1973)に もとつ いて い るが,こ れ も海 洋構 造の 模式 図 か ら
よ み と られ た もので 定性的 で大 まかす ぎる。 オキ ア ミ分 布 域の 把 握の 弱 さか ら,せ っ か く
の科 学魚 探の 精密 な計 量値 が有 効 に活 か されて い ない とい えよ う。
そ こで,環 境 生態学 的 な観点 に 立脚 した 分割 で と らえ よ う とす る環境 指数 亘200を もち
い るこ とによ って(図1)　 ,　 Hamptonの 試 みよ り も推 重幅 の せば ま った オキ ア ミ総資 源量
の見 積 りが可 能 と考え る。Hampton(1983)に 対 照 して みて,あ らため て環 境指 数亘200











図1:オ キ ア ミ　(E,　 superba　 )　分布 の集 中 が み られる水 域の 環境 を特 徴 的 に と りだ して
表現す るため に,環 境 指 数亘200　 〔1/200　 S:e°　(temperature)　 dz〕　の0°C以 下 の等
値 線 を示す 。大 西洋 区 ・イ ン ド洋 区 ・太平 洋 区 と環 境 の違 いが わか る。 この よ うな環境 の
違い にオ キ ア ミ分 布 も対 応 して い る。 科学 魚 探 の測 定 値 によ る分布 密度 を亘200等 値 線図
にプ ロッ トしなが ら,オ キ ア ミの 総資 源量 を も とめ るこ とを提案 す る。
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南 極 海 ・65°E-75°Eに お け る
PACK　 ICE融 氷 期 の 表 層 海 況 ・E.
superba　 分 布 の 変 化
O永 延幹男(東 大海洋研)・ 小牧勇蔵(遠 洋水翻)
65'E
開洋 丸(水 産 庁)に よ るオ キ ア ミ　(E,　 superba　 )　調 査(1979/80・BO/Bl)・漁船 漁
獲状 況 ・目視観 察報 告 な どか ら,パ ック アイス融 氷期 に おけ る オキ ア ミの分 布 ・生態 の変
化 が大 き いこ とが断 片的 に示 されて きた。 融氷 期に おけ る これ らの変 化過 程 を探 るた めに
,同 一水 域 を12月 と1・2月 の二 度 にわ た って 調 査す る計 画 がたて られ,開 洋 丸SIBEX航
海(83/B4)と して65'E-75'E闇 に お いて 実 施 された 。本 報で は その 調査 結 果に もと
づ き,表 層海 況,オ キ ア ミ分布 ・生態 な どの12月 調 査 と1～2月 調 査 にお け る比較 を お こ
な う。
表 面水温 は,12月 調 査で マ イナ ス値 であ った水 域 は,パ ック ア イス線 の位 置 が南 下 した
1～2月 調 査で は約0.5'C以 上 とな った(図1-1・2)。表面 の流 動 パ ター ンは,
65'S以 北で 東 向流 が卓越 し,そ れ以 南 で は緩や か な蛇行 を示 す(図2-1・2)。
オ キ ア ミ採集(KYHTネ ッ ト)の 比較 は、12月 で はパ ック ア イス寄 りで 多 く,1～2月 に
な ると63°S付 近 お よび67'S以 南で 多 い(図3-1・2)。その 他 のオ キ ア ミ類 で は,
T.　 macrura　 /E.　 triacantha/E.　 crystallorophiasが 出 現。 な お,科 学 魚探 反応 値 か
らは,約64'S以 北 の調 査 同一 水域 で の12月 と1～2月 との 差は あ ま りみ とめ られ なか っ
た が,性 比 ・体 長組成 ・肥満 度 分布 の検討 か らみ て,パ ッチ レベ ルで の かな りの 変動 が示
唆 され る。
パ ック アイ ス域付近 に おけ る この時 期 の オキ ア ミ分布 ・生 態 の変 化 は,二 度 の調 査 比較











































20・odb伽db顧 基準 と依 表面 り射



































































南 大 洋 の 亜 熱 帯 収 束 域 ・オ ー ス ト ラ リ ア 亜 南
極 前 線 域 ・南 極 収 束 域 に お け る 表 面 水 温 の 連
吊売変 イヒ
O永 延幹男(東 大海洋研)・ 奈須敬二(水 産庁)
南 極 大 陸を と りか こんで 形成 されて い る亜熱 帯収 束域　(Subtropical　 Convergence　 )　・
南 極収 束域(Antarctic　 Con∨er8ence　 )　・およ び イ ン ド洋 区で 報 告 されて い るオー ス トラ
リア亜 南極 前線 域　(Australasian　 Subantarctic　 Front　 )　は,南 大 洋 の海 洋構造 一 生 物環
境 と して も一 を理解 してい くうえで,こ れ まで に重 要視 されて きて い る。 しか し,こ れ ら
の 客前 線に つ いて一 般 化 してい る棚 倉 は,マ ク ロ ・ス ケー ルか らみた線(Deacon(1937)
が その 起原 か?)と して 表現 されて きたも のに と どま って い るよ うに思 え る。そ こで,こ
こで は リー ジ ョナ ル ・スケー ル に着 目 し,客 前 線 域 の南北 変 化 につ いて 表面 水温 の連 続変
化 か らその位 置 ・形 状 を具体 的 に検討 す る ことを 目的 と した 。
資 料 は,開 洋丸(水 産庁)調 査　〔BIOMASS計 画参 加 の一 連 の調 査11979/80・80/81・
83/84年 〕 によ る(図1)。 資料 内容 は,南 大 洋 にお いて 越度1度 毎 のXBT観 測 と表 面(
3～3.5m渓)の サ ーモ グ ラフに よ る水温 連続 観測 で あ る。検 討 の方 法 は、　XBT水 温 鉛直
断 面分 布 に よ り各 前 線域 のマ ク ロな組 題を 捉え た うえ で、水 温 の 連続 変化 の勾配 が周 辺部
に比較 して大 きい部 分を サー モ グ ラフ記録 か ら ピック ア ップ した(事 例 と して 図2・3・
4)。 客 前線 域で の ピック アップ 部分 を8子 午線 沿 い ごと に相 互 に比較 した。
上記 の検討結 果 か らは,前 線 域 の リー ジ ョナ ルな観 点 か らみ た ばあ いに,こ れ らの前 線
域 は 〔帯 状 ・幾重 も の帯状 ・とぎ れ ・移 動〕 とい った動 的 な形 態が 示唆 され る。 今後 さ ら
に 検討 を要 す る課題 で あ る。
図1(右):開 洋 丸に よ る調査 線。 南 大洋 を南 北
に横断 しなが ら緯度1度 毎のXBT観 測 ・サーモ グ
ラフに よる表面 水 温 の連続 記 録に よ り、STC・
ASF・ACの 位 置 ・形状 を掴 む こ とを 目的 と し
て い る。
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図2(上)　 :PORT　 ELIZABETH　 24
(南 ア)か ら南極 海へ む けて の
22
40°S付 近 の亜熱 帯収 束域 に お
ける表面の水温連続記録。
図3(中):南 極 海 か らFREMANTLE
(オ ー ス トラリア)へ む けて の
46°S付 近 のオー ス トラ リア亜




(南 ア)か ら南極 海 へむ けて の
50'S付 近 の南極 収 束域 に おけ














福鵬 男・谷村 篤 ・大殿麹朗
(国立極地研究所)
B己和基地周辺定着氷域 にて謀潮 ヌし(r)直」藤測3深 度 でのラ則庖の 内,フ1〈ft100帆 ガ5得5
定がO〈 つガ育め 駁て1!rた.第17況 隊エ"は 肌充電果芝述 べる。オ シグル謝膿」ま南極 大陸
VVd　kdt5uch　i　(M　82　)が 鶴騨 棲 タイプV-2と オし/グル島(Df聞{こあgs南 北商 向{こ遵、6&*、
型盗読計一を用o,オ シグル渤厳 木深650m地 課600m1メ 上6)ト ラフ(米 食 谷)上 にあ護た
点で1976年5月 ～E月 の間,干 連 続的 に9め,海 底 地形 を反映 して卓越 す5兼 面成勇 は
回 にめたり7K.ラ果5,2α50m6り 測 定を育・た。南比成分であ フた、8》ケ月 にめた ミ全siiト的な
第22次 隊 では森 脇(1982)ガEσ&G社 製6)傾 向産みるため,一 日の内(D南6成 分(ごNS)
CT-3型 電磁式琉向流速 計 を用U,lq8147の 老動 範囲 と図1に 示した 。図 中、縦 パ ペか
～11月(D間,北(n瀬 戸(オ守案19m),オ ンクりレ 上半勿(Dア ラ ス剣 にあ畝 ば南ガ、3光へ向こ)貌
碧杣更(周516m),ラ シグホブ'デ罰C可汗(洞 畝を示 し、地 に下方 σ)マイナス偵llに(あ幽ば;e,
629m)で3・-vto日 間 の連 続測定 左行)左.ガ5南 へ1向う最、{軋を示す。4月 下旬 δ55月
ま充 、海洋物理定席 健llの 一環 しして海上保 初 旬には北猷5南 へ向.5流 蝋が卓越 したガ∴
安声 価 卸 に」 り、蔓 の1～2週 醜 続測定 その後 衛δ6北 へ6〕琉紺 生 体 ヒ后.た 。竹
が毎年 行わ畝てV5・ 場23厭 ではノぐイオ マ 月i;(ff,流 速が減 少づ ユ傾向が息3畝 た。一
ス計画の一環 として琉向流速ノの長期連続」測定h,、 細 δD晴 間スヶ一1レで冴3と 、潮 汐と村
老試みた・ 応33と 考も5れ 蚕周期的 な流向越 の変化》
オ ンク'ル海峡(P水 深615剛D地 点(δ㎞.5" 宅話柄(3幽 た。8ケFA間 酬 データに〉り
68°59'妬"$,3Cl°ao'42"丘)に て水深100、 て調和分新 と彷 た紅果 あ意 表す5。 醐o分
300及"500m(D3深度 に海 流計(米 国 祈 を行う 上で.湖 上保安方オ(瑚5f右岸調査課
Gener&1　0(eanics礼 盤モデノし6011)と 昂下 し の・福島 氏の御協力2tOE.ztJOF.。
嶽摺琴篇羅實舗戸宿敵溜 鶴野塩織詰蕪㌫鵠辮






南 極 海 表 面7kの 巣.養 檀1・分 干
一 才 ー トフ ナ ラ イ ザ'一 の'連.競 言乙{録E中rじ ・ヒ し て 一
鶴 漕 灘鰭)1鷲 燵)灘 篇)轟 呈露)鵠 欝
/結 言 して顕 著{こ安 しして いる こヒヵ・・わ カ・工 特 に
摩麺 類 の分 都 蜘 蜂 や纏 縫 と深 、4,tα.cfi。　p。tar　Fn。nt　 (APF)　 1・あサ る
・・難 を埼? .RM.fUitSr－お 旺 哺 極太 橦1・ ・丁!thtaの 輕i漁 激 τ,ある.づ ソ)酸 と向
力・・閲 顧 増 フkすeJと ヵ'知らtt・.　Zlい る.硝 酸'まSuba　 。t。.、+i,　Fr。.t　 (　SA　F　)で よ
また表層1こ お ヴる増加4様5括 .南 極 老}に務 リ顕 著 な濃 度 変化 ε示 可δう であ る.ま た.
仰 る縫 の海 漸 線 力着 目 に恥Z・)5Sグ 膝 硝 鰍 び醐 酸 瞭 布 ・99一 ンの類
うi・X2b.し が し,こ 樽 で南 極 海 切餅 似 性i・PC・　iSt'Z,　74　 ifの 林 が9し 〈異 ・て
爺 細 ～鉢 和 酵 輸 燐 細 ・万統 さ 嘱 ② も樽 精 微 であ る.
れf三イ列博4・・蕉「、㌧/今＼回通 底 力しに1、多BiOMASS　 ・髭_融 ゴ定」」図 エ中 仁示 し斥 よ うに,南 下度t
-～IB∈ 畑 擁{・ お 、1て
,耕 前線 イ撹 破 蒼 砒 劫 襟|・2-25鯛(45一 ζ3・krt,友
顔 度 の嘘}ば分,(fi,と知5仁 め,/50° ε線.仁 に　 tU'し途二千`・易∫試料 の劃 定 ε含 心)の 望ヅ定 ε5
お いて表 磁i・kに δX剃 跡 ・え,キF7回 行>f=.、AρF畷 鵬2回 の鞭 ゴZ・laAPF
巧 げ 一1当 確 纏 淀 新 ・た 塒 そ 鋤 。羅 塩 激 の顕 著 疲 化 繊 え うム た
綱 果1・ 飼 噸 闘 ろ.ク 埣 噛 洋前 鰐(図2).塒 醐 駒 緬 琳 乙・(94s,xr・6
研 究 行 縢 のオ づ 了 ナ ラ げ 一の肩 刷 生 う に灘 が急 変 し師 イ酸 勧 飾 ・鱒 一ン
{・っN・zt.言 及 する.(図1)t,連 続Pl・ 　as5と カ・r」7の 差 ・・あ
2・ オ ー5;と 舳 ヵ・る.南TEII5-一 一;XZ(:P"ヤ ンプ 脈
rt　-F7rラif"一 －lg・灘 丸 備 えイー 「Stcz>」擬 蜘 ヒ毛,壮 時 舳 階 段択 であ ソ,,κ 姦
の変イしヒも よく対 ノも'して い る.ケ イ面変虚 報テ7ニ コンCSM-6E使 用 し,リ)酸,村
醸,硝 酸1鈍 輔 酸 の4齢 銅 啄 現耀 しb・"/.5、、M・・s3z,,、tMl・';Efeす 詠 手麟 繭
た.分 ガf宏 はテ クニ づ ンの方法 に従 った。'里 下時 の9km　 t:ガ し,北 上時'」4ftk,,と 長 ヵ、っ
麟1織豊鳥灘冨響鷲嘗㌣孕烏重壁評鶴舞膏鑓鵠禮醤
ナ ラ イザ ーの プ 口・玉゜ 一三 ヨニ 〉ク㌧ ポ ンプε1:よ って大 き く変 る と思 出 承 るが1今 ・回 南下
糊 して装 置 の レセ プ タ づ 矧 ぎ,991:E3utta5i・ お帰 淋 らの飾 師 鉢4°
そ こカ、らブ戯 重ヲ1:サ ン、フ゜ソング した。17S定の(針 階 差),75r日,　 iDk徹 程 度であ.rc.言換
撹 び 針 で訊 ・k蹴 鞠 老 ・kあ 和 棚 卸 位置 差刃べ・1・91、こ とヵ・Sfsisと,
ば標 準 綴1・ 郷 友 ,ベ ース ラ インの確 認 南 哺 と化 工 敵 局 邨 ケ 傾 動 分冊
あ るい1丁鑓o)キ ャ リブ レー」ショ ン ε行 っ1に。ターン の・)違Lい「言,前 線 り形状 ヵy'〃し転 卵 Σ」寄ノ司
叢濃2警難 鉋魏雛 霰読麩 譲韮誌 鼻1:,∵鷺鱗 豊麗
ラ了 つf三。取 ノκガ ら族 広3・ ご{ご奪二す,う罹≡}間ε実 る.　Sat)亡rOP}Ca(　 Coハ レergen(e　 (STC)
剥 し,9物 のre・EE行 ・駒 引 ・舶 鮭 勅t・6・uz{a,バ'テ ツj・」 る表 面 癖k4鰯 ソで
た・ .、19リ ン酸.硝 酸}疋ぴ・亜硝 酸 の濃 度tO・"急激 に」裁
3・ 練 齢 考 察 外 ,・融 解 功 田 ・'}1(tづ'<t・・う級 が得
XBkび σD測 点{・みt7gk面 ・kの・瞳,9械.け し3碍 が ら2CiXExo,一.ttr'g
齢 邸 弟 鶴 蜘 分解 図 エ1・示 す。 図tl7錐 碧碇 でぼ,.・t.J-"lisA7の 」ueソで・峨 的
禮藝讐媛舞猫昌昌鰐鵯f設 夏議㍑羅磐 鷹鷹驚㍍:'ソ・
あ 了三.図 力＼シ易乏養〉蹴x"海 」老前 線 ε節 目と　 APFの 南イ夏ゾにお、1てケイ函資産 ネ夏痩 ば高 、・値
82
を保kす ㌧6/な 粁近!に1勧 嚢 の 低ノい1海 域 が み う ぼ小ρ・ら7」 い.
Pt　k・　この現象19南 下時 と北 」二時 め表 面茸,)く 微細 仔霧度 の1変化 に鋭 敏1㍉打た して結果 が'
o)結果のか弓9ず',連x徹 り庭.度びCTD、鰐 則の 得 られbこ とが ら判断 して, 違}洋前線 や生物
締 焼 鵠 れる・ σ 躍 動 ・みllZぼ2・ ・ 雌 の胸 チ講 遊 耽 ず る際 に難 境 の
za深1二番 いても南メしの値 に比 べてiOPtM差 渡.痩 纏 り定ぽ有効r∫IKiと 「可1う'3ヒ 兎ホれb。
爽 櫛 麗 躰 て嘱 ・原 因 として物理7特1・ 勲 脇`こ 和 てば弟 擁 類 の糠 変 化 ・v
嚇 暗 合 と醐 蛙 」吊 るδと晦 込 み蛎 瞬 で珊,齢 ・這 沁 ヒ'|・δ ・てノ敵 の
え ラ4i-SiDX".呵'*て ・あ5ヵ 現 在の とこうま 前線 研 究が行 ・けbと 思 めれ う.
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図1・150°E線 上の1栄養 塩 分 布(a)南 下 時(`98".2.2-`)・b… 朗 等(tR84-.・ ・9・・5).一 睡 縄 観 測
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図2離 敬謙付～餉 醗 塩榊(毘 椀記録 力'ら・鉄橋 リ).ゆ 南子爵　 Lb　Ptx日 寺
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3・～79・,則 ユ℃ 以 上 の高
シ昼7|くわ'ぐ唇 京王 し「ミ。STC-$の'00M.以義 」弓'工
びSTし 一じ の ユo肌 以浅 で{:LPPCの90i7v以 」二に
珪 藻 わ・う成 り 、R虚os・ 』繊 久 山 、9.s4t
、 τんしaa.sst'o止r泳 ム 佐cぬ ム 、　Thara-£i　or面5
膏鵠r織 しモ総 意解
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第 工 図.「 レ う也 」198る ～曾4の
航・跡.図 中の民繰却分 で'垂統観 測
nX"紫苑さbへ・仁.尺 陀 の4〈・ro矛の
鰭 繍 晒 碕 か妹 精 力啄
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図正 塩 分濃度 の紗 鞭
化.表/脅 と甲!底層1・IS
糧 線 の鵬 力噸 恥
てい る(%o)
図皿,燐 酸態扇屋 の経 時
劇b.表 面 τ1耗 ザ ィ
ク痴 夢熱 く噛 レ
励 ぜラ,全 体的尺減 少
レて・ b(.μ8d/り
図W.ク ロ ロ刀 レ量 の経
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Preliminary observations on the development of the larvae of 
Euphausia crystallorophias  Holt and Tattersall in the laboratory
T. Ikeda 
Antarctic Division, Department of Science and Technology, 
Kingston, Tasmania 7150, Australia 
 Abstract 
During the Nella Dan cruise to Prydz Bay, Antarctica (November-
December 1982), eggs were obtained from gravid females of E. 
crystallophias which had been caught and maintained in the ship's 
 col  Broom (0°C). Nauplius hatched out from eggs in 10 days. 
Nauplius developed to  calyptopis I in 24 days via metanauplius. 
A mixture of laboratory culture of the diatom Phaeodactylum 
 tricornutum and newly hatched Artemia nauplius was provided as 
food after calyptopis I. Calyptopis II appeared in 54 days 
after egg release; calyptopis II, 67 days; furcilia I, 89 days; 
and furcilia III, 100 days. Observations on the larvae older 
than furcilia III were limited to few specimens, and only one specimen 
reached furcilia VI in 8 months after egg release. 
Compared with the developmental rate of the larvae of E. superba 
observed under similar experimental conditions, the rate of 
those of E. crystallorophias obtained in this study is very slow, 
especially after  furcilia I, suggesting unfavourable maintenance 
conditions of the larvae. However, general morphological 
characters of the larvae of E.  crystallophias having been described 
with field collected materials are consistent with those of 
larvae raised from eggs in this study.
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Euphausiid larvae collected from the Prydz Bay region during the 
Nella Dan cruise (SIBEX I) 
G. W. Hosie, J. M. Kirkwood 
Antarctic Division,  DeparLfflent of Science and Technology, 
Kingston, Tasmania 7150, Australia
Abstract  
Larvae were collected from the Prydz Bay region,  Antarctica,. 
between 14 January to 6 February 1984. Sampling stations were on 
'three transects (58°
,  60° and 73°E) between 63° and 67°40'S. 
Oblique hauls were made from 200m to the surface using a bongo net 
 of  0.5m2 total mouth area and 300um mesh. Four species of 
euphausiid were observed; Thysanoessa macrura, Euphausia  
crystallorophias, E. frigida and  E. superba. T. macrura was the 
most common species, occurring in all but one station. All 
larval stages from metanauplius to furcilia VI were recorded, 
with the most common stages being  calyptopis I and II, and 
furcilia I and III. E. crystallorophias was common in most inshore 
stations. All larvae stages from nauplius I to furcilia VI of 
this species were collected. The particularly high proportion 
of  calyptopis I larvae suggests that E. crystallorophias had 
only just started to reproduce, whereas the large numbers of 
T. macrura furcilia indicate that this species had been breeding 
for some  time. Data also suggests that the breeding season of 
T. macrura varies within the locality. Specimens of E. superba 
and E. frigida, mainly calyptopis larvae, were collected, 
though neither species was particularly abundant.
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Preliminary results from biological investigations of krill
 (Euphausia  superba Dana) during 
Ocean (between 52 and  64°E).
 SIBEX-I in the  'south Indian
 D.G.K. Killer, 
Sea Fisheries Research Institute, 
P/Bag X2 , Roggebaai  8012, 
 South Africa.
Abstract
During the first—phase of the Second International BIOMASS Experiment 
(SIBEX), South Africa investigated the oceanography and dynamic 
topography of an area of the Antarctic Ocean adjacent to the 
 Dronning Maud Coast and west of Prydz Bay. The primary objective 
of the survey was to better current definition of the hydrology 
of the region, particularly with respect to the possible influence 
of a proposed large cyclonic gyre on the relatively localised 
distribution and concentration of krill (Euphausia superba Dana) 
close to Prydz Bay.
A total of 45 stations were occupied and krill were collected 
in 10 neuston net and 35 Bongo net  catches. Net samples (especially 
the neuston net) exhibited high variance between individual 
catches of both adult and juvenile krill. A clear trend in north
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to south  catch  levels was evident for both nets  and the highest 
abundances of krill were encountered close to the continental 
margin and ice-edge. Classification of adult maturity stage 
affinities supported the observed trends in catch abundances. St-
ations exhibiting similar maturity stage attributes were shown 
to be clustered at the southernmost extremities of the survey 
grid. The majority of animals collected were either reproductively 
inactive (Maturity stage 3A) or sexually immature (Stages 1 
 and 2). There was a clear association between body length and 
maturity stage development for both sexes. At one station, however, 
evidence suggests a body length/maturity stage disassociation 
in comparatively large but sexually immature female animals.
Late stage larvae (Furcilia Stages 5 and 6) were predominant 
at most stations. Unbiased estimates indicated relatively low 
larval abundances and compared to catches of post larval animals 
inter-station catch levels  exhibited reduced variance. No apparent 
trends in larval catch distributions were evident other than 
small increases in abundance in the south-east and north-west 
corners of the survey area. The predominance of late stage larvae 
indicated the occurrence of spawning in, or close to, the survey 
area earlier in the season. It remains to be shown whether the 
 low larval  abundances encountered resulted from: (a) a comparatively 
low level of spawning in the region in general; (b) a relatively 
low larval survival rate, or (c) differential development of
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larvae from various localised spawning grounds within the greater 
survey area which had the effect of causing uneven recruitment 
from late larval to adult stages. The comparatively even distribution 
of larvae throughout the survey area tends to preclude (c).
Taking both larval and post-larval distributions into account, 
there is no clear evidence to indicate any concentration of 
krill in the region as a consequence of the effects of a localised 
or meso-scale gyral circulation. Further confirmation for the 
apparent lack of such a gyral feature is evident from hydrological 
data collected during the survey.
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ELECTRON MICROSCOPY OF GUT CONTENTS AND FAECES OF EUPHAUSIA  SUPERBA
HARVEY J  MARCHANT AND GERALDINE V NASH
       Antarctic Division 
Department of Science & Technology 
         Channel Highway 
      Kingston Tasmania 7150 




























Studies on the feeding apparatus indicate that E. guperba are able to 
ingest food particles spanning a wide size range, including 
nanoplanktonic particles  (2-20/Am in diameter). Small organisms are known 
to contribute a large proportion of the phytoplankton of the Southern 
Ocean throughout the year and represent an important potential food stock 
available for krill. The main components of the nanoplankton are diatoms 
and flagellates. Whilst even small diatoms can be identified by optical 
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microscopy, flagellates are fragile and readily disrupted. They are 
difficult, if not impossible to identify by optical microscopy in gut and 
faecal material. To better understand the diet and feeding preferences 
of krill we are undertaking an electron microscopical study of the gut 
contents and  faeces of wild krill for comparison with the phytoplankton 
standing stock in the area where the krill were caught. Further we have 
been feeding various species of flagellates to krill in laboratory 
culture to investigate which cellular structures survive digestion.
2
These studies have shown that the organic exterior scales of the 
prasinophyte flagellate  P/ramimonas and the scales and thread-like 
material produced by the prymnesiophyte Phaeocystis are not digested by 
 E.  superba. These and as yet unidentified scales have been found in gut 
and faecal material of wild krill. Large numbers of nanoplanktonic 
organisms occur in gut and faecal material from krill. The small diatom 
Nitzschia cylindrus is especially abundant. However choanoflagellates 
and  lijkily silicified diatoms including Dactyliosolem antarcticus also 
occur. These studies support morphological evidence that krill feed 
extensively on nanoplanktonic organisms.
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 SEM OBSERVATIONS OF THE MOUTHPARTS FROM  EUPHAUSIA SUPERBA 
                (DANA) LARVAE
Thomas, P.G., Nash,  G.V., Ikeda, T. 
Antarctic Division, Department of Science and Technology 
KINGSTON, TASMANIA 7150 AUSTRALIA
ABSTRACT 
The study contributes to the morphology of the mouthparts of 
Euphausia superba (Dana). Larvae raised in the laboratory 
from eggs and others captured in the wild were observed 
using the Scanning Electron Microscope (SEM).
No mouth opening was seen in the Nauplii (I and II) stages. 
Rudimentary mouthparts were first observed at the 
Metanauplius stage. Calytopis I possessed functional pars  
incisiva and maxillae which presumably are the major feeding 
organs at this stage. Furciliae mouthparts became 
progressively complicated with the development of the thoracic 
limbs. Mandibular  palps began developing at the furcilia I 
stage becoming functional at furcilia III.
General features of the larval mouthparts are consistent with 
the previous study of Fraser (1936). However the use of the
 SEM has allowed observation of 
with these mouthparts.
the fine structures associated
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            Orchomene rossi (Walker, 1903) 
 O.  plebs (Hurley, 1965) 
           Uristes murrayi (Walker, 1903) 
  1.  St.5',  Ongul Strait, 615 m, Aug. 7-9, 1982, 
     long line,  coll. M. Fukuchi, A.  Tanimura, 
     and H. Ohtsuka. 
        Orchomene rossi 17 specimens, 23-37 mm in 
                           length. 
 O. plebs 20 spec., 8-26 mm in length. 
  2.  St.1, Kita-no-seto, 19 m, 1982, baited  trap•, 
 coll.  T.  Hoshiai. 
     June 17:
 Orchomene rossi 6 spec., 17-28 mm long. 
      June 1: 
        Orchomene plebs 6  spec.,  14-17 mm long. 
  3. 1 km NW of  St.5', Ongul Strait, 510 m, Dec. 
    2, 1975, baited trap,  coll.  T.  Hoshiai. 
 Uristes murrayi 2  spec., 34 and 32 mm long. 
 1-  3-0  cz  Pr/  x  Z.  ‘1" 
 Ts'  v'  q  /  -  ne  x rz e 
        Waldeckia  obesa (Chevreux, 1905) 
   Collection data:  Kita-no-seto, in shore, 1967, 
     baited trap,  coll.  T.  Hoshiai (May 31, 2 
     spec.; June 9, 1 spec.; July 2, 1 spec.; 
     Aug. 27,  1. spec. Total: 5 spec., 15-23 mm 
    in length. 
 Pi, _h. 0 1.1- Li frr z 
 Lysianassidae)  (Z.*/L.  flf-t  k  4P-11- 
 a  t u  Z  rs  t•  0)  4Ritrro 9 
 rz.,  0 Orchomene rossi  t 0.  plebs  (1 
 / I., 9 0 It atM YA 
 r;  1,', New Zealand  0 D.E.  Hurley  (I IZIA 
V4ftk e 0 3 , 
0. plebs plebs  t 
   iso--3,43--c:
11 1  „  3  .  Uristes murrayi Waldeckia obesa
415.-
 +4(1  L., tt -I, th*t. -04/ n-tOrocittrOs t 
 X54  r 3
 Orchomene rossi (Walker), original
 Uristes  muTrayi (Walker), after Walker, 1903




(  Chevr  eux)  ,after Chevreux, 1906
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ノ己田和久 ・谷 村 篤 ・久 保田正 星合 孝 男
(東寿 夫三婦)(趨 嫡)練 鉄 海幸)(粒 地 廟)
南極 大陸玲岸洛域 は,冬 季海 氷 にSB・ わ を禾t亀 。ノ個体数 変動 の幅 も 大、芝6、っ 丘,タ9
れ,一 部 で(さ周年 嘉 火 が蒐 在 イ る。 そのた りeも 類幼生,広 住 生物 の岬ziLし た岬,そ の
6カopフ 。ラ ンη トン の採 集 ほ 、困難 てあ り,4カ メ屯の底 在在物 幼主 も,冬{こ はtlJtA"く、,壱b、 ら
物 プラ ンワ ト ソの・生態{こ関イ る孝更告 はオ重めて9tこb、1す てイ1同轍 が膨曽力〔]した二.
ケな い。魂 名 らほ,4δ 物 フ・ラ ン ワ トンのali$　 橋 脚 類 の中 で,出 壬螂固体 菱勉b`・幼い のは,キ
に闇つ る条拳 の楕 孝良を得 ろた め、」初冬・(6月)か クロフ。ス目で あり,全 期 簡 一主遣L{て 椛 脚蜘 固
B夏 麦(墨刺 弓)までの紬8'プ 月にわEリ,楽 句 イ撒 の60%上 メ、よこを占 めた。 カ ラ ヌス 目,ハ1レ
ー"El間 間 隔 の棟{集 を者 ・、
,出 現個 体歎 の1り船Ao7-1ク ス目 は./1,sl'CA$薮しbN"'!tlr!;.く成体 が殆 ん
,た キ ク、コフ゜ス 国焼 織 のイ国体 数.の 出f恕く三九 亡出現1な かフ たの で同定 は有 フて いtgい 。
の紡 陵 仏 を調 髄.結 果{さ端 白3なも ので キ クロ フ・Xtg　ii.　o細 傾 魎,α+h嚇 墨,
1工あ るが,浄 水 下 の・動物 フ。ラン ワト ン生態 しこOon.cqeCt　CLvabYgSAの ユ属3kb、5億 リ,O;fU)M
っ・・マ,99・bの 貢献 をな1婿 るわの ヒ考え,
ここ{こ孝反省つ る。
く採 集℃処 理 ン
採 集 は合計39回,!ヲ9」 今6q9日hXSi?83
有'司 引 日 の藺 ほ ぼ 一週 間 間隔 で4↑なっ た。
幽 の出現 個轍 ふ.極 めてウなくノ 大部
ノ分bv'Q血 幽 魁 ∫ 乙O猛 幽 幽 のak
で占 められて、、仁。
り♀麟を?耀讐饗㌶ 歪認ぞ㍑＼
採 集 地蕪 は昭 如 基地 九 ろ80。 帆(こ ある北 の瀬 一ち、晩 春 か5重 」こ如 うて は増 加X在 。 この
アの鯨 ・τ.　・kPtは/1帽!2)・r・ 採 集1沖 鯛 概 轍 の鰻 踊 は趣 く,/嫡8日 に最
・・tこえ ッ トの口匁 は、300m1"自 ・合 はα伝帆で あ 大9応 侮椒 婦 乙な リ,/alqag日 に は!6イ司・体!偏
り、 海 趣 くよ 帳 館 で の鑓 が 詩 侑.乙 舷{誠'ケ ば.ノ 肋 嘲 個 体 数 助 な
仁 釧 はξ%ホ1レ9リ ンで固定L,}網 版 か,ft。 ヌ、　O.　CUbVataの 個 体 数 ぱ.(λsi紬.
全動物 形 ンワ トン数丘引 数ttこ.そ の役 キ 亙綬 礫 ば楽節 鰻 旋 示 さ一す,初 冬(6A)bNう
ク・ ア 焔 のづ 陀 取 ・ て その 鰍a戌 芝調 丁 夏剛(こ カ・1うて疏 々1こ誠 纐 纈 矛、L,1弓
た・ この縢 ,づ へ・ポ η"イト工期 一可期(熾 し ズ刀旬{こ・・たっ マ初 の て増加 が認 のられ た。
期 一c頑 期 ℃記1)を 区別1た 。 なち㌧ ネリ ト 次(こ 、(≧魎 ℃旦ω 肱 叔の名イ酪体麟 の新組
{こは,ifksit敢 リイ9・)t8b・,た た め,三戸未 成 の4faPtz6eみ るt,9魎 は.G瑚 舳
敷/・ ・糺 し 楢 りの胸 係数 に撰 割 破 目硯 ら欄 ・・晒 鯨 き,叙 の調 翻 に左,
弄・N　fto　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 マ の輝 が 出現》しC'一。C工期～C延 期鳩、え刀.冬(6月,
く綜 勧t7E){・4・%Artの 出現 を示 し、勧 ら夏に カ、
鋤 ガ ンク トンの編 、轍 は,初 冬(6Ei)bN・)て 減 損f・ 。 曼 囎 辮1揃%⊥;k-i・ ・であ.
ら姦(loq){こb、け一てヲ窒ζ'ケ'しノ 夏季ノ!a同9日{こ でミ。C.-c7期tlL、　 6弓 ゐ＼らta自 ま でノ35%一 ∨60
は,最 大905イ司昨冬/npて一なっfこ。Lか し,夏 季%℃ 鳥 ・・書`1含で・出1高し,la月!6日tこ 約 ワ0%U
の個 体 数 の幅 は大 芝 ム、lan296に1さ.!50個 巖 わ93∠、な るbX・.周 初 旬 に(さ減 少 しユo%∨
ノ体/?津て"あっf三p出 現1た 主 象・重力物 フ゜ ラ ンクト30%Lな フた.().▽ 装A/C.▽t期【な.ム ク、ら春 にb、
ン」群 は,糀 脚類,底 生生物 の卵 丘生 し1fこ 卵,tう てgo/～30%の 出現 であ るが,な 月"ii匂以
聴 翻 生巧 の他 の舩 鞠 継 で あ,t・.免 じ頭 胸 鋤 ζし磁 ・・その割 右 幽 し,
上言6の動 物 プランワ トン群 の つ ち最 も優 占t66%～90Zの 忠魂 乞示 しτ～.
ftのls・　繊 顔 であり,金 網 随{て β09ω 剛 久のffrwの 鮪 拠 もは95輌
%ユメよ を苔 のた 。オ克脚孝贔はズ∂冬・bNら春 に6、1う の鵬 では、 翼 な るよ うτ あ る.
マ賑 々 に減 少t,愛 楽('1日 ～Q日)に 人 三態値
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Attempts at a quantitative estimate of distribution of post 
larval and juvenile fish by trawl sampling in the Antarctic 
peninsula region during SIBEX 1983/84
W. Slosarczyk 
Sea Fisheries Institute, Department of Ichthyology 
al. Zjednoczenia 1, 81-345 Gdynia, Poland
Abstract  
Trawl net designed for SIBEX (368 - mesh) was used for sampling. 
Greatest abundance up to 928.1 individuals per hour was recorded, 
and regarding the species diversity 10 taxons of fishes were 
observed within Antarctic Peninsula shelf.  Pleuragramma was 
most commont and abundant species. Clear dependence of fish 
abundance on water depth, salinity and temperature was obtained. 
Potential inpact of krill fishery upon fish was discussed.
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